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新居の1ミ走る快適ライン二

. お客さまに好評です。

これからの住まいの基本設備“ エックス"

新築設計の際、必本設備t して、 プランニングしていた

だきたいのが、 お 湯t 冷暖房をムダな〈ひとまとめにした

"エック人。

15 ザタイプな旬、台所、 i先而所、シャワー、そのうλ 、2人)11

i符そうまで給湯ができ、同時に3i t : ( 各室6代程度) まてて

クリーン ｩｾ ， ｕｾＮ｜ｉｉ ＲＮＺＩＩ ［ が可能です ｨ そして給場 ・ ｬ 暖房 ＱＱＱＱ 路と

に分けたく2u了2水式〉ですので; 冬場ても能 )J は変ら

で給湯と 112.: 0 の!日l時使用ができま丸冷房は' ，[1: れの

クーラーを品11みζ め1;( 、簡単に実現しますL

. 使いやすく、一段と効率アッフ。の

省エネルギー設計。

マルチコントロールの j: i i J l l て、室内機か. : ，; J f イラーの点 ・

il'i 火ができ、いっそう便利になりました。 また、 i料品交) J *

のρ州、アンクコレチューフ' 配管。暖房11寺以外はその苦fl Ji i

に ｩｾｴ ノドヵ ｦ まわらな い システム 。 ごfl l. UII i こあわせてヵース

i止を ( 1動的に3段|滑に剥f111iする l環w方式など、システム

全体にわたって行エオ、ノレギーをめざして ( ，; 1: 丸とくに 15

りタイ Ｗ
Ｐ

は ｪｊ ｉ 主 Ｑ 鍔 ｌ をｬｬｽ不 Ｑ Ｑｭ して、乱今 ｩｾｪ 当 Ａｾｾｩ ｊｩ［ ｴ の非九五 Ｉｊ ＧｴＭ Ａを

k(. J85%にアッフ。しました。

孫イラストの配管、建物などは

見やす〈簡略化したものです.

- 自由なプラン、ご予算のたてやすい

ノぐック価格で発売。

C'li' l'( こみのバック側絡て: お求めやす〈、ご f rT- にあ

わせて白 rllにプランをおi l i ¥ぴいただけま丸

庁石福引 4室 (6畳 3室 8畳1室) 冷暖房 + 1室

」一一一ι _ J (6畳) 暖房 + 4ヵ所給湯

新築住宅の場合 (15号タイプポイラ 〈マルチコント口- ) レ入

冷暖房用室内機( 床置型 )4台、冷房用室外俄2台、固定型暖房用

室内機1台) パ ック 価 格 1，6 9 4 . 2 0 0円

巨豆 ｾＲ 室Ｈ各室 Ｖ 畳Ｉ暖房Ｋ同給湯

新築住宅の場合 ( 10号タイプボイラー〈マルチコントロ- )レ〉、

固定型暖房用室内総台) パ ック 価 格 5 1 8，6 0。円

挺 1: ，; 己価絡はOfHII58<1'3JI 車£でに施 [ b' ・皿 f する場合で七

渋 ｵ 己プラン以外仁、ポイラ ＭｦｩｾＩ ＱＮ冷 ￘ｴＯＧｽ 軍政Ｎ給場開所にあわ

せて作純のバック Ｑ 園怖があり ｾｔ Ｎ

※バ γ ク( 而絡に合まれないがス [' 1もや: 官公1: 'IiなEの別途 J: 'I¥b

ありますL 粂 (' 1によって刊l、 バック ｲｾｩ ｬＧＨ｜を迎川できな ｌ 、場合が

ありますので洋 l <I HHl にご判1.:主 <ｴＮＺ ｦＺｾ＠ ' 0  

いれノタ価絡は l' 常時のIJl イir Ｎｕｩ 払いの場イ干の大阪ガス ｲｲｪ ｃＨ ｾ

小先{ 画絡です.

ｩｘｾ むｾココＧａＮｾコテム

ｊＺ ｾｾｉ コ

15号タイプ

ボイラー

. 便 利 な 「住まいづく りロー ン」をご利 用 くださ い。

ご融資額は5万 円から300万円まで。 融資期問、支払

利息、返済方法など、詳しくは係員までご相談ください。

エックスのご相談は

大 阪 ガス住 設 機器 特約 庖、サービス‘ ンョップ、

風 呂ショップまで、お気軽にどうぞ。

業エックスのカタログをご希望のかたは帽求券令 f責科i伝み・

ハガキに貼 '1. 下記までお送り〈だきL 、 ー土ヲデス :  

干541 大阪市東区平野町5寸 I 一三一三一; ー I

大飯: f j ス宮醒開発部rエyク只』保 ~刊宵三ーーー守

ｾ大阪耐叉



日本建築協会会告一一一一

4 大阪ガーデンパレス新築工事の見学会

大阪ガーテ' ンパレスは、私立学校教職員共済組合の大阪会館とし

て計画されたもので、組合員以外の方にも利用できるよう配慮、され

た本格的シティホテルタイプの建物です。

施設の内容は最大 1 ，000 名の大宴会場と 400 名収容の客室を中心

に和洋食堂、パ一、大小宴会場、婦礼関係室、会議室、私立学校関

係事務室から成っています。

大宴会場、ロビーなど低層棟に対し、宿泊室の高層線は 45・軸を

f辰った珍しいボリューム対比となっており、外壁全面に貼られたシ

ルバーグレイのラスター利磁器タイルは、毎日の空の色によって微

妙な変化を伴う特異な外観となっています。

この外部の形態と色彩は、住宅地である敷地周辺への日照、風害、

威圧! 惑の除去に気を配られた結果といわれます。

また、内部は清潔、快適かつ豪華な雰囲気を割安な価格で利用で

きるよう配慮されたインテリヤ計画です。

このたび、大阪 i fーデンパレスの特別のご厚意と( 的安井建築設計

事務所、側竹中工務府のこ'協力により、大阪の副都心部といわれる

新大阪に建つ新しいタイフ。の斬新な会館を見学いたします。

多数ご参加をお待ちします。

日 時 7 月 24 日( 1 : ) 集合14 : 00→解散 16 :  30 

集合場所 大阪ガーデンパレス ・正面玄関前 ・目標会旗

ただし、大阪 ・地下鉄 御堂筋線「新大阪」駅 ( 仰凹より 3 ツ固め駅 ) 下車

→改札①号出口より ( ホームの突当り、 一 番千里中央省リの改札) 附段を| 峰

リてすぐ後方のガード下から右( i l ! i ) へ必すぐに ( 新幹線の問先日を左に凡な

がら ) → 徒 歩 約 10分{ 立の所の; f i 前方にシルパータイ J レの建物がよL え、共同石

川lのガソリンスタ ン ドの角を右折してす ぐ布1則が正而玄関です。 ( 悔凹より

地下鉄「千盟中央行」に采'Ii して所要 8 分 ー巡n 150 円)

定 員 40名

参加会費

申

会 員 5 0 0 円

:: ｾｾＺ＠ ｾ＠ ｾ＠ - :...: ( 当日受付ていただきます)

会 員 外 7 0 0 円

込 往復号車香 1 名に 1 枚限りとし、氏名 ・勤務先名 ・所属部

課名 ・連絡屯話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を必ず記入

し、 「大阪ガーデンパレスの見学J と明記の上 7 月15 日

( 木) までに建築協会卒業課へ。

建築概要

建 設 I也 大 阪 市 淀 川 区 西 日 原 1 - 3  - 35 

建 築 主 私 立 学 校 教 職 只 共 済 組 合

喜

一
一

設 計 監 理 附 安 井 建 築 設3付与務所

地 工 附 竹 中 工 務 尼 ;

構 造 規 悦 S R C 、 R C造、地下 l 階 、 地 上13階、塔屋 2 階

高 さ 最 高 高 さ 52. 3m 軒高 43. 6m

面 総 数J也 6，240. 61m'

建 築 3，694. 74m'  

延 床 19ρ82 .45m'  

用 途ホテノレ、が務所

!tl: -'11 台 数 89f i

ホテル客室数 299
5

主

エ JtlJ 昭和55年 7 月→57年 6 月

〈大阪ガーデ ンパレスについて 〉

大阪がーデンパレスは、私立学校教職員共済組合が、東京・札幌

・名古屋 ・福岡についで第 5 番目の会館として建設されたもので、

それまでの経験をもとに設計され、総合ホテル ・結矯式場のあらゆ

る機能を備えています。

大宴会場「芙蓉J は、大阪でも屈指の広さと照明 ・音響など最高

の設備を誇 っております。 その他10室の宴会会議室および結婚式場

・写場 ・美容室また茶室 ・レディスクラブは、地域の人びとの文化

活動にも役立つことでしょう 。

和食「花綴J 、レストラン「アンカー j 、パー「アンカーJ は 1 階

に配置され、食事に、商談に、味と雰囲気を十分満喫できるように

なるものと息われます。

公共会館の殺をうち破った新しい時代の新しい会館、豪華な設備

と雰閤気、そして一流ホテルに勝るとも劣らない味とサービスを提

供する「大阪ガーテンパレス」は、誰方でも、気軽に安心して利用で

きる「北大阪の社交場」として 9 月20 日にオープンいたします。

4 建築技術選書第30号発刊「住宅三備心得帳J ( 平田純一著)

かねてより刊行中の建築技術選手? の第30号として、 「住宅三備心

得帳」がこの 6 月10 日に発刊されました 。 ( 企画: 日本建築協会、

発行: 学芸出版社)

ここでいう住宅三備とは、健所設備、浴室設備、台所設備をさし

ます。住宅の範囲として、 100- 120111'の平家 ・2 階の独立住宅、水

道直結の住宅、下水道・浄化槽があ って、水洗便所の設けられる住

宅を念頭において執筆されております。一頁一話で手軽に楽しく理

解できる住まいの水まわりの本で、図解も盟25です。

著者の平田純一氏は、東陶機器のその道のベテランで、現イ定、商

品管理本部長をされています。

本舎の内容は、 1 上下水道心得l阪、 2 使所心得帳、 3 洗面所心科

l阪、 4. 浴 室 心 得l様、 5 台所心得帳の各章に分かれて、それぞれ通切

なテーマで読み物として面白いものです。 たとえば、 l 上下水道心

得帳 では、れ水道の水は逆に流れることもある。、、t世界の水道料金。

など10話、 2 便所心得帳 では、、、密室式便所。汁羊風便器にも松竹梅

がある砂など55話、 3 洗面所心得帳 では、帆日本人と三面鏡" 、蜘、お I湯易

は左で

呂蓋死亡亭{ 件牛作など3泣2話、 5 台所心得帳 てで-1廿はま、 、、流し台を横からみ

る。など 7 話がおさめられています 。家庭の主婦や素人の方々にも

おすすめできる本と思います。

定 価 は ￥ 1 ，300 ですが、日本建築協会事務局では￥ 100 割引にて

頒布しております。 ご購読をおすすめいたします 。

なお、第29号の「瓦と屋恨構造」 と第31号の「住宅のエレクトロ

ニクス」は 7 月上旬に発刊されます 。

雄築と社会/ 凶82年 6 月号 1  



一 一 一 日本建築協会会田

4 日本建築協会評議員( 昭和57年度)

保 夫 (銭 高 組)

正 雄 ( 長田建築が務所)

ｲｾ Ｑｩ ｴｲ･＠

長田

議 長

idlJ 議 長

4 昭和57年度日本建築協会役員会務分掌

( 電気部 門)

男 Ｈ ｊｉ｛光ｾＱＮｴ ｾ｜工 Ｇ ｊ Ｇｬ

1践 ( 大 阪 電 気 sll )jJ )  

繁 (近 畿 沼 会i 工 事)

ｪＺｪｾ＠ (i x  i/I) i l L 気)

騰 Ｈ 中央ｾｉｬ気工業 Ｉ

1A (架 原 工 業)

治 ( 日比谷総合 設 備)

登 (日 砂 熱 ヴ 工 業)

次 (l j'[ J ' i 工 業)

三 (村 日f )

平 ( 大阪城r J 研究所)

尉主 ( 大 阪 'iU . 沢眼房)

( 管工部門)

正

i原

普

消

市

川

正

正

f;;I 

¥11. 

U  

川

尾

山

海

村

原

生

沢

総

内

口

田

姉

川

河

北

相

浅

今

栗

部

北

斎

木

城

森

|本部所属評議員 |

介 ( 熊谷組主主築設計部)

彦 ( 市総計建築指将官11)

登 ( 住宅都市嘗備公団 )

/，11:. (西 野 間 工 業 高 校)

自11 (能勢建築設計事務所)

保 ( J紅建築設a汁'1' 務所)

三 ( 大阪市都市桜f結局 )

彦 ( 川鉄エ ンジニアリング)

雄 Ｈ 近畿大学生ｾｾＧ下千十 Ｉ

澄 ( 近 畿 池 山l午ド' : ，河内

Lエ '1> '1、 務 所 /

( 総合 部 門)

( 技術部 門)

i空

士

ロ

次

秀

尚

克

健

正

井

悶

木

野

勢

本

川

会

下

板

片

高

中

能

東

山

石

小

片

山

会長・副会長および理事各位の会務分掌が下記のとおり決まりました。

( 建材部門)

忠三 郎 (平 問 タ イ ル)

一 郎 (ユ ニ オ ン)

年 光 ( m 1: ，¥応用化工1

3宇太郎 ( 脈問セメ ン ト化工)

|支部所属評議員 |

野 信 義 (: lIt m. l l 築事務所)

崎 哲 也 ( } t 崎 工 務 前)

藤 卒 ( 日本住宅ハネ J レ)

田 幸 夫 Wl III 工 務 応)

本 俊 秋 ( 日 興)

谷 孤 (川谷建築設計事務所)

浦 点 太 郎 ( 日 本 m 池)

鉦 ー ( ! 日川怨築事務所)

利 夫 ( 畏谷部建築訟計事務所 )

郁 郎 (P4 万 設 叶 工 務 )

di (神 治 ! r l )

藤

野

山

回

東

井

武

h'f 

平

Jl I  

松

森

長 谷 部

四 方

神 谷

加

立

小

原

組

設

設

業

組

本

設

設

設

設

組

組

設

所

組

組

内

的

往

信

組

工

上

建

5

務

-

務

建

越

山

地

山

地

山

叫

山

岨

4

村

タ

池

本

タ

沼

河

村

工

工

剛

什

時

処

'

松

井

出

回

エリ

本

;

山

訟

安

鉄

7

鴻

大

西

三

岩

モ

浅

銭

戸

新

奥

問

即

時

点

合

金

郎

夫

男

一

ニ

ム

川

信

二

雄

品

目

郎

失

波

則

男

雄

博

暢

彦

胞

内

司

幸

点

修

紛

館

正

祐

育

茂

敏

隆

友

利

{呆

上

川

H

石

浄

瀬

川

出

回

崎

昨

川

島

村

木

井

岡

阪

志

白

野

百

森

山

右

森

篠

高

竹

野

三

森

山

阿

佐

金

上

回

部

野

剛

. 会 長 補 国 朝 生 ( 双J?，設計)

- 副 会長
総 務 会 計 tlf 当 佐野正一 Ｈ 安井 ｩｬｬｾ 設計・ ｬＧ 務所 Ｉ

絵 村 雄二 ( 怯村組)

制 ｾｭ 当 足 立 孝 ( 大阪大学 )

市川宏( l l ! 畑主l ! 築 '1' 務所1

. 理 事

総 務 ( 14名) 会 計 ( 7 名) 編 集 ( 12名)

岡 本 行 普 小 松 正 宏 井 上 r見

( 昭 和 設 計 ) Ｈ 鹿ｾ，｜主ｬＡ設Ｉ (大 建 設 計 )

多占月 進 八 十 島 健 二 今 井 出l之 介

( 大 阪 市 立 大 学) (竹 中 工 務 府) ( 住宅都市整備公団 )

寺田 ｬｾ lli 今 西 祥 自11

(大 成 建 設) ( 大阪府主1 ¥築部)

技術部門

平 田 定 男 小 林 il' i  

(平岡建築構造研究所 ) (新 住 宅 社)

牧 悶 額 約 長 谷 部 朔 自11

( 新 井 組) ( 日 建 設 計 )

三 品 哲 夫 松 村 康 三

Ｈ 大阪市都市Ａｾ備局 Ｉ ( 揖iill 挫 築 <Ii 務所)

大安 盛 ぷ 一
機 山 誠 一

(  林 組) (安井建築設計事務所)

浅 沼 茂 夫 大 林 芳 郎 竹 中 錬 ー

( 浅 ill 組) {大 林 組) ( 竹 中 工 務 応)

奥 村 俊 夫 銭 高 普 雄 前 野 慶 太 郎

総合部門

( 奥 村 組) ( 銭 高 組) ( あ め り か 屋)

木 下 正 利

( h ' I 水 建 設)

地 池 藤 一

( 鴻 池 組)

111気部門

菅 谷 健 児 小 林 凶 自11 武 田 恭 一

( 大 阪 低 気 暖 房) ( 太 陽 工 藤 エ '1>) ( i ! i : 鍛電気工事)

管工書11門

fUI 83 四 郎 両 角 {呆 』 囲 内 史 自11

( カ ン ダ ン) ( 浦 安 工 業) ( 第 一 工 業)

建材部門

川 岸 繁 夫 村 上 一 郎 波 辺 ，古ｾ・
( 川 岸 窯 業) Ｈ サンエス＼ｬｾ時 Ｉ ( lIt i下シ ャ， $' ー )

( 敬称略 )

国会勢委員会

会勢拡大 ・会U .II"I JJII! 事的金剛、; R ; 純i

市 川 宏 ( JI(骨lI ill 築 事 務 所)

岡 本 行 普 (昭 和 設 計 )

木 下 正 利 WI 水 位 設)

安 盛 淳 一 ( 大 林 組)

小 怯 正 ' 1 i . (庇 J: ，¥ 控 設)

寺 凹 徳 ill (大 成 ill 設)

八 十 仏 健 二 ( 竹中工務r ，1 ' i )

小 林 四 良11 ( 太 陽 J : ｾ証工 ＧＱ＾Ｉ

1半 一 自11 Ｈ ￮ 崎 ｊｾＨ 衛 生 工 業 所)

村 上 二 郎 ( サ ン エ ス " '1'¥' )  
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日 本 建 築 協 会 会 告一 一 一 一

昭和 ＵＷ 年 Ｕ 月 ＱＹ 日開催の定例理 ｬ ｪ Ｇｾ 会において、下記のとおり各委員

を 委 嘱 い た し ま し た。 ( 敬称略 。向J 1i i 只長 O印刷委只長 。 印刷委口氏代行

A 印幹事 * 組n問 職場名は略称 を月日いました.)

3  

- 建築データシート委員会

( 間データ シー ト 川 い き 1

ｾｕ 会 ＡＮＮｉ 本会 /  

圃法規委員会

( 昭和56年度・昭和57年度は未委嘱)

ill 築に l刻する法線の研究 仔且並びに控泌

久 (昭 和 設 計)

次 ( 東洋紡エンジニアリング)

再 f 近 畿 III 筑 泊 1，') /.J¥ 

I $- ¥m ー 姐 築 部j

ー (関 西 大 学)

和 (大阪府連事節営繕釜 )

f二 ( 大阪市建築技術凶会 )

三 ( 大阪市都市鰐備局 )

男 ( 多 井 挫 築 研 究 所)

夫 ( 京 阪 住 定 住 設)

光 ( 田 尚 応 用 化 工 )

治 ( 小 西 設 計 )

i!宮、 ( 日本分域住宅協会 )

豆I 1' / (小 剥 住 研)

;旬 二 ( 大 阪 府 営 繕 室)

久 男 ( 三 弘 空 調)

宏 至 朗 (安井建築訟計事務所 )

聡 h'i (近 鉄 住 宅 控 設)

敬 太 郎 ( あ め り か 展)

壮 一 郎 ( 竹 中 工 務 応 )

I1'l (新 住 毛 社)

{呆 ( エー・エス アイ )

U (近 量 産 大 学)

{言( : 大阪工業技情専門学校 )

成 ( 大 体 制1)

男 ( 大 阪 大 学)

m(絵 付 組)

4萎 ( 大阪市立工ぷ高校 )

ｈ 召 Ｈ 日ｾエ ンジ ニアリ ン グ Ｉ

亘 ( i!i:厳 '，1L気工' ，>)

善 {昭 和 4主 計)

ー ( 大 阪 市 消 防 局 )

ー ( 束畑 ill 築 供 務 所)

治 Wl 水 ill 設)

夫 (安井挫築設計事務所)

1t '1 ( 大 阪 市 現 大 阪 府 )

夫 ( 大 阪 電 公 峨 泌 )

夫 ( 大 阪 府)

穣 ( 竹 中 工 務 f . l il

tti 弘 t大 阪 府)

H古 吾 ( 大 林 組)

熊之助 ( 大 阪 市)

充 ( 大 阪 市)

i主 ( 大 処 設 計 )

1I[i Ｈ 兵庫県阪神ｾ，｜ｉＨ局 Ｉ

JfJ  ( 高 槻 ，liill 設 部)

i，II ＨＭ ｾｩｦ 中越 ｅ 築設計工 ￬ＺｉｽＩ

- 住宅委員会

住宅に l刻する研究並びに改普についての

一般答袋、よろず相談住宅展的附設、住

宅に l則する スライドの制作

- 出版委員会

ill 築に| 刻する図占の企画・制! 駐・刊行

「主. I ! 築技術選。J の企画・刊行
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小

河

日

初
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向

辻

中

市

門

一

前

士

口

宮

古

ん

円

元

守

山

山

結

。

。 多 制 i.ffi (大 阪 市 立 大 学 )

( 鰐習会小委員会)

0 佐 々 木 保 ( エー ・エ ス アイ )

O安 依 存 ー (大 体 組)

ム燥 野 長 上 ( 1%f ｊ 七 ｾｲＩ
A 三 木 敏 男 {奥 村 組)

問 中 雅 俊 ( io'l 水 位 ぷ)

松 }I二 i t ' I 史 un fl 工 業)

絵 本 NI 雄 ( 竹 中 工 務 府 )

三 i削 除 ( 大 成 主II ，泣)

山 間 汚 武 {日 控 設 ，of )

( 工高生教育小委員会)

0 附 山 52  威 (: 大阪工葉大学短期大学 )

d. U(  III 武 {今 i:i 仁 業 同 校 )

ム '1' ｾＱＧｦＧ＠ .'i 民 ( 丙" D l T : 業高校 )

上世 ｦ 賢 三Ｈ 伺ｾ ｽＺＮｾ工業向校 Ｉ

成 総 暢 ( U A 斎雌設計事務所)

i上 野 純 徳 ( 訓i 辺 ill 築 事務所 )

Jll Ｎｾｾ、 前 { 来畑 ill 築' ，. 務 所)

- 建材委員会

ill 村町 コンサルタン ト・新主. I ! 村町似介

大 嶋 正 ( .!UiY'" ノリューム )

.h:i 内 住ｾ 9) (安井建築設計小務所)

，. . ，山 f". lJl ( 大 成 主s il生)

金 田 宏 ( k i-l- ｾｉ ｬＩ＠

川 村 点 次 ( 住宅揃市! I ' 備公団)

坂 本 安 茂 ( 大阪鉄道菅理局施段部)

竹 山 i度 ( 戸 m R  j生)

i t ｾｦ 彰男 Ｈ 近畿地 万 位 ぷ ｉｩ， ｪ Ｉ

f' i. 成 tu. (大阪府住宅供給公社)

'1' 谷 一 夫 (1則 1l L 館 業 )

小 限 泰 ( 大 阪 セ ノ ン ト)

l正 橋 英 彦 ( 日本建築総合試験所 )

限 前i ｾｊＮＮＮ＠ ( ク ラ レ)

燥 野 鍛 造 ( 藤 本 工 務 1市)

* ぬ! 内 三 自11 (関 西 大 "(:)

ぬ ! 内 成 樹 (松 村 * J l )

。牧 旺l 矧 ifi (新 JI '  *n)  

絵 本 来 ( 点知lill 策 事 務 所)

松 本 共 良 ( 竹 中 工 務 的 )

三 和I 祐! l t Ｈ 鹿ｾ ， ｜ ill .t立)

日召 ( i ! i : 織地 Jj ill .tll: !"j )  

香 ( 大 成 ill 泣)

和 彦 ( 大 阪 府 ill 築 部)

耕 二 ( 阪 急 電 鉄)

信 鰐 ( 日 住 設 "十 )

手1) 博 (安井建築設計4 務所)

尖 樹 r- ( 谷口 ill 築，役，; 1雫 )

美 鈴 ( モーリ ショッ プ)

兵 二日I1 (消 水 建 設)

正 (小河建築設計事務所)

紀 ( 束畑挫築" . 務所)

介 (住宅. 1: 11市整備公団 )

志 ( 吉 村 建 築 事 務 所)

和 ( i'l J 池 組)

隆( 円411!??ヂ考)

チ ( 竹 中 工 務 府 )

進 ( 大阪市公[ 胡! ，J )

夫 {浅 沼 組)

- 教育委員会

建築教育についての調査、研究、必援な

らびに工高生デザイ ンコンクールなどの

企耐およびt災地
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。1I 問 |均 一 ( 京都市庁f守党料簡単)

O小 野 為 一 ( 日 ill 設 計)

小 野 知 佳 子 ( 昭 相 設 " 十)

佐 々 木 昭 男 (大 成 建 設)

ぷ 万 敬 ff (兵庫県都市住' t 部 )

町 山 司 自I1 (大 建 設 け)

寺 元 通 夫 (安井建築般計4 務所 )

汚 名 正 ( 竹中工務1 ，1 j )

能 ) L 弘 毅 ( 大 林 組)

笛 崎 宗 久 ( io'l 水 越 泣)

( 広告企画小委員会)

。 荒 川 m 徳 ( ill 水 ill 没)

池 湖l 俊 男 ( 回 JJJ 応 用 化 工)

tr f，(i t  岩 夫 ( B:本建築総合試験所 )

下 日Jj 裕 一 ( 点知lill 築 '1>務 所)

悶 '"1 ' 功 (竹 中 工 務 I市)

問 問 iJf. (安井建築設計4>務所 )

棚 僑 和 夫 (銭 高 飢)

中 河 克 則 (泊 地 組)

原 図 常 介 {菜 山 ゴ ム )

弘¥ }I・ 4干 朗 (松 村 組)

Oi度 辺 志 { 東 洋 Y ヤ > ? ー )

- 事業委員会

凡小 ・4持制i ・説明・ J民示 郡部t会・ 4干ぃ

会nの! j ! いなどの企画および実地

。 三 品 哲 夫 ( 大阪市剖1，li ! i ' 偏向 )

ｭｾ 凶ｎＺ彦 Ｈ 竹中 工 務Ａ， ｬｩ Ｉ

O鶴 田 昭 一 ( 大 林 組}

O西 村 良 平 ( 阪 急 1江 鉄)

( 見学会小委員会)

Ot 出 秀 雄 ( 藤 本 工 事;5 ｊｾ ｩＩ＠

ム高 山 三 自I1 (鹿 島 主II 没1

d. 'j' 必 修 (地 池 組)

fJ l  * 史 自I1 (大 林 *Jll

石 村 佐 蔵 ( 竹 中 工 務 的 )

大 儒 辰 男 ( 大成. f l ! ，i占)

付l 本 忠 治 (松 村 車m

正 栄 )1・辰彰( i O ' I 水 ill 役)

私i 家 紋 ( 大 阪 府 挫 築 苦11)

!有 次 郎 ( 浅 m 組)

( 広報小委員会)

0 即〔 見 品 ;-t;; (安井建築設計事務所)

・ P R分 科 会

d. 奥 村

d. 今 野

員ｾ lJi 

rra 昔日

川 村 氏

本 場 公

・研 修 分 科 会

d. 奥 村 進 ( 京畑 ill 築 事 務 所)

A 北 岡 梢 ー ( 野 村 長lt 設 工 業)

池 村 Iう武光 (銭 高 級)

木 村 三 ilt 努 ( l J ! ! 硝 了)

下 村 健 治 ( 修成建設¥' l - r・l・7 校)

末 吉 幸 子 宏 ( 1 関 西 電 力 )

宮 内 宏 (栄 光 ! 泊 先)

( 若い会員の集い小委員会)

O山 形 政 昭 ( 大 阪 芸 術 大 γJ

ム h : i 谷理1 f堂 (大 林 組)

ム寺 l毛 市 Ｈ 大阪市都ｉＱ ｮｩ え ｦｾ ￼ｊ， ｊ )  

ム 中 川 一 ( 野 村 主ll ，没工業 )

A 三 毛 良 一 {企 画 設 計 社)

天 野 1ft fJr ( 竹 中 工 務' ，1j )

!Jl  (大 林 組)

直 ( 竹中工務1 ，1 j )

士 ( 近 般 電 気 工 事 )

弥 Ｈ 大阪市公 ｉｾｉ !，J )  

次 ( 住宅都市野備公団 )

典 ( 大 阪 府 挫 築 部)

平1)

恭

. 編集委員会

会誌 ｭｾ と社会 ｊ の 企画・編集

編 集 委 員 長

。航 山 誠

編 集 理 事

井 1 : i，晃 ( 大 建 設 ; 十)

今 井 ｩｬｾＩ 之介 Ｈ 住宅都市型軍備公団 Ｉ

今 西 特 自11 ( 大 阪 府 主 主 築 部)

小 林 I1'l (新 住 宅 社)

竹 中 鎌 一 (竹 中 工 務 庖)

武 凹 恭 一 ( 近 畿 ift ｾ｜工 ＧＱ＾Ｉ

長 谷 部 朔 自11 ( 日 挫 設 計)

刷 内 史 民11 ( 第 一 工 業)

前 野 礎 太 郎 ( あ め り か 民)

総 村 段 三 ( 訓i ; U ill 築 本 務 所)

徽 山 誠 一 (安井建築設計事務所)

渡 辺 志 { 東 洋 シ ャ y ター )

( 特集小委員会)

0 制 回 目 肯 l英 ( 大 阪 市 立 大 学)

・計 画 分 科 会

岡 田 信 幸 ( 大阪市総合計画局 )

加 藤 輝 男 ( 大阪府ill 築指導課)

キ 白 木 浩 一 ( 竹 中 工 務 1苫)

倉 本 卿 介 ( 7 ジ タ 工 業)

ム 問 中 直 人 ( 神 戸 市 開 発 局 )

竹 本 俊 平 ( 住宅・郡市艶備公団 )

手 叫 純 一 ( 日 建 設 計)

w 川 熊 (京 都 大 学)

ｾ＠ ｾ器輸 ｻ 熊谷組 Ｉ

中 馬 博 良 ( 長 谷 川 工 務 自 )

藤 本 慾 太 郎 ( 大 阪 市 立 大 学)

船 組 問t 由 ( 京都工芸繊紙大学 )

g ロ 柄 樹 ( 都 市 科 学 研 究 所)

山 口 繁 一雄 (地峻計画建築研究所)

・機 造 分 科 会

ム鋭 ff 延

柴 田 i立

III i由11 J在

員百 統

中 西

山 口

・設 備 分 科 会

日 韓 国 窓 生 ( 奈 良 女 F 大 学)

大 企 良 司 { 大 阪 市 立 大 学)

河 i 1t 降 之 { 河 ilt 降 之 や 務 所)

阪 田 弘 二 ( 大 阪 電 気 自 主 房)

ＶｩＧｾ＠ ｾ卯 蝕 ( 高 砂 熱 学 工 業 )

雌 原 庸二 郎 ( 守 ン3 J ン If')

・純i工 材 料 分 科 会

d. 岡 田 善 弘 (鹿 島 挫 設)

中 尾 正 (術 水 ハ ウ ス )

丙 牧 忠 吉 (i ，'1 水 建 設)

三 浦 康 夫 (大 林 組)

償 井 征 夫 ( 竹 中 工 務 府)

台 村 姥 i盆 (大 阪 府)

・法 令 分 科 会

坂 雅 勝 ( 大阪市総合" 十回応 )

A 中 悶 綴 ( 大阪府建築指噂ぷ )

( 役稿欄小委員会)

池 口 和 雄 ( 神戸市郎市計 l園局 )

泌 総 俊 一 ( 近 畿 日 本 鉄 道)

谷 崎 敏 邦 ( 近 畿 地 万 建 設 局 )
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故 大 下 順 三 郎 氏 (灘82愈)

本 籍

徳b¥県徳島市機町 3 丁目 19番地

現住所

大阪市旭区新森 5 丁目 5 番 l 号

生年月日

明 治32年 10月15 日

昭和57年 4 月 8 日心不全のため

自宅で死亡

庭

昭和 6 年 3 月 関西高等工学校( 大阪工業大

学専門学院) 建築科卒業

職 庭

大正14年ー昭和 2年 徳島市役所技術吏只

昭和 6 年 - 1 6年 京阪電鉄側建築課主席技術

昭和 16年 - 20年 日本住宅営団大阪支所工務課

長

昭和21年 - 22年 和国組工務部長 ・営業部長

昭和22年一 平和建設株式会社代表取締役

現在代表取締役会長

昭和45年ー 大下建設株式会社代表取締役

現在代表取締役社長

昭和47年 - 55年 株式会社ユニケン代表取締役

昭和48年 - 55年 目建ユニオン事業協同組合理

'1長長

公験経歴

昭和21年 - 40年 大 阪 市 民 生 委 員 児童委只

昭和42年 - 46年 大 阪 府 府 税 審 議 会 委 員

昭和 13年ー 25年 社団法人日本建築協会理ギ

昭和34年ー 36年 社団法人大阪府建築士会評議

民

昭和 12年 - 33年 学校法人大阪工業大学理事

昭和33年ー 学校法人大阪音楽大学役只

昭和 12年一 49年 学校法人大阪工業大学校友会

長

昭和25年 ~ 大阪赤十字奉仕団地区団長

同
上 ~

大阪市防犯協会地区支部長

昭和35年 ~ 社団法人クラプ徳島副理事長

昭和25年ー 徳島県人会近畿連合会副会長

昭和目年 - 24年 学校法人大阪工業大学講師

• 罰

大阪府知事建設4' 業功績表彰

民生委只市長表彰

R 宜赤十字社特別功績表彰

日本建築協会元理事 ・評猿 員

大 下 順 三 郎 さ ん を 偲ぶ

尾 亀 清 四 郎

大 阪 工 業 大 学 学 園 の 大 先 輩 大 下 順 三 郎 さ ん が 、 病 気 療 養 中 と は し 、 え 4 月 8 日急逝された。

享 年 数 え 84歳であった。 50年 に わ た る ご 交 誼 を か え り み て 、 一 言 で 言 え ば 大 下 さ ん は 大 阪 工

大 と 、 そ の 後 輩 の た め に 一 生 を 尽 く さ れ た と 言 っ て も 過 言 で は な い と 思 う 。

昭 和 の は じ め 、 京 都 大 学 教 授 大 井 清 一 博 士 を 校 長 と し て 大 阪 工 大 の 前 身 、 関 西 高 等 工 学 校

が 開 校 さ れ た 。 池 田 実 、 井 上 新 二 、 玉 置22次 郎 、 中 沢 誠 一 郎 、 格 泌 総 吉 、 浅 野 新 一 、 元 良 勲 、

新 名 種 夫 、本 多 正 道 、 辛 木 貞 夫 、 井 手 正 雄 、 棚 僑 諒 、 矢 崎 高 イ 義 、 伊 藤 正 文 、 中 尾 保 、 古 塚 正

治 、 中 西 六 郎 ( 順 不 同 ) ら 今 は な つ か し い 、 そ う そ う た る 先 生 方 が 草 創 期 の 建 築 学 科 に 教 鞭

をとられた。

大 下 さ ん は 県 立 徳 島 工 業 卒 業 後 、 徳 島 市 役 所 に 技 術 吏 只 と し て 奉 職 し て お ら れ た が 、 こ の

け ん ら ん た る 開 校 広 告 に つ ら れ て 上 阪 、 入 学 さ れ た わ け で あ る 。 昭 和 6 年 卒 業 後 は 京 阪 屯 鉄

主席技師、 16年 か ら 21年 ま で 日 本 住 宅 営 団 に 課 長 と し て 勤 め ら れ た 。 戦 後 は 新 名 、 元 良 、 辛

木 諸 先 生 ら と 和 田 組 に 席 を お か れ た が 、 22年 平 和 建 設 を 創 業 、 今 日 に 至 っ た 。 そ の 問 、 日 本

建 築 協 会 に は 戦 中 戦 後 を 通 じ て 評 議 員 、 理 事 に 選 任 さ れ 会 の 発 展 に 尽 く さ れ た 。

一 方 、 大 下 さ ん は 当 時 の 文 部 省 の 検 定 で 実 業 学 校 教 只 の 資 格 を と ら れ た 篤 学 の 土 で も あ っ

た が 、 勤 め の か た わ ら 母 校 関 西 商 工 や 系 列 関 西 工 業 な ど で 教 鞭 を と ら れ 、 多 く の 後 輩 逮 を 指

導 育 成 す る と と も に 、 就 職 斡 旋 ま で 随 分 と 面 倒 を 見 ら れ た 。

そ の 頃 学 校 は 都 鳥 僑 近 く の 北 区 樋 之 口 町 と 今 の 新 大 阪 駅 近 く の 南 方 町 に あ っ た が 、 現 イ 正 の

城 北 公 園 近 く の 大 宮 町 に 校I也を求め、 R C造 の 校 舎 を 建 て る こ と に な っ た 。 旧 本 館 ( 今 の 12

階 建 本 館 の 所 に あ っ た 5 階 建 ) と 1 号 館 ( 3 階 建 ) を 大 下 さ ん が 設 計 を さ れ 、現 在 校 友 会 長

をしている宮氏幸雄君や 、 先日黄綬褒主主を受けた大海卯一君らが施工ｾ・理をした。

教 学 や 設 計 笑 務 の 誠 意 と 熱 心 が 理 事 長 田 上 憲 一 先 生 の 認 め る と こ ろ と な り 、 草 喜IJ 時 代 の 校

友 会 づ く り を ま か さ れ る こ と に な っ た 。 こ の 校 友 会 活 動 は の ち の 大 阪 工 業 大 学 校 友 会 会 長 ま

で- : l ' l : してつづいた。

さ て 終 戦 直 後 の 学 園 経 営 は 、 い ろ い ろ な 面 で 大 変 困 難 な 時 代 で あ っ た が 、 校 友 会 か ら 代 表

と し て 学 校 法 人 の 理 事 に 選 ば れ 、 筆 舌 に 尽 く し が た い 線 維 辛 脊 の 上 、 新 制 大 阪 工 業 大 学 へ の

移 行 に 絶 大 な カ を 発 揮 さ れ た 。 こ の と き 今 の 値 う ち に す れ ば 何 億 円 と も 言 わ れ る 、 自 分 の 土

地 を 処 分 し た 金 を つ ぎ 込 ま れ た わ け だ が 、 こ の こ と が 今 日 い よ い よ 盛 大 を き わ め る 、 大 阪 工

業 大 学 の 基 礎 を き づ い た と い っ て も 過 言 で は な い の で あ る 。

大 学 は 来 年 創 立60周 年 を 迎 え る が 、 そ れ を 目 前 に し て 大 先 輩 を 失 っ た こ と は 、 か え す が え

す も 残 念 な こ と で あ る 。 当 日 は 大 阪 工 業 大 学 理 事 長 藤 田 進 参 議 院 議 員 が 葬 儀 委 員 長 と し て 千

余 名 に の ぼ る 会 葬 者 で 盛 俄 で あ っ た 。 そ れ は 大 下 さ ん が 工 大 関 係 の ほ か 、 大 阪 音 楽 大 学 役 以 、

徳 島 県 人 会 や ク ラ ブ 徳 島 な ど の 役 員 と し て 郷 党 に 尽 く さ れ る 一 方 、 民 生 委 員 、 児 童 委 良 、 日

赤 奉 仕 団 、 防 犯 協 会 な ど の 役 只 と し て 地 域 社 会 に 大 い に 尽 く さ れ た 結 柴 で も あ る 。

大 下 さ ん 安 ら か に お 限 り 下 さ い 。

広域緑地・都市計画・野外活動 調査・計画

株式会社 D A C レクリェーション計画研究所

代表取締役 大 沢 交 司

干541 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 ー10- 8  T E し 06- 445- 0118
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施 工 大 林 組 ・ 鴻 池 組 共 同 企 業 体



l l 川

l  全長t

2  南而の一昔1I

3 . 南玄関

4  . 東南而

5 . 東商玄関

所 在 地 大 阪 市 北 区 中 之島 1 丁目 3 - 2 0  

敷 地 面積 12 ，815 . 62m'  

建 築面 積 3，808 . 52m'  

延 床 面積 45 ，442 . 7 3 m'  

構 造 規 模 S R C， 8 4， 8 F ， 円

高 さ 軒 高 S G L + 3 6 . 0 m

最 高部 高 S G L + 5 0 . 5 m

工 期昭和 ＵＴ 年 Ｔ 月 ｾ ＵＷ 年 Ｑ 月

( カラー頁を含むグラビア写真の作品紹介はあらためて次号に詳しく掲載します )



大阪市庁舎( 第 1期)

基準階 1 :  1500 

第 2 期 へ1) ポート 第 1 期

h 門

ト ι ー._-

『

ＮＮＮＮＮＮ 腎 ｾｉ &腕

t同

干苛

駐車場

断面図 1 :  1500 

1 階平面図 ( 第 1期) 1  :  600 



日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

傾向にある。( 表ー 1 )  

③既成市街地においても、千里 ・泉北ニュータウ

ンや郊外の良好な環境の既存の住宅地て¥協定締

結の動きが顕著になってきている。

④市街化調整区域での開発許可や、建築基準法86

条の一団地の総合的設計を承認する際に建築協定

を締結するよう行政指導するケースが地えている 。

⑤民間の新規開発の分譲住宅地ても、建築協定付

、で分譲するなど、環境が、、売れる砂 l時代になって

きた 。

以上のような傾向をみると、建築協定に対する

住宅問題が、量から質の時代に入 ったと言われ 築協定を締結することができる 。( 法7 6条の 3 )  関心や活用についての条件は整備されつつあり、

てから久しいが、最近は、さらに環境の時代と 言 ⑥違反があ った場合の措置は、協定で定めるが、 市町村や特定行政庁でも、この制度の適切な運用

われるようになった 。すなわち、一つひとつの住 一般的には最終的措置として、裁判所への出訴で やその後のアフターケヤについて、より一層の努

宅の質も当然問題となるが、さらに、集団として 対処し、民事の問題となる 。 力が求められるであろう 。

のまとまりや周りの環境がどうあるかが、重要な 以上のように、建築協定は公法に頼らず、地域 最後に建築協定の手続きのフロー( 図ー 2 ) を

ファクターになっている 。たとえば、宅地側格な 住民の自主規制による街づくりを行政がパ ックア ;1説せておくので、自らの住んでいる街の環境づく

ども、今はまだ、駅からの距離や道路、防当たり y プする制度であり、住民の環境に対する意識の りに活用いただければ幸いである 。

質疑などの投稿をお待ちしております。

1 7 1  

建 築 指 導 行 政 に 求 め ら れ る も の ( そ の 5 )  

建築協定と街づくり

などの指燃が重視されて単価が決まるようだが、 高まりがなければ、実効のある

今後は、周囲の環境、それも物理的環境だけでな ものにはならない 。

〈、そこの居住者のコミュニティ形成の程度やI誌 なお、協定，では、建築物の敷

境のｾ［理状況などを含めた「住宅地の Ｑ Ｇ￮ ｊ が大き 地・位置 ・精進 ・用途・形態 ・

〈影響する時代になるものと思われる 。 f f . 匠または建築設備に関する基

定住時代を反映して、住民の身の周りの環境に 準のうち必要なものを定めるこ

対する関心が急速に高まりつつあり、建築行政も、 とになるが、府下の協定笑仔IJ で

今後ますます環境行政 ( 7 ) 的任務が求められる は、主として用途では、専用住

であろう 。 毛プラス診療所程度に制限し 、

ところが、建築基準法は、全国的に適用になる また 1 区画 1 戸にして、敷地分

放低基準を定めたものであり、それぞれの地成に 割を禁止し、形態では、 2 階建

応じた規制や誘導についての規定は十分で与はない。 以下 ・高さ 9 m以下にすること、

( 1 也区計画制度が導入されてからは、かなりのこ 位置として外壁後退距雌 1 m ま

とができるようにはな ったが ー)

そこで、公法による直接的規flilJ によらず、住む

人の自主性に基づいて、自らの環境を肉らの手で

守る制度として考えられたのが建築協定て' ある 。

ところが、この制度は昭和25年の建築基準法l I il]定

当初からあ ったのに、 45年頃まではほとんど活用

されず、無用の長物化していた 。( 20年! 日lに全国で

たは 1. 5 m に定めること、生垣

や擁壁に l期する制限を盛りこん

だものが多い 。

2  . 建築協定 の 最 近 の 傾 向

①全国的には、最近協定数が急

地しているが、大阪ででも、 WI

協定が結ぼれたのは 20t也区にすぎなか った)。それ 加の傾向がみられる 。( 図ー 1 )  

が、 46年頃から急に評価されだし、と くに52年か ②府下の建築協定条例制定市町

らは毎年 100 件近い協定が実現するようになり、 村は 18市町にとどまり、未だ条

まさに、環境の l時代の 、申し子' 的存在になりつ 例を持 っていない市町村の方が

つある 。そんなわけで今回は、この建築協定制度 多い。ただし、 5 6年度には、 4

の特徴と最近の傾向等について紹介することにし 市町が粂例化するなど、増加の

た。

1 . 建 築 協 定 制 度 の 特 徴

①市町村がその区域の一部について、住f;l 岐やilJ j

府術の手IJ 使のWI 進のために、住民が建築協定を結

ぶことができる旨を条例で定める 。( 法的条 )

②建築協定は、締結しようとする区域内の土地の

所有者等の全員の合ZT. が必要となる 。( 法70条)

③特定行政庁は建築協定がその目的とな っている

土地や建物の利用を不当に制限するも のでな く、

法の目的するところと合致すると認めたときは、

その協定を認可する 。( 法73粂)

@ 認可を受けた建築協定は、その公告の日以後、

新たに区域内の土地の所有者等とな った者に対し

ても効力が及ぶ。( 法75条)

⑤一 人の土地所有者が、そ の土地を対象とした建

表 一 1 大阪府下市町村建築協定

条例制定状況

随行年 Js' 市 田I :1'， 

44 23槻市

45  11日11，Ii

ｾ中市 、 ｒｉ 百 ｬ 市 、 枚万， Ｑ［ 、

47  

河内長野市、 八尾市

48  欧関市、堺市

49  校長川市、交野，1;

51 茨木市

53 池田市

自 問 体 di 、美原町、貝塚市

56 

ｾ 能町

57 大阪市

件

IC旧

全

国

件

数

印

10 

川 大

11 阪

11 府

J 十 件

I  +5 

45 46 47 48 49 日 51 52 日 54 55 56 

図ー 1 全国 ・大阪府の年別建築協定認可件数

illt括協定条例のある市町村町

区域内 でなければ主 らない.

法冒17011>那 2 Jfl の組定により

土地所有者等の 全日の合 意が

いる .

0 土 地内所 11 何等が一円場合は

法第 ＷＶ ＱＱ＾ 町 Ｓ 何 処ｾによる Ｎ

ヨE付、公告

縦覧 ( 20 日以上)

( ; 去第71条)

公 開 に よ る 聴 聞

( ; 圭第72条第 l 項)

認可( 法第73条第 l 項)

公告( 法第73条第 2 項)

縦覧( 法第73条第 3 項)

図- 2 建築協定の手続きフ ロー

( 大阪府建築部建築指導楳 近野正男 )

建築と社会/ 1982年 6 月号 9  



〈新 建材 紹 介 必 91)

り、イウオールL C工法。り、イウオール工法申

壁 革 命ー シンプルな工程で革命を起こす新しい外壁仕上工法

- 概要

この二ツの工法は、 外 壁 の仕 上 、 工 法 砂 で あ って新 建材 と呼ぶのは

適切でないかも 知 れない 。イ変用される 材料 も ほ と ん ど が 今 ま で に 知

ら れ て い る も の で あ る 。 こ こ に と り 上 げ た の は こ れ ら の 材 料 と 新 し

く 開 発 さ れ た ア ス フ ア ル ト コ ー ト と の 組 合 せ に よ り 仕 上 材 と し て の

優 れ た 性 能 を 獲 得 し て い る と と も に 、施 工 工 程 が 合 理 的 に 簡 易 化 さ

れ る こ と 、 お よ び 施 工 法 そ の も の が 施 工 精 度 の 確 認 手 段 に な って い

ることを評価したためである 。 更 に 、 こ の 工 法 に 対 し て 責 任 施 工 体

制 の 育 成 が は か ら れ 、 明 確 な 保 証 期 間 (最IJ高jt . 漏 水 5 年 、 変 色 2 年 )

をうちだしている点は、今後の建築工事のあり方として注目してよい 。

工法の具体的なメリ y トを簡単に記すと、壁下地にアスフアルトコ

ー ト を 吹 き 付 け る こ と で 従 来 の 「 防 水 紙 + ラ ス + モ ル タ ル 」 の 作 業

を簡略化し、 ｾｪ 詳性のある黒色のアスフアルトコートを下地に表装仕

上することで、良好な壁而イ寸渚力を得るとともに仕上厚もよく確認

て・きる 。

こ の 工 法 は 、 ツ ー パ イ フ ォ ー 工 法 の 普 及 に と も な って 永 大 産 業 株 ず

会 社 で 開 発 さ れ 、 そ の 研 究 部 門 が 独 立 し て ハ イ ウ オ ー ル 株 式 会 社 に

発 展 し た と の こ と で あ る 。 したが って 、 住 宅 の 外 壁 と し て 、 壁 下 地

に 桃 造 用 合 板 を 使 用 す る の を 様 準 と し て い る が 、 そ の 他 の 下 地 材 に

対 し て も 拡 大 応 用 さ れ て い る 。 住 宅以 外 では、とかく l汲 水 性 な ど で

問題 の 起 こ り 易 い A L C 版 に 適 用 さ れ て 良 好 な 結 来 が 得 ら れ て い る 。

す で に 、 昭 和52年 頃 か ら 各 府 県 で 、 主 と し て 住 宅 供 給 公 社 の ツ ー パ

イ フ ォ ー 工 法 の 住 宅 で 実 績 が 霊 ね ら れ て お り 、 今 後 の 発 展 を 期 待 し

fこし、 。

- 特長

(1)大幅に工期! の短縮がはかれる 。

〔…の島… )回→函今回今回今回今日。回

(在来……白 今回 今日 。回 今回

(2) アスフアルト コート の 吹き付けにより、複雑な納まり音11分 も 全 面

に 被 液 さ れ て 、 す ぐ れ た 防 水 効 果 が 期 待 で き る 。

(3) ア ス フ ア ル ト コ ー ト と の 良 好 な 付 箔 性 に よ り 、 ひ び 割 れ ・浮き ・

争IJれ な ど の 心 配 が 少 な い 。

(4) 下 地 材 の 胞 類 に 対 応 し て 、 す ぐ れ た 防 火 性 能 を 示 し 建 設 省 の 設 定

をう lナている 。

(5) デザイン性の高いスタ ッコ仕」ニがて、きる 。

(6) 認定施工工事庖を育成して、 u任 施 工 の 制 度 が 硲 立 し て い る 。

(7) 施 工 に 対 す る 保 証 制 度 ( 争IJ雌 ・漏 水 5 年 、 変 色 2 年 ) が明雄にう

ちだされている 。

. ハイウ オー ル L C工 法 の性 能

民腫明日 説 職 方 法 民 融 結 果

仕上げ別に必ける付帯力四最小値 最大値

付請力民融 姐研式般消力試験による 5  .  2  - 5  .  6  - 6.  0  kg( oo'  ( AL C基H 刺雌)

( 最小) ( 平均) ( 位式}

遊 水 以 験

JI S .A .69JOt . l 酷による
剖 時 間 後 温 水 量025: ( J I SA6910で は 州 間 後 温 水 )

( アスフアルト コート L c m的み) 48時間l龍一温水量0. 35 量が0. 5叫以下であれば合柏.

耐耐性鉱験

ｊｉｓＮｂ Ｎ ＷＷＵＲ ウｾザメタ試踊による
ｊ｜ｾ究なしＨＱ低調 Ｐ 時間 ｽ

(:陵外線カーボ ンアータ燈式耐候性以輯)

仕上げ別に必ける最小値最大値

選 槌 試 験 A S T M.C・3日 - 64試聴による 0. 40 - 0. ' 3 - 0. ' 8 ni  h mmHg/g  

( 駐小 ) ( 平均) ( 世)0)

水 密 拭 験

J IS. A. I4 I. 阻暗による なし (一 kg(耐)

{ 水官民聴すりフィス式}

風迎 ｾＶＹＮＳｭＨ 記 ｃ

( S - 350タイプ) 附向 = 4 mとする

10  

ハ イ ウ オ ー ル 株 式 会 社

本 社 ⑥ 541 大阪市東区平野町 4 丁目 4 番地( 堺卯ピ J レ5 F )  

大阪営業所 T  E  L  06 (202)  3651  (代表)

東京営業所

福岡営業所

T  E  L  03 (988)  2891- 2  

T  E  L  092 (441 )  1453  

. 工 法

工 法 の 分 類

下 地 {士 上

ハイウ n ール工法 特服槽遺用合阪

9 回厚. 5 プライ

( 法 問 的 脱 定 )

土惟盟l司等前27号

E Dス タ ロ タ イ プ )

相l風 タイプ

輔日地

硬質木片セノ J ト板 I!1- J2醐 栂副院色 8 色

( 雌 古告 示 即 割 問 2)

同組定. 防火第四0号

ハイヴ司ール L C工法 A  L C  厚 37聞 { 住宅用) S  - 3田

車 50皿 { '11低層別 ) スタ y コ1 ' - 耽寺町場合

厚l 国 師 ( 一般用} 構目地処理可能

A  L C  一般H. 厚各種 S  - 2凹 撮副院砂堕状

他 RC ‘ PC.  CB.  <; ，レタ Jレ S  - 250 凹凸慌織

石醐セノント舷 S  - 2回 配 目 砂2 状

ｓＭ 泊。小クレータ一平耽ｾ

H  - 3叩スティツプル惜帥

5- 350 スタ y コI}! 械

係機色 8 色

ｓｾ 耽ｦＮｴけ仕上 ｈ ｾ ローラー仕上

. ハ イ ウ オ ー ル L C工 法 ・構成材料

H  料 鴨 性

- 慣れた防水位、防輔性. シーラー. フィラー

的効用を有する血軒です.

アスフアルトコート ( L C JIl)

- 各岡下地材( コンクリート‘ モルタル、 A L C ‘  

20kg( 1F. 

金属. 告 IIi など} に慣れた付靖力がある.

下地盤理H

水性アス 7 7 ルトエマルショ

- 水分散系的エマルションのため市住はな〈作

片足入型愈軒

主性に慣れている .

- 従米両アスフ アルトの ように垂れたり. 流れ

た' ) することな〈引火、毘火的危険もありま

せん.

0 7 7 りルエマルション出脂を母体とした庄臨

しC - D  20kg( 袋 であり聖地色がな〈耐院佐. 苦珊位. 耐水性

アクリルエマルション弾性酎 酎アルカ' } 性にす 〈れている .

閥系喰科 - 適切な強伸度合 { i L 係性庄駆としてすぐれて

いる.

L C  - E  20kg( 袋

- 耐水性、酎アルカリ性. 耐植性、密晴性にす

アタリルエマルション晶' ) ; 付

ぐれている.

けタイル喰斜

Ｍ セメントを主材にＱｉｾ卯 ＱＱ Ｎ 添加剤Ｎ 増帖耐Ｎ

L C  - S  3Okg( 袋 さらに適正な ttl t lJ l成をむつ骨材をプレミ y

特肱セメ ント革厚付 ');I m タス L 合成樹脂エマルション柑求を配合した

仕 上 村

スタ y コ枚摩付付です.

- 他的措嗣型合直樹脂に指らない耐臨性を保持

L C - T  20kg( 袋 16kg( 袋 L. 特にアルカリ性向帯地に強〈宮崎性にす

アクリルエマルションｾＡつや <-11 ている .

適 JIl 

Y ーパイフ茸一工法

水 車 鉄 骨 住 宅

木造・世骨住宅

外装一般

車替

仕上げタイプ名

下地盤理

( ! t タイプ共通 )

S 一泊。{ 仕上げHI

H- 3曲( 仕上げ11)

S  - 25O( 中喰リ (1 )

5  - 3回

( 下上耽畠 村}

5  - 25 O( 仕上げ (1)

イi
'
l 喰科 - 水性エナノルとして町仕上材料に適している.

5  - 350(仕上げ( 1 )

- 上品な先制と l壷努な9食料抽拠を尭附する.

L C - L  23kg( 袋 - 耐水性、耐アルカリ性. 官靖性. 耐融性にす

アクリルエマルション 1/，砂盟 ぐ/t ている. S - 2曲( 仕上げ11)

状耽付材 - 適度な立体惑があるリ シン北欧HI I です.

L C - H L  23kg( :世

- 耐水性、耐アルカリ性. 官晴性、耐院性にす

アタ '1 ルエマルション 1/，砂噌

ぐれている.

S  - 2曲{ 仕上げ村 }

Ｍ 高祖感とボリ ューム感的 ある厚付 ｉ ，ｾ ン状耽
状厚付耽付村

付材です.

おわりに

この工法は開発されてから Ｕ 年以上になり、その ｪｾｬｦＺ Ｑ｝に数多くの突

紛を秘んでいる 。 なかでも宮城沖地良を経験して被害がないのはj ，1i:

重である 。 た だ ユ ー ザ ー と し て は 、 本 来 つ ぎ 自 の あ る 材 料 を 無 白 地

で仕上げることにはなお不安を感じる 。工 法 が 合 理 化 さ れ る 程 、 従

来 の 工 法 で は そ れ と 意 殺 さ れ て い な か った 性 能 上 の ゆ と り や 遊 び が

全 部 は だ か に さ れ る お そ れ が あ る 。 今 後 と も な お 、実 例 の 追 跡 調 査

を続けてほしい。

建 材委員/ 垣内健男 (安井ill 築設計事務所設計部専問部長)



[  く日本消防設備安全センター認定品〉

台〉く避難用すべり
P  A T  

l ホテル |マンション |

〈特長〉

1  . な ん の 操 作 も い り ま せ ん。

他の器具て•• U: 操作に時間がかかり、

またあわてて使用不能にする場合が多

々あります。

2  . 身体不自由者、子供、老人など

誰 で も 使 用 で き ま す。

他の探具では作動及び心理的に無理

です。

3  . 少 な い 時 間 に 大量 の 脱 出 が 出 来

ます。

待つ事はありません。次々と脱出で

きます。

4. 永 久 的 で 結 局 は 安 く つ き ま す。

他の若器具の様に一定年数で取り替え

れば高い物につきます。

5  . せ ま い ス ペ ー ス で 施 工 出 来 ま す。

3  m角あれは、充分です。

6  . 固 定 式 な の で い つ で も 設 置 場 所

が 頭 に 入 っ て お り ま す。

非常の際は思わぬ精神状態になるも

のですがこれなら安心。

7  . す べ り 台 で す。

誰でも乗れば自然、に降下出来ます。

K L - X型

. 建築基準法適合階段+ すべ り台

山陽建互株式会社

|老人ホーム|身体障害者施設 ||幼稚園 |
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広 島 市 中 区 西 川 口 町 5 番 2 号

東 京 都 中 央 区 日 本橋 2 - 10 ー 11 ( 織正 ピ ル )

名 古 屋 市 中 区 栄 4 丁 目 2 - 8  ( 小 浅 ビル)

大 阪 市 住 吉 区 長 居 3 丁 目 7 ー 14

福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 3 丁 目 19 - 23 

仙 台 市 本 町 2 丁 目 1 ー 10 ( 第 二 広 瀬 ビ ル)

高 松 市 通 町 5 ー 13

本 社

東 京 営 業 所

名 古 屋 営業 所

大 阪 営 業 所

福 岡 営 業 所

仙 台 事 務 所

高 松 事 務 所
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静かな環境を創るグラスウ♂ルシステム天井

スパンアコスティック

- グラスウールを基材とし、塩化ビニールフィルムで表面化粧被覆した吸音材です 。

幅広い用途

〔特長〕

・驚異的な吸音性

・顕著な断熱効果

・安心な防火材料

. 軽量でフレキシブル

・抜群の耐湿性

〔天井割付寸法〕

500%X  1500% 

750%X1500% 

1  OOO%X  1500% 

1000% X  1000% 

. 千葉大学体育館

- 松下電器ステレオ工場

. 川鉄阪神地区

体育館温水プール

. 金沢スイミングプール

- 安中第 2 中学校武道館

- 川崎競馬場

- 沼津ときわ保育園

等に御採用いただいております。

- 施工かはやく 、機能的なモジュールです。

株式会社

※ カタログ ・サンプルをご希望の方は下記まで 御連絡下さい 。

〈
云

大 阪 干 550 大阪市西区西本 町 1 - 5 - 3

扶桑ピ J レ T E L 532 - 5745- 9  

本 社 〒105 東京都港区新橋 5 - 8  - 9  

東奥ピル T E し436 - 2582( 直)

名古屋 〒460 名古屋市中区銀 2 - 2 0 - 2 0  

大 和 生 命 ビ ル T E し201- 3321- 5

東 京 興 業 貿 易 商

福 岡 干812 ｾ Ｎ冨岡市博多駅前 ＱＭＹＭＳ 富 山

ナ ショ ナルピル T E し431- 5072附

広 島 干730 広島市中区富士見町16 ー 17 札 幌

T E L 4 1 - 6 879 ・46- 4701

仙 台 干980 仙台市中央 1 - 6  - 30  宮城林産

ピJ レ T E L 22- 9515 ・9575

〒930 富山市八人町 8 ー 13 富 山総 幽輪

郵便局 ピJ レ T E L 4 1 - 4 7日1- 3

干 060 札幌市中央区南一条西 2 ー 10

交通公社ピル T E し221- 7271 - 3

12 



マイ・フォト

ヨーロッパを旅して

* ア テ ネ ~ ス ー ニ オ ン 岬 。 ( エ ー ゲ 海 )

中馬博良/1附長谷川工務庖技術本部設計監理部

今回Ｍ｛ｉｊＨｾ ，去の訪問国はや歴史と神話の国 砂、 コバル

トブルーの鮮. やかな海 ・空、そして明るい太陽が

ま. J ; しいギリシャて・ある 。

その首都アテネには、約2500年前ポリス ( 都市国

家) の中心となったアクロポリスの丘があり、ド

リス式の巨大な神殿「パj レテノン J .  rオデオン

音楽堂J .  rアゴラ跡J .  rゼウス神殿」等があ

る。その中でも白亜の大理石の壮麗なわりレテノ

ンJ が夜長に浮び上がっている姿を 、この目で見

れたことは、我が人生の最大の出来事である 。

ギリシャは大理石の街ともいわれ、一般の住宅に

も大いに使われていた。

読者の頁

エーゲ海を一望出来るスーニオ ン岬までの道路沿 ギリシャ アク ロポリスの丘

には、色々なファサードのリゾートホテルや白〈

l映える教会や家々がコバルトブルーの海に調和し

美しい風iif が今もなお鮮明に残っている 。

これにて我が海外初体験 、ヨーロ ッパを旅して砂

を終わります。拙い文章、写真でありましたが、

楽しく寄稿させて頂き誠にありがとうございまし

fこ。

省エネのワンポイント

といった産業椛迭の変化と、エネルギー多消費型

そ の 9 今 後 の エ ネ ル ギ ー の み と お し 産業を中心とする省エネルギーへの努力などから、 1・

田中建美/ 消水銀設側本社省エネルギーエンジユアリング都 議要全体に対するシェアは低下する 。運輸音11門に

ついては、輸送量のやjl ぴを輸送効率向上が布ti う結

私の職場は企画的な色彩が強い。企画とは先有の 来、シェアはやや低下気味となる 。一方わが民生

ことについて、目標と これに至る道筋を示すこと 部門は、ただ独り; 芯要拡大が予想される 。即ち、

のようだが、所詮やって見ないことにはわからな 家庭部門では 、省エネ意識の授透にもかかわらず、

い、と思い至 ったとき、短かく区切るコツを党え 生活水準の向上から需要が増加する 。業務部門に

る、方向修正っき多段ロケ ッ ト、と 言 うわけであ おいても、サービス産業の伸展に伴い、エネルギ 6  

る。 - 需要は地加する 。

この度発表された、、長期j エネルギー需給見通しの きて、石川! の需給は現在かなり緩和している 。こ

中間報告。は、 52年 、54年の瞥定見通しのあとを れはー述の国際的石油節減への努力が奏功したの

受けた釘¥3 段ロケ ッ トである 。 これだけ大きな予 に加え、石油のコストア ップに起因する世界経済 ‘  

iJli Iはやはり多段ロケ ッ トになるが、注目すべきは、 の停滞の結楽である 。 しかしこのように一時的に

今回から l断定の 2 字が消えたことと、従来の見通 緩和することがあ っても、石油の泌総は構造的に、

しをかなり下廻 った需要置が表明された点である 。 中長期的には必ず逼迫するものと考えられる 。今

これを見ると我が国のエネルギ - j 需要体質が、か 後とも省エネルギーは世の基調であり、建築の基

なり筋肉質に変 って来た印象を受ける 。現に昭和 調である 。

55年度には 3. 7 %の経済成長を遂げつつエネルギ この省エネルギーに| 却し、建築領域でも華やかに

ー総お要訟は前年度を下廻 っている 。度重なる石 革新的な技術が登場して良い頃だが、そうした決

Ilt( 危機への我が国の対応はまず適切であ ったと 言 め技はまだ見当らない。改めて 、建築の長い「史

えよう 。 にも拘らず、原点からの進歩の幅の狭さを思う 。

見通しを概観すると、まず産業部門では、京材産 では、ダピンチの再来まで、日常的な技術の練り

業のや1
1ぴ悩みと、これに替る加工品且立工業の急伸 あげにせいを出すか。

守ムのらくがきか募集

。テー7 は‘ ｲｾｊ＠ r:!l J  r扶J r冬」円四季をあらわすもので、

タイトルを適当におつけ〈ださい. またスケ γ チ場所などを育め

て 2∞字程度的コノ ン トをつけて下さい.

。サイス・は 150X 2∞ミリ程度的白紙に、できるだけ且1インキて世Fい

たものとします. ( ハガキ大でも廷しっかえありません.)

。掲載分には嵐定的槌科をさしあげます. 原則としてスケ y チ向原

情的返却はいたしませんが、返却希望的場合はその旨特記下さい.

0 氏名、住所、聡業、年齢を明記してGt J 日本建築協会編集部宛お送

' ) 下さい.

スーニオン リゾートホテル

長期エネルギー需給見通 し

(8召和57年 4 月21 日)
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建 築 と 社 会

二L

ニュースw- ぷ1をお送' ) < ださい.

飛 鳥 の 水 時 計

奈 良 県 明 日 香 村 水 落 遺 跡 の 調 査

木 下 正 史/ 奈良国立文化財研究所 ・

飛鳥藤原宮跡発f臨調査部

奈良国立文化財研究所は、昨年 9 月から 12月にか

けて、明日香村が行う史跡整備卒業に関連して、

飛鳥水落遺跡の発掘調査を実施した。調査の結果、

この遺跡が『日本書紀j 斎明 6 年 ( 660 ) の粂に

ある中大兄皇子( のちの天智天皇) がわが国に初

めて造ったとある漏哀IJ (水時計) の遺跡、である可

能性が高いことが判明したので、以下、簡単に調

査成果の概要を報告しておくことにしたい。

この遺跡は昭和47年に民家新築申請に伴なう事前

の発掘調査によって発見された遺跡である 。建物

遺構とこれをめぐる石組構が大変立派であること

から昭和51年には国の史跡に指定されている 。 こ

の1時の調査は諸般の事情から、ごく一部しか発掘

できなかったので、今回は未調査部分を発掘し、

建物の規模 ・構造を明らかにすることを目的とし

て笑施したのである 。

今回の調査によ って、礎石建物と掘立柱建物の二

棟の建物について、規模 ・構造をほぼ明らかにす

ることができた 。 まず、礎石建物は 4 間四方 ( 一

辺 10. 95 m、柱|問2. 74m等間 ) の正方形の平商で、

中央を除くすべてに柱を備える総柱状建物である

ことがわかった 。各々の礎石は基塩田下約 1 m に

あって、柱はその上面にあけた径40cmほどの円形

のくり込みに基音11を拘入し、その後、版築状に蹴

り上げた厚さ 1 mの基盤土によってしっかりと固

定する工法によ っていることが明らかにな った。

このような柱のたて方は飛鳥寺や楠寺のような飛

鳥時代の寺院の塔の心柱の立て方と共通した工法

であって、この建物がいかに堅固に作られていた

かがわかる 。さらに、各々の礎石の聞は自然石を

縦横に連結する、、地中梁工法。や、側柱の礎石の

外側に並べた石列によってし っかりと固定されて

いた 。このような建築工法は古代建築に他に例を

みない特異なものである 。建物の移動をきらう周

遺跡全景( 東より)

礎石と基礎地業 (西北隅、西北方より ) 黒漆塗木箱・台石と木樋( 西より)

としたものでないことがわか った。なお、基担は 木箱が置かれていた可能性もある 。台石の上面は

深さ約 1. 5 mの掘込地業によ って構築されていた 。 平滑に主主えられ、その中央部は深さ 4 cmほどにー

この掘込地業は後述の掘立柱建物をもとり込む広 段深くくり込まれており、木箱はこの中におさま

い範囲に及んでいたことも特記しておきたい。な る。箱の周囲は河原石を積んで保護しており、木

お、建物の柱はすべて抜き取られており、掘立柱 箱の深さは 1 m 以上とみることができる 。木箱の

建物ともども解体されたことを示している 。 底には厚さ 4 cmほどの微妙の堆殺が認められた 。

掘立柱建物は東西 8 倒 ( 22m) 、南北 2 問 ( 5. 8m) このことは後述する銅管によ ってくみ揚げられた

到な配慮‘ が窺えるのであ って、この建物が特殊な の東西棟であ って、石組講の南縁に沿 って建 って 水は最終的にはこの漆塗木箱に流入したことを示

用途のものであることを十ftililJ させる 。 いる 。桁行中央の 4 間分については、礎石建物と している 。 また、 i委主主木箱と台石の西南部には、

建物の周囲には 1 m大の花筒岩自然、石を敷きつめ 柱筋がよくそろっており、両者はー速の施設であ 西側に向 って、幅60cmのくり込みがあ って、箱内

た石組講を方形にめぐらして基壇を化粧している 。 る。 のfli 水は一挙に排水することができるようにな っ

構は底偲 1.8 mであ って、そこから約 17・の傾斜 次に、この建物群の機能を考える上で重要なこと ている 。

で、内外に自然石を敷きつめており、基盤下j去の は、建物と 一体に作られた水利用の諸施設の存在 その他の施設としては木樋や銅管がある 。木植は

一辺長は 22 .4 mほどである 。基飽の高さは石組構 である 。 泣存状態が惑いが、太い丸太材を U 字形にくり抜

外側IJ の旧地表面より 30cmほどの高きに復原できる 。 まず、建物の中央の地下約 1 mには、花筒岩- I ; 1J石 いた音11厚いっくりである 。基22外の来から建物内

石組講の底面は東南部に高〈、西北部へ次第に低 を台石にして、南北1. 65m、東西0. 85mの外寸を に向 って水を導〈木樋 ( 内径約20cm) は、前述の

くなり、その差は約40cmて世ある 。西北隅には水抜 もつ黒漆主主木箱が置かれている 。箱の巡存状態は 漆主主木箱の手前で直角に北に曲り、この接続部に

きの施設がつくられている 。織の底には多量の水 極めて悪〈、復原にはかなりの困難を伴なうが、 樋内を流れる水を調節するための7 ス状の施設が

が流れたり、あるいは滞留した状況を示す砂や粘 底には厚さ 13cmの音11厚い一枚板を使 っている 。箱 設けられている 。マスの上流 1. 8 mには、ラ y パ

土の1闘員はみられず、この構は流水や貯水を目的 内部の北寄りには、内法一辺が37cmの別の黒漆塗 状鋼管 ( 内径2. 3- 5cm) が木樋内に挿入されてい
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た。この鋼管は入側柱をったって、基壇上に及ん

でいたと思われ、マスを閉じて樋内に貯った水を

サイフォンの原理で建物内にくみ揚げるためのも

のである。余水はマスから漆塗木箱の北を迂回し

て北にのびる木樋によって、建物 ・基盤外へと排

水する。木樋の底には全体に 5 C mほどの厚きに粗

い砂が堆殺していた。

j奈塗木箱の排水口には導水用よりも太い木樋( 幅

0. 6m) が接続して、西方基極外へとのびており、

木箱からの排水をうけて建物の西に流すようにな

っている。このほかにも 、先述の導水用木樋の南

側にこれと併行して東西にのびる木樋がある。ま

た、漆塗木箱の西では、北へ急な勾自己てが下って基

凪外へとのびる細い銅管( 内径 0 .9 cm) も発見さ

れている 。銅管内には粘土がわずかにつまってお

り、水を北方へ導〈施設であったと考えられるが、

これらと前述の諸施設との具体的な関わりや、そ

の用途 ・性格については周辺地域の今後の発掘調

査の進展をまって検討したい 。

この遺構の年代については、基壇築成土や周辺の

石組講の底から 7 世紀中葉の土器が出土しており、

斎明朝の造営とみることができるのである。

以上のような黒漆塗木箱の存在、それを中心とし

た導水・排水の諸施設、さらに堅固な建物構造 ・

遺構の年代を総合的に判断した場合、この遺構は

斎明天皇 6 年 5 月に中大兄皇子が初めて造った漏

哀IJ 台の遺構と考えるのが最も妥当である。 中国の

唐・宋代の漏" t I J (水時計) については複数個の漆

主主木箱の水槽と細い鋼管を用いて、一定量の水の

したたりを硲保し、それによ って時を測る構造の

ものが知られている 。江戸時代の『暦法新st J な

どの文献記録にも同様の漏芸IJ が記述されていて、

今回検出のill 椛の特色と通ずる点の多いことが注

目される 。 また、時を知らせるための鐙鼓が置か

れ、さらには天文器機も併置されていたとすると、

とくに竪聞な建物の偽造も理解し易いのである 。

しかし、水時計をはじめ、昔1 f 械施設が実際にどの

W1 6.440 W1 6.420 

宍

u
m

曲

川

W

F

的

t屈 立 柱 建 物

1 0 m 

ような構造のものであ ったかについては、これか 飛鳥水落遺跡遺構図

ら検討を深めていかなければならないし、導水元 との関連も重要なのである 。ことに水落遺跡の来 術協47人を饗応したとある 。 この、、石上池。の場

や、小銅管の行先と機能など、まだまだ明らかで 北方5 0 mには石神遺跡があ って、ここからは明治 所は従来、天理市の石上 ( いそのかみ) に考える

ない点も多い。飛鳥の遺跡、は広〈、しかも複雑に 35年に噴水施設である「須弥山石」と「石人像J のが通説であるが、むしろ、この石神逃一跡付近と

重複し合っており、これだけの発掘ですべてに見 が掘り出されていることが注目される 。石神遺跡 するのが至当と思われる 。石神泣跡、で発見された

当をつけようとすること自体が無理なのである 。 については水溶泣跡と併行して発掘調査を行った 「須弥 山石」は斎明 6 年に造られた ワ頁弥 山。に

ことにこの地は飛鳥寺の西で、西に甘橿丘を見上 のであるが、石造物出土地を囲むよ うに水落遺跡 あたる可能性も強いのである 。水落遺跡と石神逃

げる飛鳥川右岸の川辺に位置しており、 『日本t!} と同時期の立派な石組百年が設けられていることが 跡との聞には非常に密接な 11.¥1わりが想定されるの

紀j に散見するや飛鳥寺西の槻樹。の広場、ある わかった 。 ｲ 日本ｾ・紀 ｪ の斎明 Ｖ 年 Ｕ 月条、すな であ って、水務泣跡の性格をより具体的に明らか

いはホ飛鳥川辺。の広場の中の西北部にあたると わち先述の漏刻の記事と同じ月の粂にはい石上池H にする上て¥石神泣跡をはじめ周辺地域の発11ft!謝

みられるのであって、この広場の 中の他の諸施設 のほとりに ｬ 靭塔のごとく高い ｜｜ ｾ ｔｉ 弥山砂を造り、 査の進展に寄せられる期待は大きい 。

大 阪 府 建 築 士 会30周 年

記 念 式 典 ・ 祝 賀 会

去る 5 月18 日、大間図において、標記記念式典と

祝賀会が盛大に挙行された 。式典では、 30年の歩

みのスライド、建設大臣( 代理) 、大阪府知事、大

阪市長 (代理) 、士会連合会会長、事務所協会会長

の祝辞にひきつづいて、知事表彰( 6 名) 、知事感

謝状( 9 名) 、名誉会貝称号( 4 名) 、永年功労者、

会場にて、約 266 名の参会者を得て、三番そう、 面より眺めた「建築相談j 等の実情より大阪を中

鋭開きのあと宴に移り和気あいあいのうちに終宴 心とした、建築行為に伴う、いわゆる「生活環境」

した 。なお、 30周年を記念して、 I30年のあゆみ」、 等に関する粉争の一宮11について作成したのが本岱

「すまいの手入れ100のチェ y クポイント」、「家を である。

主主てる人のための 100 のチェ γ クポイント J 、「大 (概要)

阪の建築ガイドブ ックJ が刊行された 。 一、建築に j羽する規制のあゆみとその概要

，. ._- --- --- 二、建築に関する生活環境紛争の一般的分類

ホ 建 築 紛 争 を め ぐ る 分 析 の 記 録 。 発 刊

三、建築に際しての生活環境紛争問題の整理

( 川嶋昌保著)

著者は、以前大阪市にて建築指導の業務にたずさ

頒布価佑 1300円. A  5 版、 164 J (

肱 売 所 主E築行政協会大阪市支部{ 淀盛崎町訴庁舎内) 06- 208- 9281  

ＱｾＱ 合先 干 ＵＴＵ ) < 阪市阿倍野区阪南町1- 22- 25

永年勤続者の表彰が行なわれた 。式典終了後、宴 わってきたが、今回過去数10年間における、行政 06- 621- 5344 川略日保氏
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レポート

神戸市立中央市民病院手術部見学記

松 村 孝 治

神戸市立中央市民病院の学会賞 受11・が決定して防I C  U ・C C  U ) から病棟、さらに物品集中管理部、

もない 4 月24日土曜日の午後、 吉栖正之同病院国I j

院長の御厚意により行われた、手術部を中心とし

た見学会に参加する機会を得ました 。

この見学会には、「建築と社会J3 月号「医療絡設

一地域医療と設備計画J 特集 を企画された特別編

集幹事の有志及び、池田研究室 (京都工芸繊維大

救急部へと吉緬副院長のディテールに至るまでの

説明をいただきながら行われました 。

手術部門では、手術作業の効率化をはかるため、

機器類を可能な限り天吊りとした 7 m X 7 mの手

術室、クリーンサプライゾーン ・スタッフルーム

の充実、清潔 ・不潔の分離が非常によくできてい

学) のスタ ッフの方々が参加され、見学 ・座談会 ることが、目をひきました 。1 C  U では、設備コア

の形式で行われました。会は、吉栖副院長の概要 ーを剥lに 6角形に張り出したベ ッ ド配置に、いわ

説明から始まり、これに対して出席者が質疑を行 ゆる 1 C  U病への予防も含まれている司王を知り、

う形で進み、その後 4 階の手術昔11を中心とした見 感心するばかりでした。病棟苦11は、オープンカウ

学となりました 。吉楢冨IJ 院長の説明は、非常に歯 ンタ ーシステムが現実にどんな形で運営されてい

切れの良い口調で、私のような若い者にも解り易 るかが非常に興味あるところでした 。病練にはい

〈、また 14年前から、 この 病 院 を 構想 して こ ら

れただけあって、病院建築にも非常に造諸の深い

ことがうかがえました 。詳細は、「建築と社会J 3  

月号で吉栖氏による「医療面より期待する基幹病

院の建築計画」に充分書き尽きれていますので、

ここでは省間各します。

ただどうしても触れておきたいのは、この病院の

成長と変化に対する考え方です。今 まで、または

現在でも病院建築の常識とされているオープ ンエ

ンドの考え方に対して 、こ の病院では、徹送シス

テムの開発によ って、 必要となれば物 ( 人に対し

ての意味) を扱う部門を別棟として追い出し空い

た部分を対忠者スペースまたは、院内での移動時

った瞬間、忠者の全てが、見渡せる状況は、見慣

れていない為か、具様な感じを受けました。病室

といえども、いわゆる治療の場であるとの立場に

立つか、または、治療の場であり、かつ生活の場で

もあるとの立場に立っかを、その病院の持つ役 ;IIIJ 、

忠者の重症j交をふまえた上で考える必要があると

感じさせられました 。病室のベ ッ ド回りの設備は

ユニ ッ トになっていて、カーテンの引き込みスペ

ースに至るまで非常によく考えられています。ナ

ースカウンター内部も、各位の作業を充分に考慮

したプランニングになっています。病棟l立、各科

の泌合となっていて、循環恭系、呼吸器系といっ

た分頬で構成されています。初めて見ましたが、

忠者にと っては 、安心でレきる 体制lであろうと思わ

手術室

I C U  

写真提供地図研究室 オープン カウ ンター

( 京都工芸織維大学)

ならないというのが見学後感です。

余談になりますが、見学会に参加された辻野純

徳氏に「この病院は 、関西プラン ・関東プランの

どちらでしょうかJ とたずねますと、即座に「関

東プランでしょう J とのことでした 。関東プラン

は、理論通りに Ｑｾｊ り切ったプランで 、関 西プランr: ¥J に制約のあるスペースに当てようという考え方

を採用。ということは、吉栖副院長の言楽によれば、

物理11的な商で診療に制限を力nえないスペースを確

保した上で、可能な限りコンパクトな建物となり

得たということでしょう 。病棟苦11のオープ ンカウ

ンターシステム とともに、この成長と変化に対す

る考え方は、神戸方式とでも名付け られて、今後、

常に比較対象として論じられると恩われ、 どのよ

うに変化していくか見続けていきたいものです。

見学は、手術部門をはじめとして、集中治療部 ( 1  

れます。( 笑は、 凡さま2の10 日ili l にnl 協の手術を受 は、 Ｇ Ｎ Ｚｩ ｾＧ に理論で割 ｬ り切れていない部分が残 ってい

け、前々日に退院してきたばかりでしたので、 忠 るのが特徴のようです。

者の立場はよく理解できるのです )。 病院において、 見学を終えて 、市 ・病院 ・設計担当者が、この病

一 一関 西 の 昭 和 生 ま れ の 建 築 家 紹 介 頁一 一

主役は，1&¥、者であるといいつづけられて久しいので

すが、変化する部分と変化しない部分と同様、忠

者中心部門と医療者中心部門とをも っと明確に分

類していく必要があるのではないかと思います。

患者中心部門が病院の中に果しであるのかという

問いかけと合わせて、この点を深〈々えなければ

特別企画「設計者のプロフィール」シリーズ

8 月号よりスタート

本誌57年 8 月号より特別j 企画「設計者のプロフィ ます。同時に登場される建築家の代表的作品、略

ールj シリーズが、ス タートします。 この1' 1は、 ! l I などもぬ ;1主します。

関西を中心に活E揺されている昭和生まれの設計者 登場予定の建築家

の中から 、ユニークな設計思想をもち、これから 山崎 泰孝( アズインスチチュート)

の関西建築界の伎とな る建築家を毎号一人選び、 太田 隆信 ( 坂倉建築研究所)

本会編集委員のインタビューによりスポ y トをあ 水 谷 頴 介 ( 水谷研究室 )

てるものです。設計思想、建築界の諸問題、今後 狩 野 忠 正 (竹中工務庖 )

の展望、苦心談から題味にいたるまで、興味をも 遠 藤 岡IJ 生 ( 遠藤岡1J 生建築設計事務所)

って読んでいただける内容にしたいと考えており 出江 究 ( 出江究建築事務所 )

16 

院を. f i ' l i 恕し、さらに基本計画 ・実施設計へと進む

中で、 注ぎ込んだエネルギーを思うと、被じささ

え感じられました 。最後に多忙の中、時間1を害1J い

て、終始熱心に説明してくださいました吉栖冨1J 院

長に感謝の怠を表します。

(J t [ 畑建築事務所)

渡辺 虫干日 ( 波辺豊和建築工房 )

三 輪 泰 司 ( 地域計画建築研究所)

土)JE 耕 一 ( 束畑建築事務所)

中川 洋一( 安井建築設計事務所)

小角 ，/ ( 日建設計)

回中 弘成( 大林組) (順不同 ・jj){ 称略 )

( このほか、関西で活躍されている建築家

をつぎつぎと登場予定しております。)

インタピュアー・本企画幹事

1J U藤 カ (京都工芸繊維大学)

高回 茂( 安井建築設計事務所)

下 前 裕 一 ( 来畑建築事務所)

柏木 浩一 (竹中工務広 ) (順不同 ・敬称略)



- 工場、倉庫の鉄板屋根裏に

- カーテンウオールの内壁に

・ダクト、タ ンク 、ノぞイプに

・近代建築・プレハプの内装

・浴室、調理室の天井側FF に

・テレビ無人仲継所、発電所

など・重・弱電に

・その他あらゆる結露場所に

うすい塗膜 (0. 8- 2 .0 ミリ )

の塗布引防露剤セキユレー

トは工期の短縮、簡単かっ

経済的に皆様の問題を解決

しています。

エ ヤ レ ス ス プ レ ー に よ る 屋 根 裏 折 板 吹 き 付 け 京 都 信 用 金 庫 ・ 北 山 支 庖

カ タ ロ グ 進 呈 申 し 出 で 下 さ い

製 造 発 売 元 茶 谷 産 業 株 式 会 社

セキユレー卜事業部

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 - 55( 三和ビル) (〒541) T  E  L 大阪 (06) 203一5331

東 京 都 台 東 区 西 浅 草 l 一 1 - 9  (干111) T  E  L 東京 (03) 844- 6171刊
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- 写真と概要をどしどしお送り下さい。

凡例 a 所在地 b  敷地面徽 c  建築菌作( d  延床面積 e  . 機造規模 工Jt/I g  耳元寄駅

1603 高 度 消 防 技 術 訓 練 施 設

設 計 : 大阪市建築局営鎗部・東畑建築事務所

施 工 : 伊 部 組

a. 東大阪市三島 188

b .  41. 276 .  11m'  

c .  332 .10m'  

d.  1.177. 10m'  

e . R C . B 1. 3 F  

I  昭和56年 3 月~昭和57年 2 月

g  国鉄片町線鴻池新田駅

1606 光 陽 養 護 学 校

設計: 大阪市建築局営鎗部・日本総合建築事務所

施工 : 栗山工務庖

a . 大阪市旭区新森 6 町 8 - 21 

b.  13，711 .90m'  

C .  4，350. 50m'  

d.  5，804 . 12m'  

e.  S 、 R C 、平屋、 2 F  

f  昭和55年 3 月~昭和56年10月

g  京阪111鉄傑小路駅又は "i パス1I ! l J 4! 中学校i i 1J

1609 鯨 江 幼 稚 園

18 

設 計 : 大 阪 市 建 築 局 営繕 部 ・ 都 市 設計

施 工 : 天 馬 工 務 底

a  城東区今福西 3 丁目 7 - 17 

b.  1，881. 87m'  

c .  720. 80m'  

d.  1，311. 10m'  

e.  R  C 、 2 F  

f  昭和56年 3 月ー昭和56年 12月

g  市バス抗日生町 4 丁目

1604 大 阪 市 立 工 業 研 究 所

設 計 . 大 阪 市 建 築 局 営 繕 部 ・ 双 星 設 計

施 工 ・熊 谷 組

a  大阪市城東区森之宮 1 丁目 6 番50号

b .  1l， 523 .69m'  

c .  4. 168 .65m'  

d .  14 ，017 .66m'  

e.  R  C (  S ) 、 B 1 、 6 F 他

r . 昭和55年 4 月ー昭和57年 2 月

g  地下鉄中央線又は国鉄大阪環状線威的自駅

1607 東 商 業 、 新 船 場 高 等 学 校

設計 : 大 阪 市 建 築 局 営 繕 部 ・ 昭 和 設 計

施 工 : 清 水 建 段

a. 大阪市東区南久太郎町 1 丁目 32

b.  5，719. 8101'  

c .  1，935. 52m'  

d.  13，024. 2601'  

e.  S  R  C 、 B 1 、 8 F  

r . 11自初55年 9 月~日目初57年 3 月

g  地下鉄堺筋本町駅

1610 幼児教育センター並びに靭幼稚園

設計 : 大阪市建築局営鎗部・小河建築段計事務所

施 工 : 大 幸 近 畿 建 設 共 同 企 業 体

a. 大阪市西区土佐織 3 丁目 3 番 6 号

b .  2，078. 7 01'  

c .  808 .76m'  

d .  2. 137. 61m'  

e.  R  C 、 3 F 、 P 1  

r. 昭和56年 3 月ー昭和57年 3 月

g  地下鉄凶ツ続線本町駅

1605 鶴 見 緑 地 休 憩 所

設 計 : 大 阪 市 建 築 局 営 鎗 部 ・ 類 設 計 室

施 工 : 大新工務盾

a  大阪市鶴見区茨阻浜町鶴見緑地内

b.  1，041  ，000m'  

C  .  47 .85m'  

d.  47. 85m'  

e.  S 、 1 F  

f  昭和56年 11月~昭和57年 3 月

g  市バス西諸口

1608 宮 原 小 学 校

設 計 大 阪 市 建 築 局 営 絡 部 ・昭和 設 計

施 工 : 高 松 組

a  大阪市淀川区三国本町 1 丁目 16

b.  6，908. 7601'  

C .  1，929 . 80m'  

d .  6，016. 02m'  

e.  R  C 、 4 F  

r  .  II I'l.f D56年 6 月~昭和57年 3 月

g  悶鉄新大阪駅

1611 信太山青少年野外活動センター、少年自然の家

設 計 大 阪市建 築 局 営 繕 部 ・昭和設 計

施工 : 松田共栄建設共同企業体

a. 大阪市天王寺区小栃町 2 番地13

b.  20，217. 13m'  

C .  1，961. 95m'  

d .  2，705. 7301'  

e.  R C 、 2 F  

r  .  1I!:l.:f U56年 3 月~昭和57年 3 月

g.  llij 欽阪初級相泉!(.f 中駅



高 欄 嘆 と 機 能 性 を 凱 芯

いま新しいシ; テムキッチンの世界。

SYSTEM附TCHEN

東 陶 機 器 株 式 会 社

大 阪 支 社 〒530 大阪市北区曽 恨崎 2 - 3 一 7 悔新第一 生命ビル 東館

T E L  06 - 3 6 5 - 0 5 0 4  

ショールーム 営業時間 月~土 9 : 30- 17  :  30 休 館 日 日時 ・祭 日

• 

ミラノフ' ラ ック
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自然発生的建築をめぐって 一一25一 一

型 と 形 式 そ の 4

ディアパガの円陣型住居

図 - 1 、写真一 1 は、直径 3 メートル前後の小屋が、円周上に沿っ

て円陣を組み、小屋どうしが手をつなぐように塀を共有して、全体

としての住まいをかたちづくっている。プランを見れば明らかなよ

うに、建築の設計をする最初の段階で、空間構成のダイヤクラムを

かいたスケッチが、そのまま出来あがってしまったというぐらいに

直栽な構造をもっている。これはニジエールからオートボルタの国

境を越えて幹線道路を横にそれ、自然国立公園を 1 日がかりで悪戦

苦闘の末にようやく抜け切ったところで採取した資料であるが、こ

の附近一帯の村はみんな円陣を組んで、いるために、外来者にとって

は一見排他的な雰囲気を感じさせ、多少近づきがたいよそよそしさ

さえただよわせていた。こんなときでも必ず助け一舟になってくれる

のが、快活な子供たちの好奇心て¥よそものの姿に最初はおどおど

していてもすぐに慣れて、たちまちのうちに率のまわりをとりまい

て来てくれる 。私の訪れたころは、収穫期もすぎて新たな土壌づく

りのためか、いたるところで乾燥しつくしてハネ上がったような草

むらに火をつけている光景に出会ったものだ。

言葉が通じないために、この住まいの構成人貝を正確に聞き出すこ

とは出来なかったが、どうやら第 l 夫人から 2 - 3 人の夫人がいて、

第一夫人が正妻として力を持ち、一番奥まったところに住んでいる

こと、何人かの兄弟があとの小屋を使っていること、そして子供達

が大きくなって来てスペースがなくなって来たために、中央に仮小

屋をひとつ作って、せまくなってきた住居を工夫していることなど

をようやく知ることが出来た。この円陣の出入口に一番近いところ

には、半分壊れかかったように家畜のスペースがとられており、夜

は肉食小動物を締めだすために門を締めるらしい。

この住まいを見て最初に気になったのは増築のことである 。単純 l明

解な円陣のみごときと、その完結性は、家族の地買など内部的な変

化に対応しにくいはずだし、事実中央にはスペースが足りなくなっ

たために小屋がつくられていた 。これ以上増築していっては、円陣

を組んでいるメリ ッ トも、次々にそこなわれるはずだ。これはあと

でわかったことなのだが、このタイプの住居において、円陣の中心

にあたる中央部分は、本来火を中心として露宴な意味をも って いる

らしく、その点では 中央部分に増築をするとい うことは、住居構成

において重大な逃反を犯していることになる 。円| 箪を組むことの存

在理由を失うからである 。 ところが、ざっと見わたしてみてもこの

円陣に崩壊の徴候は全〈認め られなかった。直径の大小はあ っても

このタイプからはずれて、小屋が単独に建っている姿はひとつも目

にすることはなか ったからだ。あったとしてもそれは、少し高床式

にした穀物倉であり、村人の構成員はすべて同じ住居形式を共有し

ているらしい 。彼らが結婚によって分家していくとき、最初からこ

のような円陣型をもっているとも思えず、あるいは最終の円陣形態

を予想しながら、小屋の数を増やしていくのかも知れないのである

が、これだけの規桜を持つためには、いわゆる核家族といったよう

な家族形態をとるかぎり、不可能 ・不必要なものである 。そのあた

りの事情を考えてみると、実情は限度い っぱいまで同居のような住

まい方をしていて、ころを見はからって 2 也ー常に分割されていくの

ではないかと考えられる 。

さてこの住まいは、だれが見ても明らかな中心を持つ同心円的な構

成を 、住居の構成原理としているのがわかる 。残念ながらこの実例

以外の調査資料をとることが出来ず多くを語ることは出来ないので

あるが、この同心円構造を見て、レヴィ ・ストロースの「構造人類

学」第 11章、 「双分組織は実在するか j を思い浮かべる人はいない
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本多友常

(附竹中工務庖大阪本庖設計苦11設計諜)

であろうか。私はここで双分制について触れようとしているのでは

ない。注目しておきたいのは、ある村びとにとっては村の構成が同

心円的になっているという観点から把えられるのに対して、ある場

合には円の直径を介して二分されていると把えられるという不一致

に菊目している点である 。つまり同じひとつの状態に対して、全〈

異なる視点からの認識が同時に存在して、しかも成立しているのだ。

たとえば、同心円的形式が与えられたとき、ある人はこれを、カが

中央に集中する、中央集権的な支配の構造であ ると見ることが出来

るのに対して、ある人にとってはこれを、周辺に等距離な平等の構

造であるとすることも可能なのである 。あるいはこれをもって集団

の団結のシンボルであると見なすことも出来れば、個性を奪う拘束

のシンボルとみる人もあるかも知れない。一般的には前者の見かた

が支配の側の視点であり、後者は被支配の側の視点になりやすいと

いうことになるのだろうが、要するにひとつの事象に対して、さまさ

まな納得のしかたが同時存在しているのである 。何故こ のようなこ

とを持ち出しているかというと、私にと って、円陣型のダイヤグラ

ムみたいな住まいに、村人が例外なく住んでいるという事実がとて

つもなく不思議なことに思えたからに他ならない。 何故こ の周辺の

人達は円陣を組んでいるのだろっか。音11族の違いに帰してしまうの

はいかにも簡単なことであるが、必ずしも融通性のきかない形式は、

不便なことも多いのではないだろうかというのが第一の疑問であっ

た。 しかしこの点に関して自分の生活を振り返って見れば、住まい

は人の必要に応じて自由に伸び締みしているのではなく、結構与え

られたスペースの 中で工夫したり、がまんして対応しているのであ

り、プランをことさらに増殖性のない不自由なものであると決めつ

けてしまうのはあまりにも早計なことなのであろう 。おそらくディ

アパカの円陣プランにも生活者以外には思いもよらないような矛盾

が発生しては吸収されてきているのであろう 。昔は防衛上有効であ

ったとしても、今ではその必要性はうすれてきているに違いない。

家族制度にも徐徐に変化の波が訪れて、若者たちは 外に出たがり始

めているかも知れない。 また車が通るようにな って機械化の放はあ

っというまに広が っていくのであろっ 。屋恨の材料はすでに都心部

では被型鉄板にかわ って いこうとしている 。それらの新しい波が押

し寄せるたびに、住居の基本型としての円陣は、ゆさ ぶら れていく

に違いない。事実私のような旅行者が訪れること自体、一種の文化

侵略を犯している可能性は十二分にあることであり、そのこと自体

は深い反省をも って望まなくてはならないことなのであるが、とも

かくも多くの社会秩序に変化を受けつつも、なお依然として昔なが

らの型を守り続けようとする根底には、円陣という型に対するした

たかなまでの抱擁力を、人々はそれぞれの立場から意味つ'けし続け

ているということが言え るのであろう 。同陣としての型はそのたび

に試練を受けながら、新たに発生して来る矛盾を l吸収し交通整理を

しながら秩序を回復している 。あるいは、その型自身は進化したり

退化したりする物質的なも ので はないのであるから、可能な限りの

矛盾の同時存在を許しながら最後のカタストロフィーまで持ちこた

えて、一気に別の形式にと ってかわらざるを得ない宿命を任 ってい

るのかも知れない 。しかし 、け 「材料lの無意識的な活動と 言う ものが、

ある内容に形式を与えるも のであ るならば、そしてこの形式が根本

的には一一言語にあらわれる象徴機能の研究がは っきりと示してい

るように一一一古代的、近代的、また未聞、文明の如何を問わず、す

べての精神に同ーのものであるならば、 J この円陣の片隣は最後ま

で基本的な原型として生きつづけると考えてもさしっかえはなさそ

うである 。心情的にはこ のタイプの住宅が消え去 っていく H寺代には



ならないてもらいたいものだと思う 。

外壁装飾のー形式

アイディウの村をはじめとして、タクク、ビルニ ・コンニ、ディア

パガの村々を数少ない実例としてみてきたわけであるが、予備知識

もなく遇然に出合った小村にも、一歩踏みこんで観察をくわえてい

くと、普通にはあまり意識することもないだろうと思われるような、

ある型のようなものがおぼろげながらにも浮かんで来て、意外なほ

どに根の深い強制力として働いているらしいことがわかる 。 しかし

厳密に言うならばもしこのような 型があ ったとしても、建築として

具体的な姿をもつまでには無数の可能性があるわけであり、たとえ

同じ原員IJ にもとずいて肉付けされたとしても、海をひとつわたれば、

はかり知れない差異とな ってあらわれるようなことは、いつでも経

験している事柄でもある 。つまり、原則が確認されるだけでは、地

域性や伝統的集落というような統一性が保証されるとは限らない 。

また、だからとい ってそのような秩序を律するカが、人々の晴好み砂

の傾向として片付けてしまうならば、私たちはそこから先の理解に

みずからの道を ふ さいでしまうことにしかな らないだろう 。

では、ある原則が、どのようなあり方で物質化されるのかが問題に

なってくるが、ここに形式のも っている拘束性が水先案内人とな っ

て くれそうだ。人々はある形式を受け入れたときに ( これは文化的

継承として、生まれたときか らすでに組み込まれた世界ではあるが。)

。。ο

.‘ 

. 9 

l 長崎

2  !ll 母

3 主人向兄弟'

4 夫人+ 千供

5  (-供

6 とリ小屋

7 外部の炉

' - - - ' 一一L____j M 8 ヤギ

0 2  ， 6山

図ー 1 ディ アパガの円陣型住居 行程図 B - 15  

すでに拘束を受けており、それを意識したとしても、そこからの脱

却があまり大きな意味を持たない限り、普ながらのやり方を変える

必要もない。そこでい ったん受け入れられた原則は、単純に基本型

を示すだけでなく、想像以上の影響力をもって形の細部にまで、一

貫した影響を及ぼすことになる 。

たとえば写真一 2 の例を見てみることにしよう 。このパターンは明

らかにイスラムの影響を受けたものであり、モスクの内壁や回教圏

の民芸品などにはよく見られる、幾何学的な模様の〈り返しが、壁

の外装として使われている 。これはスペインのセゴビアでとったも

のであるが、昔の城壁に固まれた旧市街の小路を 10分ほど歩きまわ

るだけで、いたるところに見ることが出来る 。あるものは石積の白

地を多少装飾化したものから、プラスターに丁寧な細工をほどこし

たものまであり、この街をい{ ぶんエキゾチ ックな表情にっくりあ

げている 。こri らのパターンにいくらかの特別な意味が込められて

いるかどうか知りたいところであるが、ここでは壁面に装飾ノマター

ンをほどこすということが、ひとつの原則となっているようだった 。

もちろんそのパターンの選択は個人差によってバラエティがあるの

だが、壁にくり返し パ ターンを使 って化粧をするという形式が、昔

ながらの中庭のある建物を律しており、人々の好みは、すでに硲立

された形式のなかで安定した秩序を見せているのである 。

参Jj -文献 1)  r構造人級学J p  26 :7 ロード Eシヴ イ スト ロー ス みすず住房

重量苧警奪三: シ駿I 主 義 (

和 j i : : 1:曹1 1 - |

ｬ ｲￆｾ＠Ｑ 関ｾ惣Ａ［ 4 1 3  卓宗I
写真 一 2 セゴピアでみられる外壁のパ ター ン 仔程図 A - B
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ト用細骨材の品質実態調査結果

日本建築総合試験所だより

コンクリ

財団法人

4  . 試 験 結 果

試験結果のうち、山砂の洗い娯失量および粘土塊量、海砂の洗い

損失量、粘土塊量ならびに塩分量の測定結果の分布を 図ー 1 に示し

た。その他、結果の詳細については、当所の機関紙 i G  B  R  C  J  26 

号をご覧頂きたい。

5  .  あとカずき

今回の抜取試験は、京阪神地区で使用 されているコンクリート用

細骨材の実態を把握するための第 l 回の調査として実施したもので

ある。調査の対象となった生コン工場は任意に選定されたものであ

り、採取された試料は必ずしも京阪神地区内で用いられている納骨

材を代表するものとは 言えないが本調査の結果から同地区内で用い

られているコンクリート用細骨材の品質の実態の一端を知ることが

できたと考える。今後、定期的にこの種の調査を実施していくこと

によって、より正確な笑態がつかめてくるものと思う 。

なお、京阪神地区に於ける最近の細骨材の品質の実態を把握する

上で参考になると恩われるので、本調査( 抜取試験 ) 結果とほぼ同時

期に実施された側日本建築総合試験所の受託試験結果、及び京阪神

地区の38- 58の生コン工場の自主管理試験結果との平均値の比較を

図 - 2 に示す。これによると、京阪神地区では比較的問題になり易い

山砂の洗い損失畳、粘土塊益および海砂の粘土塊量、土星分量につい

ては各試験結果の値相互間に差異が見られるが山砂の洗い損失品を

除く 他の値は、 ] AS S 5 の I 級の規定にいずれも適合している 。 しか

し、これらはあくまで平均値による結果であり、その点、留意が必

要であろう 。なお、海砂の猛分hl については抜取試験および受託試

験ともに低い値を示しているが生コン工場の自主管理試験の結果は、

] AS S  5  1 級の規定値 ( 0. 04%以ア) を僅かに下廻った値 ( 0. 01l 

%) である。この点については、今後この種の調査を定期的に実施す

ることによ って、実態をより正械に把援して行きたいと考えている。

最後に、各生コン工場の自主管理試験の資料は大阪 ・兵庫生コン

工業組合から提供していただいた 。 ここに感謝の怠を表します。

1  .  まえカマき

近年、コンクリート用天然骨材は環境保全のための採取規制の影

響で年々品質が悪く なり、地域によ って良質の骨材を入手すること

が困難になってきている。現在、我が固では天然産の砂、砂利をは

じめ砕石 、高炉スラグ骨材および軽量骨材等、多種の骨材が用いら

れているが京阪神地区においては粗骨材には砕石、 -細骨材には海砂

と山砂の使用がその大半を占めている 。

そこで、現在、京阪神地区のコ ンクリート用骨材として、もちいら

れているものの中から細骨材の品質を調査するためにこの地区で任

意に選定した38の生 コン工場の骨材スト ックヤードまたは工場内に

おけるベルトコンベアーから日本建築学会近畿支部材料施工部会の

メンバーが昭和56年 6 月から同年 7 月にかけて採取した試料につい

て、( 財) 日本建築総合試験所が品質試験( 以下、抜取試験と呼ぶ) を

実施したのでここに報告する。

2  . 試 料

抜取試験のために採取された試料は山砂29試料、海砂、36試料でそ

れぞれ約30kgが搬入された 。産地別にみると山砂については城陽産

24試料、枚方産 3 試料、垂水産、木津産各 1 試料であり、海砂につ

いては室木産13試料、日比産 7 試料、豊島産 4 試料、本島産 3 試料、

徳島沖産、大槌島産各 2 試料、児島産、竪場海域産各 l 試料、その

ほか瀬戸内海域産 3 試料となっている 。

3  . 試 験 項 目 お よ び 試 験 方 法

試験項目および試験方法を次に示す。

(1)  ふるい分け試験一 ........ ] IS A  1102による。

(2) 洗い試験… ………・……・ ] IS A  1103による 。

(3) 単位容積重量試験 … … … ] IS A  1104によ る。

(4) 有機不純物試験一 ぃ・・・一. ] IS A  1105による 。

(5) 比重およびl汲水率試験… . . ]l S  A  1109による 。

(6) 粘土塊註試験… … … … ・… . ] IS  A  1137による。

(7) 塩 分 試 験 … ... … … … ー ]A S S 5T - 202による 。
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快適な生活環境づくりにとりくむ

古河電工の自信作

黒のソーラー

- 第一勧銀本底超高層ビル用ソーラー

- 古河ソーラーコレクターは

集熱板の心臓部である表面は、“ 選択吸収膜' と呼ばれる処

理がなされ、太陽光吸収率αが大きく、熱放射率ε の小さい吸

収函となっていますL

選択吸収面には酸化鋼、着色ステンレス、ブラック ・ニツケl ム

ブラッククロムなどがありますか〈この中でブラック ・クロムは

最も特性が良く、特に安定性が優れていることで世界的に定

評がありますL

古河ソーラーコレクターの選択吸収面は、このブラック ・クロム

処理を日本で初めて工業的に行なったものであり、 σ は0. 92-

0. 96、ε は0. 08- 0. 11の特性をもちますユ

. F" M ' 14) 1  

、
、

快 適 床 暖 房

Ｎ ｾｍ Ｍ ＱＴ Ｑｊ＠

. F" M '1 424 

Ｍ 、 ＮｾＮＮＮ＼入、

. F" M- I US  

古河ソーラーフヌ7 b 且血盟国 :t: J . J巳ード

- サンサニー ( パネル式電気床暖房)

・エコノヒー ト( ケーブル埋設式電気床暖房 )

・ユカダン( 温水パ ネル式床暖房)

・キュアレックス( 架橋高密度ポリエチレンパイプ)

・MI ケーフ'ルヒーテイング(ノマイプ・タンクヒーテイング)

・インフラミ ック( 遼赤外線語射ヒーター )

・タ'ンルーフシルバー ( 断熱材)

・フォームエース( 発泡ポリエチレン)

・光フ ァイパー

- パ イプカバー( 発泡ポリエチレン)

・古河温泉用ノ マイプ

・サーモインチューブ( 被覆銅管 )

・太陽熱コレクター( ソーラシステム )

・エフレックス( 地中電線路)

・プラフレキ( 省 力 化 可 撲 電 線 管 )

・トヨタ'ク卜( フレキシフツレタ' ク卜)

・ビニールテープ( 防食用)

・サンダム( 防音材)

栄光開発株式会社

- 大 阪 営換 所/ 干530 大 阪 市 北 区 堂 島 浜2丁 目l 番 29号( 古河ビル6階 古 河 電 工 内 ) n ( 06) 343- 0261 

・本 社 / 〒 100 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内2 T 目6番 1号( 古河総合ヒソレ6階) 公 (03) 286- 3488 
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烏 丸 通一一京都の魅力ある町なみの創造一一

烏 丸 通 は 平 安 京 の 烏 丸 小 路 の 上 に の っ て い る 。古 代 末 に な る と 、 今 の 国 鉄 京 都 駅 の 辺 り に 土 倉 が た ち な

ら ぶ 商 業 の 中 心 と な っ た と い う 。 応 仁 ・ 文 明 の 乱 で 四 条 以 南 は 荒 廃 し た が 、 近 世 に な る と 秀 吉 の 都 市 改

造 で 整 備 さ れ た 。 明 治10年( 1877) 烏 丸 塩小 路 に 「 七 条 ス テ ン シ ョ 」 が ひ ら か れ 、 明 治 末 か ら 大 正 初 に か

け て 烏 丸 通 は 拡 張 さ れ 、 市 電 の 軌 道 の 工 事 も す す ん だ。市電の告i I i 石は烏丸通では中央をはずしてしかれ

ｾど今

て い た 。 近 代 京 都 の 玄 関 口 と な っ た 京 都 駅 と 御 所 を 結 ぶ 烏 丸 通 を 天 子 の 通 る 馳 道 と か ん が え て の こ と だ

という。鳥1L過は京都の南北を1 ' t < 中心判l として、商業 ・経 済 の 中 枢 的 役 割 り を は た し 、 多 数 の ビ ル が

た ち な ら び 、 そ れ ぞ れ の 時 期 を 代 表 す る 近 代 建 築 は 京 都 に 特 色 あ る 町 な み を 形 づ く っ て き た 。 今 、 地 下

鉄 の 建 設 と と も に 、 北 の 駅 前 は 大 き く 変 り 烏 丸 通 の 再 開 発 も 加 速 し よ う と し て い る 。

し か し 、 京 都 駅 前 の 広 場 も 烏 丸 過 も 京 都 の 玄 関 口 と 中 心 軸 を か ざ る に 十 分 と は い え な い 。駅 前 と 来 本 願

寺 前 の 広 場 を 結 び つ け 駅 前 広 場 と し て 積 極 的 に 整 備 し 、 烏 丸 通 の町 な み を 更 新 す る に あ た っ て 京 都 の 町

な み の 伝 統 を 生 か し た 再 開 発 の 方 途 を 探 り た い 。 京都にふさわしい町なみを創造するために知恵をだし、

京 都 を 魅 力 あ る 町 と す る た め に 多 様 な 実 験 を す す め な く て は な ら な い 。 ( K .  N )  

思 師

諺にあるとおり、 小 学 生 か ら 中学 生 ま で は 秀 才 。 は た ち 過 ぎ た ら全〈タタの 人。 決 し て 自 分 で 記 憶 力 が

優 れ て い る な ど と は 思 っ て み た こ と も な い 。 と こ ろ が 、 大 学 時 代 の 恩 師 の 言葉が、 30年 を 経 た 今 頃 、 鮮

明 に よ み が え る こ と が あ る の だ。

最も強烈なのは、 「 木 造 や 鉄 骨 造 と 呉 な り 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の 片 持 構 造 は 、 竣 工 時 に ち ゃ ん と し て い

ても、時間1が 縫 っ て か ら 落 下 す る こ と が あ る か ら 注 意 す る こ と J これは、高名な B 先 生 の お 言葉である 。

実 際 、 社 会 に 出 て か ら 、 現 実 の 問 題 に ぶ つ か った時、 「ア ッ」 と い う 感 じ で 鮮 や か に 、 そ の 時 の 教 室 の

鱗 哉 の 情 長 ま で も が 浮 ん で き た 。 また、多くの設計技術者を部下に持つようになってからというもの、

常 に 思 い 出 さ れ る の が 、 尊 敬 や む こ と のない M教 授 の諒11えである 。 i そ の 物 を 設 計 し た 訟 計 者 の 立 場 に

立 ち 得 な い 者 は 、 そ の 設 計 に 関 し て 批 評 す る べ き で は な い J 同 じ 組 織 内 の 、 部 下 で あ り 後 輩 で あ る 担 当

者 か ら 提 示 さ れ る 設 計 図 を 前 に し て 、 最 近 で は 、 一 瞬 と ま ど う こ と し き り で あ る 。

師 の 教 訓 と い う も の は 、 現 実 の 問 題 に 出 会 っ て 悩 む 時 、 は じ め て 自 分 の も の と な り 、 ひ い て は 、 未 来 を

ひ ら く 後 輩 遥 の 組 と し て 伝 ゑ す る こ と が で き る よ う に 思 う 今 日 こ の 頃 で あ る 。 ( J .  1 )  

1 キ 文 の エ ッ チ ン グ一一ある 空間 6 一一

100年 前の 都 市 の 鳥 服 図 が あ る 。 港には蒸気船が集結し、中央市場では、: l -' i : 司王が発車しようとしている 。

基 盤 状 の 街 路 に は 、 馬 が ギ ャ ロ ップで 行 き か い 、 フ レ ヤ を な び か せ て 女 性 が 犬 を つ れ て 散 歩 し て い る 。

四 つ 辻 の 教会 堂 は 天 空 に 向 っ て 吃 立 し 、 大 通 り の 正 面 に は 、 議 事 立 が 鋲 座 し て いる 。街 の 活 気 の あ る l喧

11換が伝わ ってくる 。 1881年 の メ ル ボ ル ンである。 この都市 の街路ノぞターンも、都市 の 建 設 的 意 図 を 残 す

モ ニ ュ メ ン タ ル な 建 物 も 、 そ っく りそのまま残されている 。 アデレードの: 場合も、都心部を囲むグリー

ン ベ ル ト が 、 同 様 に 、 都 市 の 姿 を 現 在 に 伝 え て い る 。 首 都 キ ャ ン ベ ラ の 中 心 セ ン タ ー は 、 木 造 て ¥ そ の

グ リ フ ィ ン の 面 影 を 残 す 本 屋 で こ の エ ッチ ン ク の コ ピ ー を 発 見 し た 。 キ ャ ン ベ ラ の 都 市 発 展 は 、 都 心 部

の 古 い 時 代 の 香 り と 、 外 延 部 の 新 し い 合 理 的 精 神 を 合 せ て 、房 状 に 拡 大 す る 。歴 史 的 に 見 て 、 世 界 の 都

市 は 、 こ の よ う に 市 民 生 活 の 熟 成 し た 創 造 を 伝 承 し て き た 。

現 代 の j各中裕外国を画いて、流動、解体、爆発をくりかえす都市のカオスを把らえる、 議 煙 の 技 法 を 私

達 は 発 見 す る 事 が で き る か。 ( H .  K )  

新 時 代 へ の 対 応一 一現場マ ン群像 6 一一

彼 が 教 え を 受 け た 先 輩 逮 の 多 く は 既 に 現 役 を 去 り、師表となる回線は少なくな った。彼 ら は 折 り に ふ れて

訪 ね て 来 て は 後 輩 に 激 励 の 言 業 を 働 け る 。 そ れ ほ ど 古 巣 へ の 愛 活 と 物 足 り な さ と が 共 存 す る の で あ ろ う 。

戦 後 の 復 興 か ら 高 度 成 長 へ の 道 は 、 オ イ ル シ ョッ ク を 境 と し て 大 き く 旋 回 し て 来 た 。 しかし科学技術の

進 歩 は 自 党 ま し く 、 次 々 と 新 た な 産 業 分 野 が 拓 け て ゆ く 。新 た な テ ー ? には必ず新たな技術力の裏付ーけ

が 必 要 と な り 、 専 門 分 野 ご と に 高 度 な 知 識 の 蓄 積 が 計 ら れ る 。 計 画 段 階 に お い て 、 徹 底 的 な 事 前 研 究 を

尽くすものも H寺代の傾向である 。工 事 は 、 開 始 さ れ る や 目 標 に 向 って計画通り ー 潟 千 里 に 展 開 さ れ る 。

す べ て を 現 場 で 賄 う 時 代 は 去 り 、 建 設 の 環 境 は 常 設 機 関 の 機 能 強 化 を 求 め て い る 。

しかし一方で、現場? ンの英知に期待する要望も高まるはカミりである 。桂雌宮御殿務官l i J 工苧において、

原屯建設の大プロジェクトにおいて、 一 握 り の 指 導 者 の 来 し た 役 割 の 大 き さ に は 計 り 知 れ な い 価 値 が あ

る。現 場 マ ン迷 は 泥 に ま み れ て 研 般 に 励 み 、 機 会 の 到 来 を 待 ち 続 け て い る 。新

に j応応芯芯、える人材が生まれる 。現 場 こ そ 人 材 を育育zてる土主嬢哀なのである。 ( T .  Y )  



特 集

大 阪 市 庁 舎

( 第 1 期)

大阪市庁舎( 第 1 期) 竣工に際 して
大阪市都市整備局長 三 品 哲 夫

大正10年完成の旧大阪市庁舎は、近世復興式 ( ネオルネ ッサンス式) 様式建築で、東部中之島になら

ぷ日本銀行大阪支庖、大阪府立図書館、中央公会堂とともに、明治 ・大正時代の代表的公共建築であ

り、堂島、土佐堀両河川にはさまれた中之島公園とともに、川と緑と一体化した近代的景観を形成し、

大阪の代表的景観として、市民に親しまれてきている 。

しかし旧市庁舎は、市勢の発展にともなう市役所の分散や、十分な耐震構造でないうえ、老朽化 も著

しく、機能的にも構造的にも建物の使命を来たし終えたものである 。

新市庁舎の計画は、昭和46年10月に設置された市庁舎問題調査委員会から 、昭和51年 12月に市長に提

出された「市庁舎問題について ( 意見書) J に、その基本構想が示されている 。

そのなかで最も重要なことは、中之島といえば市役所という市民意識と伝統を尊重し、中之島の現在

地に新市庁舎の立地を定めたことにあり、その時点で新市庁舎の命題が与えられた 。すなわち、自然

と建物との景観が形づくられて半世紀をこえる歴史をもっ大阪の顔というべき 地に 立地すること、 市

役所を中心としたシビ ックセンタ一機能をより充実させるための単なるオフィスビルではない新しい

機能を有すること、また、限られた敷地のなかで、周辺の景観との調和 を図りながら 、市庁舎機能の

充実のための新しい規模がもとめられたことである 。 これらについて、デザインと技術とを総合した

高度の解決を要したものである 。

新市庁舎の形態、外観は、このように中之島の歴史を背負い 、周辺の景観との調和を考え 、旧市庁舎

のメモリーを継承させたもので、そのデザインは、近代的な工法を用いながら |日市庁舎の様式建築の

イメージを伝え、重厚で風格があるものとして、最大限の追求がなされたものである 。

ここに完成した第 l 期は、全体計画の約 6 割であるが、現代の建築技術を駆使して設計、施工された

ものである 。

さらに、昭和60年末に完成する新市庁舎は 、中之島に新しい景観を創造するものであ り、新しい市民

のシンボルとなることを期待している 。



建 築 計 画

平 塚 哲 朗

新市庁舎の建設計画は、昭和30年代から始められている 。市役所

は、戦中、戦後を経て行政需要が増大し、昭和30年代から市庁舎の

分散化がみられ、新庁舎建設の必要性が痛感されたことによる。

昭和36年には東側隣接地にあ った盟国神社を大阪城内に移転し、

庁舎建設用地として確保し、市庁舎建設についての本格的な検討が

始められた。昭和38年には新市庁舎の計画がなされたが、この新市

庁舎構想は一時中断され、 39年 9 月に盟国神社跡地に別館が建設さ

れた 。 しかし、この別館は、当時の新市庁舎構想、のため建設された

仮庁舎であった。

ところで、近年の行政需要の拡大と行政機構の複雑化は著しく、

年々事務量が増大し、昭和40年後半に入ると市庁舎は分散の一途を

たどり、 49年には 8 ヵ所に分散を余儀なくされ、とくに本庁舎はき

わめて狭騒な状態になり、効率的な行政運営に支障をきたす状況と

なった 。

さらに、旧本庁舎は、大正10年 5 月竣工以来、なが〈市民に貌し

まれてきた市庁舎であるが、なにぶんにも関東大経災以前に建設さ

れているために、十分な耐震構造にな っておらず、また、建設後す

でに半世紀以上を経過しているために、コンクリートの中性化、基

礎の不同沈下などの老朽化が著しくなってきた 。

このような状況から、市は、昭和43年lこ「市庁舎建設基金J を設

置し、 4産金の積立を開始した 。ついて¥長年の懸案て世あった新市庁

舎に |刻する諸問題を審議するため、昭和46年 10月には、市議会と理

事者の代表で構成する市庁舎問題調査委員会を発足させ、市庁舎の

基本的事項や用地、規模等に関することなどについて調査研究を進

めるなど、新庁舎建設への努力を重ねてきた 。

一方 、昭和49年 7 月、当時中之島の長観問題について多くの議論

のあるなかで、大阪市総合計画審議会は、 「中之島地区再開発のう

ち中之島東部地区について中間報告J をまとめ、市に提出した 。

この報告では、中之島東部地区にある日本銀行大阪支庖、大阪市

役所、大阪府立図書館、中央公会堂の 4 つの建物群の活用保存の技

術的可能性の有無、活用保存上の問題点が検討され、おわりにっさ「

のようにまとめられている 。

すなわち、「中之島東部地区が大阪のシンボル、大阪人の心のふる

さととして強〈印象づけられている意味は、そこに速なる建築群が

水と緑に囲まれて形づくられた長観ばかりでなく、市役所を中心と

するシビ ックセンターがかもしだすイメージである」。そして、「中

之島東部地区が大阪のシンボルとしての位置を保持するためには、

建築群のもつ景観と行政 ・文化の中枢地すなわちシビ ックセンター

としての機能の両要素をいずれにも偏ることなく生かし、共存させ

る方途を講ずることである J 。

市庁舎問題調査委員会は、この中間報告の趣旨を尊重して慎重に

審議を進め、昭和51年 8 月、第 10回市庁舎問題調査委員会において、
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新市庁舎構想、案 ( 3 立地 4 構想案) をまとめ、これを公表して広〈

市民各層の意見をもとめている 。

昭和51年12月、市町舎問題調査委員会は、発足以来 6 年の歳月を

経て、これまでの審議をふまえて結論をだし、「市庁舎問題につい

て ( 意見書 )J を市長に提出した 。

意見舎は、市庁舎の現状と新市庁舎の必要性、新市庁舎の基本的

条件について述べ、ついで、新市庁舎の立地ならびに構想についてま

とめている 。

まず、立地については、「新市庁舎の位置は、中之島の現在地が最

も適当である J とし、「中之島の現在地は、行政文化の中心としての

シビ ックセンタ一機能がなが〈継承されてきた歴史的な地点である

とともに、中之島といえば市役所という意識も強〈市民に定着して

おり J 、 「これらの市民意識と伝統を尊重し、 これを継承、より充実

してゆくことが望まれる j と述べている 。

構想に関しては、「新市庁舎の規棋は、機能と周辺の風致、景観と

の調和を考えあわせる」こと、旧市庁舎は、「構造上解決すべき大きな

問題をも っており J 、 「恒久的に保存することは、極めて困難で J 、

「技術上、経済上の見地からすれば J 、「建て替える必要がある J こ

と、「新市庁舎の形態は J 、旧市庁舎の 「メモリーを継承したうえ現

代の技術を尽くし、これをより発展させた重厚で、風格があり、市の

シンボルとなりうるものとする」こと、そして「建物の周囲は j 、「中

之島公園と一体化するよう緑化し」、「これまでの中之島のもつ f水

と緑と建物群j の景観をより充実したものとする j こと、と述べら

れている 。

市は、この意見書を尊重して、新市庁舎の立地を中之島の現在地

とするとともに、その構想、にそ って計画に若手した 。

昭和52年 7 月には、新市庁舎の計画、設計にあたり参考とするた

め、広〈一般から「新しい市庁舎づくりにあなたのアイデアを 」募

集している 。表彰されたアイデアは、いずれも中之島の索観との調

和をポイントに緑と広場を、という構想であった 。

昭和52年 11 月、市庁舎問題調査委貝会は、「新市庁舎の計蘭につい

て ( 中間報告)J を明らかにし、新市庁舎の規模等の概要を確定した。

それは、中之島にふさわしい鋭校ならびに景観をつくりだすものと

して、新市庁舎の規模を地下 4 階、地上 8 階、延べ面積は約 7 万01'

とするものである 。

これら新市庁舎についての基本構想を硲笑に具体化し、建築とし

て造型するため、昭和53年 4 月、市はわが国の代表的建築家である

竹腰健造氏、村野藤吾氏を新市庁舎建設顧問に迎え、ついで新市庁

舎設計問題懇談会が設置され、検討の結来、53年 5 月、全国的に優

れた実績を有し、かつ、この歴史的卒業の設計に関与するに足る設

計事務所 5 社から指名競技方式により、新市庁舎デザイン椛恕案を

募集した 。同年 8 月に設計競技審査会は、総体的にみて優れている

と認められる案 ( 日建設計案) を採用案とし、その他を参考案とし

て採択した審査報告書を市長に提出した 。

市は、採用案をもとに、日建設計と協同して、設計を進めた 。 と

くに、新市庁舎外観デザインは、同顧問の指導、助言を得て、 J采用

案を詳細に検討し、十分に練りあげて、より一層重厚で風格あるも

のとしたものである。

この第 l 期工事は全体計画の束半分、約 6 割であるが、昭和54年

4 月に翁工、工期 2 年 10 ヵ月をも って57年 1 月ょうやく完成をみた

ものである 。ひきつづいて第 2期工事にかかり、昭和60年末には、

新市庁舎の全容が現れることとなろう 。

住) 調iill 主I l 祭事務所、大窪 政計. 東畑建築 IJ; 務 所、日 建 設計、安井建築設計4'務 所

( ひらつか てつお 大阪市都市笠備局市庁舎Ｎｩｪ｜ｾＧｬＢＴ＾務所次長 ｬ



意 匠 設 計

平塚哲朗/ 小角亨

1  外観のデザイン

「新市庁舎が建設される中之島の現在地は、大阪のシピ ックセン

ターとして、また、大阪の代表的景観として、市民はもとより多く

の人々に愛され、親しまれてきたところである 。

新市庁舎の設計は、この中之烏への市民意識をより充実させるこ

とのできる景観と内容をもち、現代の技術を尽くして、旧市庁舎の

メモリーを発展させて、都市の顔にふさわしい、市民の誇りうる最

高の造型が追求されなければならないd

これは、計画案指名競技要項のまえがきに示された設計趣旨であ

るが、ここには、デザインの基本謀題が簡潔に述べられている。

新市庁舎の外壁を花筒石貼りとし、柱や梁型に細かなデザインを

ほどこしたり、ブロンズサ ッシュの窓に工夫して縦長の窓をきわだ

たせるなど、 「光と彩」をもっ外観梢成としたこと 、また、議場な

どをおおう大屋根を銅板野( 総督仕上) で被って、屋上の長観をま

とめたことも旧市庁舎. のイメージの継ゑを意図したものである 。

この外装の柱、梁型は 、花開石を表面に打ちこんだプレキャスト

コンクリートを型枠として、躯体のコンクリートを打設することと

した 。これは、現代の技術を駆使することによって、石の細かいデ

ィテールを、工場製作することにより、より完全に、より精度を高

めて実現したいためである 。

さらに、新市庁舎の御堂筋に面する正面外観は、南北両翼をはり

だし、中央部に奥行きをもたせて、 「光と ［［ｦｾｊ を重視した彫りの深

いデザインとし、旧庁舎のイメージを発展させたものとしている。

2.  議場 と外灯

議場の設計は、旧市庁舎の荘重な議場のイメージをつたえるよう、

とくにデザインに工夫がなされている 。

議席の半円型の百日程や、議場を囲むギャラリー形式の傍聴席の配

置など内部空間構成の基本的要件とともに、正面を飾るアーチや中

心飾、頭部のライオン飾の再現、また壁下苦11のチーク材による木質

系の仕上げなど旧議場のイメージを尊重したものである 。

また、議場出入口廻り、両側の理事者傍聴席バルコニ一間口音11廻

り、アーチ両側の木製目地柱頭などクラシ ックなディテールを採用

したほか、議長席、議席の机などの調度品も旧議場の型式を簡素化

しながら生かしたもので、新議場にクラシ ック な落ち着いた雰囲気

をかもしだしている 。

束、南、北玄関まえの門灯は、外灯とともに、御堂筋につながる

ものとして、淀屋橋や大江備の僑柱灯、御堂筋旧街灯、また旧市庁

舎正面 門灯のデザイ ンにあわせて、灯具を八角型のデザインで統一

し、周辺の外灯と調和するデザインとしている 。

とくに、来玄関正面 2 本の住に設けた 21聞のプラケ ッ ト灯は、旧

市庁舎正面門灯のプラケ ッ ト灯を現状の% の大きさに縮小、復元し

ーフ 玄関ホールの天井

たものである 。 また、このプラケ ッ ト灯は、新市庁舎正面にもメモ

リーとして 4 灯設けられる予定である 。

3.  細部のデザイン

外部ノ' ) レコニーの手摺や、玄関ホールの天井は、ともにキャスト

アルミ製で、それぞれ大阪市章一みおっくしのマークをあしらって 、

デザインされている。外部の手摺は、花筒石R占りの外壁デザインに

あわせて格調が高いもの、またホールの天井は、柔らかなデザイン

で表情盟かなものとなっている。

また、御堂筋のシンボルて。あるイチョウの禁や浪速の波を、こま

かなデザインの基調としている。イチョウの葉は、議場廻りの握り

玉や議長室廻りの壁クロスに、波は、議場上部壁クロスや副議長室

廻りの壁クロスにあしらわれている 。

そのほか、 l 階ホール床の花筒石の模様貼りのデザイン、 5 ・8

1渚エレベーターホールの壁キャストアルミ板のデザイン、また地下

211皆食堂の壁のレリーフなど、各室の内部空間のしつらえにあわせ

て、きめこまかいデザインに心がけたものである。( 文責 ・平塚哲朗)

( ひ句っか てつお大阪市都市銃偏向市庁舎建設4附 州

こすみ とおる 日建設計大阪本社段計監理部長 /  

建築と社会/ 1982年 6 月号 27 



構 造 設 計

縄 飼 邦 夫

市庁舎の構造設計に着手するに際して、つぎの 3 点を構造設計の

基本条件と考えた。

1)十分な耐良性能を有するもの。

2) 将来の用途等の変更に対して、フレキシブl レに対応できるもの。

3) 施工の安全確保と工期短縮を考慮、したもの。

1) については、大阪で今後 100 年間に来襲の可能性のあると推定

される巨大地謀に対しても、建物の機能には支障のないものにする

ことを目標とし、耐震設計を行った。

2) については、市庁舎としての将来にわたる用途・機能は、時代

とともに多機に変化していくことが十分予想される。したがって、

内部空間には、これを規制する鱗造体( 柱、壁) をできるだけなく

し、将来のスペース利用の変更に対応可能なものとした。

3) については、とくに地下工事との関連で留意した。建設地中之

島は 、軟弱な層と盟富な 地下水を有する層 のある地域であり、本工

事は、この地に広範囲にしかも地下2 0 mまで掘削するものであり、

地下工事の安全硲保と工期の短縮は大きな課題であった。このため、

従来仮設として扱われている土止め壁を、鉄筋コンクリートの連続

壁とし、設計に盛り込み、掘削時には、土止め壁として利用し、建

物完成時には、土圧を受けもつ構造体になるようにした。同時に、

この種の大規模建物の地下工事には、工事の安全と工期短縮の期待

できる逆打工法の採用が可能となるように設計時に配慮した 。

構造設計において最も重点を誼いた点は、これらの基本方針を経

済性とのバランスの上にたち、成立させることにあった。

構 造 設 計 概 要

1  )  耐震設計

設計若手時点 ( 53年秋) は、新耐艮設計法の提案や 、それに 基づ

く建築耐反規定の改正等が急がれていた時期ではあったが、まだ、

最終成案として、整備されていなかった時期であったので、先に記

図- 1 基準階床伏図
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した基本方針に基づき、つぎに掲げる方針により設計した。

(1) 中規模地震に対して

中経度の地震に対しては、つぎの 3 つの方法により求められた荷重

に対し、すべてを上まわるように一次設計用地渓荷重を設定し、そ

れに対して、部材を弾性範囲内になるように設計した 。

①建築耐震規定( 旧規定) により算定される荷重の 1. 5 倍。

②新耐混設計法( 案) 一次設計によるもの。

③振動応答解析( 弾性) を行い、 200gal 応答に相当する荷量。

採用地長波 1.  E L  C E NT R O， CALI F.  NS1940 

2. T A F T  CALI F.  EW1952 

3 . 0 S AK A 206 NS1963 

(2) 大規模地艮に対して

①新耐m設計法( 案) 二次設計による検討。

②振動応答解析( ｾＡｩ￭ 塑性Ｉを行い、 ＴＰＰｧ｡ｬ 応答に対して、塑性率を

2.5 程度とする 。

(3}変形の制限

・200gal 弾性振動応答に対して、層間変位は ( 1/ 500- 1/ 600) .  h  

.  400gal 弾塑性振動応答に対して、府間変位は (1/ 200) ・h ( 図 -

3 、 4 、 5 )  

つぎに弾性 200gal 、3単塑性400gal とした根拠について付記する。

地動加速度の75年および 100 年期待値分布( 河角提示) によれば、

大阪地方の 100 年期待値は 400gal 以下になっている( 図 - 6  ). また、

過去大阪地方を豊島った大地震( 理科年表により 684年 - 1962年まで)

について、金井式を適用して、地表での加速度を推定すると、最大

172gal となった 。なお、この算定にあたって用いた諸元は、以下の

通り 。

地盤の卓越周期 T c=0. 7sec ( I I 1樋地盤)

震源深さ 30km 

地震動の基盤での卓越周期 T = 0.3sec 

2)  主体構造

主体構造は、 18 .9mスパンの梁( 鉄骨合成梁) を除き鉄骨鉄筋コ

ンクリート造として設計した 。

(1)架椛

桁行方向は、 3. 15mピッチの外周ラーメンとコア周囲の耐艮壁を主

体架構とし、梁間方向は、東西商の耐艮壁と 3 .15mピッチのラーメ

ンとからなる架構と、 18 .9mスパンの鉄骨合成梁と コア部の耐艮壁

を S R C境界梁でつないだ架椛より構成した。

架構にじん性を持たせるため、応力の集中する耐浪壁には、リプ

付鋼板を入れた S R C耐艮墜を採用した 。鋼板入り耐艮壁は、通常

の耐艮壁に比べ耐力、じん性が飛躍的に向上することが実験的に硲
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図- 2 梁間方向軸組図
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図 - 3 振動モード周期
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かめられている。

地下 2 階以下の構造は鉄筋コンクリート造とし、地下外壁等の壁

を利用し、間u強な構造として設計した。

(2) 床構造

1 8 . 9 mスパン部分は 、先に記したように鉄骨合成梁として設計した 。

大スパン構造を採用する場合、問題となる点はつぎの 2 点である 。

①工費の士自大にならないか。

②床梁の振動障害が生じないか。

①については、 この位j支のス パンであり、 他に耐震要素が採用で

きるならば、ほとんど工費増には、ならないようである 。

②については、実施例、振動笑 I則例等の実績を踏まえて設計すれ

ば、全〈問題はない 。とくに、直交方向梁は振動対策に有効で‘あ り、

この設計では 、中央部分に 2 本の直交梁を設けている 。( 詳 しくは、

建築技術NO.310 、311参! 用) 。この建物の場合、設計時、振動数は 4 . 6 Hz

図 - 6 震度期待値の分布

( 小梁両端ヒンヂ) 、10 . 5H z( 小梁両端固定 ) となり、三人歩行でよう

やく感じる程度であった。建物完成後、簡単な振動測定を行ったが、

振動数8 Hz - 1 0 Hz て¥通常の状態では全〈振動障害は生じていない。

3) 基礎設計

基礎底はS GL - 2 0 . 2 5 0 mとなる 。この位置の地層はいわゆる天満

砂礁層で、建物は、この層を支持層としたベタ基礎として設計した 。

4) 使用材料

鉄骨/ S M5 0 A 、 S S 4 1 A 、 S S  41 

鉄筋/ S  D  35 ( D  22 - D  32) 、 S D3 0 D1 9以下

コンクリート / F C 2 1 0  

5) 構造数量

鉄骨/ 4 ，800t 、鉄筋/ 4 ，800 l  

別枠/ 150 ，OOOm' 、コンクリー卜 / 39 ，OOOm'

(う かい 〈にお 日挫設計大阪本社憎造部情i宜設計主管 )
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大阪市庁舎( 第 1 期)

設 備 設 計

安達昭音/ 迫村隆毅/ 加藤晃

市庁舎には、市政の中枢となる苦1) 局 が 配 置 さ れ 、 設 備 的 に も 、 防

災 上 、 信 頼 度 の 高 い も の が 要 求 さ れ る 。 し た が っ て 、 本 市 庁 舎 の 設

備 設 計 計 画 に 当 た っ て は 、 と く に 信 頼 度 に 重 点 を お い て 計 画 し た 。

ま た 、 一 建 築 物 と し て は 規 模 が 大 き く 、 平 面 的 な 拡 が り の 大 き い 建

物 で あ る の で 、 空 調 ・配電計函にはとくに考慮、を要した。

受 変 電 設 備 に つ い て は 、 不 燃 化 を 考 え 、 す べ て 乾 式 の も の を 採 用

した 。 ま た 高 圧 母 線 は 、 二 重 母 線 と し 信 頼 度 を 高 め 、 非 常 用 発 電 機

は、断水時て‘ も運転できるよう空冷式一一ガスタービン発電機を採

用した 。 つ ぎ に 配 電 計 画 と し て は 、屯 気 負 荷 の バ ラ ン ス を 考 え 、 高

ソーラ ー集熱器

圧屯気室を地下4 1 > 皆と塔屋に設置し、上層階は塔屋の電気室より、 さ7ダ

ま た 低 層 階 は 、 地 下 4 階電気室より送電し、各階に配電盤室を設け界再交換器

fこ。

空 調 熱 源 計 画 と し て は 、夏 季 ピ ー ク を 考 慮 し て カ ス 吸 収 式 冷 温 水

機 を 主 と し 、 中 間 期 の 空 調 、熱回収等を考慮、してスクリュ一式冷凍

機 、 レ シ プ ロ 式 冷 凍 機 を 併 用 し た 。 熱 源 お よ び 地 下 階 用 空 調 機 を 地

下 41渚 に 設 置 し 、 冷 却 塔 ・ソーラ一集熱器等は景観を考慮、して塔屋

屋 上 ( 議 場 屋 恨 ) ，こコンパクトに設置した 。事務室の空調は、 VAV

に よ る 空 調 ダ ク ト と 窓 際 フ ァ ン コ イ ル ユ ニ ッ トの併用方式とし、空

調機を各階に設澄し、ダクトシャフト、ノ マイプシャフト等を 図ー 1

の よ う に 配 置 し た 。

給水方式は重力式とし、将来の中水道導入を考慮して、受水槽、

高置水楠並ひ" に給水配管系統を、飲用および雑用( 便器洗浄水 ) の

2 系 統 方 式 と し た 。

省 エ ネ ル ギ 一 計 画 と し て は 、 可 変 送 風 量 シ ス テ ム ( V A  V ) 、 ヒ

表一 1 設備概要リスト

園電気E宣備

受 変 tlt 受・l1L22 K  V  本線予備線

特高変圧綜2 2 K V/ 6 . 6 K V 乾式4 ，0 0 0 K V A X 2 台 ( B 4 階)

自家発電機 ガスタービン発電機3世6 .6 K V 1，2 5 0 K V A X 2 台 ( B 4 階)

新1I T. 池非常照明用 ・密閉型鉛務111.池 800A H  X  2 古 ( B 4 階)

制御用 : ;f，ケ ット! 日アルカリ蓄電池 120A H  ( B  41稽)

中央官主税鍛 受変電、自家発電機、空調術生機様、1 ' l . 除機冊目l御、 C R T表示

装自立、 日報作成装fs

防災民税盤 自動火災報知、非常放送、非常包括、防排煙連動装置、防災動

力、非降機運転表示

ｾｾ＠ 電 司Z気時計、拡声、 T V共視聴、表示器、議場放送、駐車場管制、

みおっくしの鑓チャイム

一般事務室 照明 F L R 4 0 WX 2 埋込下面開抜型 ( ライ ンタイプシステム

天井)、コンセント、電話、 2 ウェイ式フロアダクト

掴空気調和敏備

熱 源ガス吸収式冷『品水機 6 0 0 RT X l 台 ( B 4 階)

ダブルバ ン ドル形スクリュー冷凍機 3 0 0 R T X l 台 ( B 4 階)

ヒートポンプ式スクリュー冷凍機 6 5 R T X  1 台 ( P R 階)

ダブルバンドノレ形レシプロ冷凍機 100 R  T  X  1 台 ( B 4 階)

蒸気ポイラ 1  ，1l 3kg/ H  X  2 台 ( B 4 階)

ZE 説i 万式 シングJ レまたはマルチダクトによる V A V方式 4 系統

デュアルダクトによるミキシ ングユニ ット方式 9 系統

y ングノレダクトまたはマルチダクト方式 9 系統

Bl 階- 8階 ペリメーターファ ンコイルユニ ット方式 3 系統
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図 - 1 設備配置概念図

ー ト ポ ン プ に よ る 排 熱 回 収 シ ス テ ム 、 全 熱 交 換 擦 に よ る 外 気 負 桁 の

削 減 、 太 陽 熱 利 用 に よ る 給 均 等 を 採 用 し た 。

表 一 1 に 設 備 機 器 リ ス ト を 示 す。

- 給排水衛生設備

給 水正ｾ｜ｕＧ水糟による￭ｦＱ Ｑｊ 式受水相 ＲＰＰｭ Ｇ X  2 槽 ( B 41祈)

高誼水柑' ; 40m>X 2 僧 20m>X 2 補 ( P RI稽)

ぬ水ポンプ X 4f i ( B 4 階)

- 消火叡備

屋内消火佼(全階) スプリ ンクラー( 会館) 泡消火(駐車場およひ1 ド路)

ハロゲン化物消火 Ｈ 電気 室 、中央ｾ悦室、ｻＡｽｉｩＩｬ、防災セ ン タ一、無線 室 、ＱｉｔＮ ｦｬＺ 俄 ｩｪ｛Ｉ

ill 結送水管(放水口全階) 屋外消火役( 1  附) 消防用水210m>( 地下ピ γ ト)

・昇降機設備

乗用エレベーター

.  B  2 階 - 8  ｾ皆 4 台、 B 4 階- P 1 階 2 台、 24人采り 150m/ mi n

非常用エレベーター

. B 4 階- P 1 階 2 台 17人乗り 9 bm/ mi n 

エスカレーター

・7 階- 8 階 800! l : i 全透明式

・ガス設備

中 圧 系 統 中 圧 B ストレ ー ト供給 150A 引込み

冷1品水織およびボイラ ーに供給

低 圧 系 統 150A 引込み 厨房および一般系統に供給

. そ の他設備

機械駐III 設備、ゴン ドラ 設備、臨芥J t i' 儲ドラム、防災行政無線設備、 ソー ラ

ー設備



電気設備

(1) 照明設備

事務室天井はシステム天井とな っており、 3. 150 mモジュールで

構成されている 。! 照明器具は蛍光灯4 0 W2 灯用組め込み下面開放形

をモジュールピ ッチに配し、平均! Kl. 度 5001x を得ている 。 また、器

具の周囲は笠調レターンおよび排煙口として使用するスリットを設

けており、総兵本体を容易に回転させることによ って天井点検口を

兼用する構造とした 。( 写真一 1 )  

玄関ホール ・議場等の高天井空間のランプは、旧庁舎の照明雰囲

気を再現し、かつ省エネルギーを々慮して高演色高圧ナトリウムラ

ンプを採用した。議場の骨器具は特殊拡散反射板およびクリスタル ・

カット ガラスカバーの組み合わせで鱗成し、クラシ ック な尊厳さを

保つとともに、全体イメージをやわらかなものとした 。( 写真一 2 )  

また、玄関ホールは高波色高圧ナトリウム灯 ( 写真一 3 ) を、玄関

外灯は水銀灯を採用した 。

(2)  防災設備

自動火災報知設備 ・防俳優設備 ・非常屯話 ・非常放送 ・エレベー

タ ・空調動力機器などの監視ならびに制御を地下 l 階防災センター

で集中的に行えるようにしている 。 とくに防排煙監視盤はグラフィ

ック昔日と操作部より構成しており、グラフィ ックは各防災設備の作

動状況をわかりやすく、的確に状況判断ができるように各階ごとの

平面グラフィ ック とし、表示灯には発光ダイオードを採用すること

写真一 1 事務室照明

写真一 3 玄関ホール照明

写真一 5 中央監視量産

により、縮小化と信頼性の向上を計っている。また、防火 ・防煙ダ

ンパーは 、空調機ファ ンの運転と連動して開閉動作をする設備構成

とし、日常運転でダンパーの動作チェ ックができるようにした。

( 写真一 4 )  

(3)  中央監視設備

中央監視皇室室は、電気室ゾーンと機械室ゾーンとの中間におき、

保守上最適な位置とした。

監視盤の主な機能は、受変電設備の監視制御、自家発電設備の監

視制御、空調衛生機器の監視制御、水道 ・ガス ・電気使用量の遠方

検針、エレベータ ・エスカレータの運行表示ならびに各種管制運転

操作、防災機器の高I j 表示、ガス j曳れ笹報表示、電動タイプライター

による日報月報等各極データーの自動作成などである 。 さらに、コ

ンビュ ー夕、 C R T を駆使して省エネルギ一、省力化、最適環境つ'

くりを目指している。( 写真一 5 )  

(4)  電源設備

受電は特高22 K V  2 回線 ( 本 ・予備方式) とし、特高 ・高圧変圧

器は乾式変圧器を採用している 。高圧母線 6 .6 K V 回路は二重母線

とし、故障事故に対し停電のない信頼性の高いシステムとしている。

また、高圧変圧器はE 換性をもたせるため答量 ・仕様をそろえてい

る。

発電機は市庁舎が防災拠点の機能を果たせるべく、災害時に給水

の不安なガスタービン ・エンジンを採用している 。容量は常時電力

の泌がまかなえる容量で、燃料は 2 日分を貯蔵している。( 写真 - 6 )

写真一 4 防災監視盤

E 雪

品 園、I

写真一 6 電気室
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空 間 設 備 ・ 省 エ ネ ル ギ ー

(1)  熱 源 計 画

熱源、計画は、下記の 4 項 目 を 主 題 と し て い る 。

① ガ ス ・ 電 気 の 併 用 に より 、 各 季 節 に わ た る エ ネ ル ギー の 安 定 供 給

をめざす。

② 熱回 収 冷 凍 機 に よ り 、 経 済 的 な 同 時冷暖房を行う。

③ 小 型 冷 凍 機 に よ り 、 時 間 外 運 転の答易さを確保する。

④ 各 種 冷 凍 機 の 特 徴 を 組 み 合 わせ 、 使 い 分 け る こ と に よ り 使 用 に 応

じた経済運転を計る 。

設計として、主熱源にカ胡ス J令温水機および熱回収スク リュ ー 冷 凍

機を 設置し、音[1分 使 用 熱 源 と し て 空 気 源 ス ク リ ュ ー 冷 凍 機 お よ び 熱

回収レ シプ ロ冷 凍機 を 採 用 し た 。また 、加 湿用に ガス焚蒸気ボイラ

を具備する 。 こ れ ら を 効 率 良 〈 運 転 す る よ う 熱 源 制 御 専 用 の マ イ ク

ロコ ン ビ ュ ー タ ー を 導 入 し プ ロ グラミングしている。( 図ー 2 )  

(2)  空 開 計 画

ファンコイルユニ y ト

および空問機より

図 - 2 熱源系統図

utll 工事で・基準階3500m' を 超 え る 市 庁 舎 空 調 計 画 は 、冬 期 に 及 ぶ

冷房を快適に経済的に達成することと、 4 ゾ ー ン に 分 割 さ れ る 空 調

ゾーンを l 台 の セ ン タ コ ア 各 階 空 調 機 に よ り 処 理 す る こ と を 課 題 と

した 。

こ れ ら の 課 題 に 対 し 、 下 記 の 4 項 目 を 、 設 計 の ポ イ ン ト と し て い

る。

① 事 務 室 階 は マ ル チ ゾ ー ン 、 会 議 室 階 は デ ュ ア ル ダ ク ト 方 式 の 大 型

各 階 ス テ ップ 空 調 機 と し 、 末 端 V A V に よ り 空 調 ゾ ー ン を さ ら に 細

分する 。

② 会 熱 交 換 し た 外 気 と 生 の 外 気 を 各 階 に 供 給 し 、 排 熱 回 収 と 外 気 冷

房 を 使 い 分 け 、 室 内 炭 酸 ガ ス 濃 度 に よ り 外気量制御を行う 。

③ 冬 期 冷 房 お よ び 冷 凍 機 に よ る 熱 回 収 を 計 り 、 空 調 機 と 南 面 フ ァ ン

コイルはダブルコイルとする。

④ 各 階 空 調 機 が 大 型 と な る た め 、 遮音 ・消音に十分の配慮を行い、

実視IJ により確認して施工する。

表 - 2 に 空 調 系 統 リ ス ト を 示 す。
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表 - 2 空閥系統リスト

系 系 方 式 機 器 の 綿 成 7  

調 機
レターン

ア

- 単一ダクト 空
ファン

. /  

統 統

. . ....，レチ
コ 風量

。
風制御量

コ

ダクト
コイ ノレ IJD m フィ J レタ

制御 ニL

イ

0 シングル
サ

冷 温 署長 的 自 スま
Ｎｾ＠

ス
J レ

番 名
V A V  ト クた ト

7  コー

0 0デュアル 水

電 動
ロ1;1 ｾ＠

ロ

c  

巻 巻

へ， 
X  

ミキシング
I I  

体l l! 

‘2  

号 称 ユニ ット 水 水 j" ン 取 取 J レン J レ ト

201  B  4  F 瞥 庫 • 。。。
1/ 

。。
/  1/ 

×  

/  /  

202 B  4  F 電気 室 • 。
/  /  

レ/ν  ν  
。

/  
。

/  /  

203 地 下 階 一 般
。。 。。。

レ/
。。

/  
。

×  
。

/  

204 地 下 階 昼 夜
。。 。。

/  
。。。

/  
。

×  
。

/  

205 B 2 F職 貝 食 堂 • • 。。。
/  

。。
/  /  

×  

/  /  

206 B  2  F 廊 fj} • レ/
。

/  /  
レ/ 。。

/  
レ/ /  /  

207 B  1  F ( A)  
。。 。。。

1/ 
。。

/  
。。。。

208 1  F ( A)  
。。 。。。

/  
。。

/  
。。。

/  

209 l F 束玄関ホール • 。。。
/  

。。
/  /  

。
/  /  

210 2  F ( A )  
。 。。。

/  
。。

/  
。。。。

211 2  F 診 療 室
。。 。。。

/  
。。

/  /  
。

/  
。

212  3  F ( A )  
。 。。。

/  
。。

/  
。。。。

213  4  F (  A )  
。 。。。

/  
。。

ど
。。。。

214 5  F ( A)  
。。 。。。

/  
。。

/  
。。。。

215 5  F 記者クラブ • 。。
/  

。。。
/  /  

。
1/ 

。

216  6  F ( A)  
。 。。。

/  
。。

/  
。。。。

217  7  F ( A)  
。。 。。。

/  
。。

/  
。。。。

218  8  F ( A )  
。。 。。。

/  
。。

ν  
。。。。

219 2真 t晶
。。 。。。

/  
。。

v  /  
。
v  /  

220 P  3  F  電気 室 • 。
v  v  /  /  1/ 

。
/  

。
1/ /  

221 

1  F  電算機室 • 。。。
/  

。
/  /  ν  /  222 ユニ y ト

223 l F  ｾ孔室 • 。。
v  

。。型

/  /  
レ/ /  

7 アンコイル系統は東側、北側は 2 管式、南側は 4 管式 とする.

(3)  省 エ ネ ル ギ 一 計 画

奥 行 き の 深 い セ ン タ ー コ ア の 建 物 は 、 照 明，・空 調 ・換 気 の エ ネ ル

ギ ー 消 費 量 の 割 合 が 増 大 す る 。 こ れ ら に 焦 点 を 当 て 、 建 築 ・設 備 計

画 上 こ ま め に 省 エ ネ ル ギ 一 手 法 を 採 用 し て お り 、 そ れ を 表 ー 3 に 示

す 。 消 費 エ ネ ル ギ ー 予3草として、 339Mcal/ m'a を予測 目標値とした 。

表 - 3 省エネルギ一計画採用手法リスト

A  建築計画

建 物 形 状 低層、直方体、大きな I也階容積

日射i ! ! 蔽 窓面後退、庇効果‘ー窓形状、バルコニー

日 射 反 射 外壁一反射色

自 然 換 気 上下l期間窓+ 固定容

自 然 採 光 南北窓、 I也階サ ンタガーデン( j 也|塘 2 階)

気 密 強 化 風除室 ( 1 階)、 ドア ( E V ホールと居室)

外 皮 性 能 建物全体 P A  L 6 1  

B  設備計画

熱 回 収 方 式 ダブルバンドル冷凍機

マイコ ン制御 熱源台数制御、熱回収、外気冷房の判定

太 陽 熱 利 用 給 湯 ( 1  WI) 、冷暖房 ( 2 期)

変 流 量 方 式 ポンプ台数制御、圧力制御

ｾ調系統細分 各階登調機方式

V  A  V 方 式 シングルおよびデュアル V A V (全閉付)

高効率ファン エアフ方イ J レ型ファン

会 熱 交 換 器 セン トラル外気処理

外 気 量 制 御 C O，i農度制御、予冷 予熱時カ y ト

外 気 冷 房 中間Mおよび冬期利用

節 水 節水昔話L 、2 系統配管 (将来中水道)

照 明 点 滅 点滅区分細分化、窓際点滅可能

カ 率 改 普 カ準改普制御

事L 降 後 サイリス夕方式、群管理

(あ だ ち し よ う き ち 大 一 間 営 町 山)

きこむら たかよし 日強設計第二設備部主管 1  

かとう あきら 日控設計第一設備部主管 l  
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監 理( 地下工事について)

西川幸之輔/ 若林嘉津雄

地下工事の監理に当た って意図したものの一つに、品質の雄保と

精度の保持がある 。 とくに地下掘削に先立つ連続土留壁の施工につ

いては 、万一欠陥のあ った場合、重大な事故につながることから 、

関係者一向のも っとも意を用いたと ころであり 、地下工事完了まで

緊張の連続であ った。

掘削は面積約4， 300 m'  (64.  1  X  66 .  5  ) 、深さ 20 .5 mにおよぶので、

工事の安全を重視して逆打工法を採用した。そこで、連続土留壁工

事はパイル コラム杭 ( 構真柱) 工事とともに、この地下工事を安全

. 硲笑に進めるうえでの前提となるものである 。

連続土留壁は 、その安全性を確保するために設計的にも施工的に

も十二分の検討を加えて決定したものであり 、かつ、施工は計画に

したがって諸種の計測機器を使用し、状態を確認しながら入念に行

った。これらの諸測定の結果から、その成果について不安を残すも

のは何 らなか ったのであるが、なにぶんにも直接肉眼で確認できな

い地中工事であるうえ、強大な土圧 ・水圧をうけているものである

から、掘削 中、 万一予知できない突発的な地下水の流入などが起こ

った場合を想定して、あらかじめその対策を樹立しておくことは決

して無意味ではない。そこで、企業体にポケ ッ ト型の大きさの冊子

図 - 1

ご己:!f?l:!ア一: ! ア: 一層

2訓tJ[_ 肌

門 [_B3FL

l B4F L  

H 叫 SGL - 20.5

- 鉄筋応力計

。間際水圧計

P 土庄針

No.4 

出 5

f. SGL- 40.5  

止水パ y カ

f. SGL- 52.0  

敷地内地層権成およひ・計測器位置図

30 25 

- 2 3  

1  2  3  

ι 三 型L

」ム

「緊急対策要項」を 印刷し て もらっ て、関係者全員が常時携帯して

周知徹底する ようにした 。その構成はつぎのよ うにな っている 。

1  はじめに 6  外部対策

2 . 緊急速絡系統図 7. 埋設物、近隣建家対策

3  計測 8. 近隣、報道、渉外

4 . テ ィープウェルの運転管理 9  機電、 資材、安全、救護

5 . 内部対策 10 緊急連絡先一覧

各項には、事態の緊急度に応 じて それぞれの対策が具体的に述べ

てあり、また 、それぞれの責任者が定めてある 。内容の一例として、

夜間・ 休日の「当直者の点検事項」 と 「緊急時にとるべき行動」 を

以下に抜率する。

・「当 直者の点検事項J

1.  O WS 沿いの根切 り底が異常に湿っ て きていないか。

2. 敷付け地盤のむくれ現象は ない か。

3 .  OW S 壁のクラ ックは進んでい ないか。新 しい クラック が出て

いないか。

4 .  OWS  壁からの漏水( 湧水 ) はな いか。場所確認。

5  漏水( 湧水) の状況はどうか。

・どの程度の量か。

・発見した後、第 1 被圧水位を測定 して異常に低下し ていないか。

・湧水に土砂が混じったり 、にごった りして いないか。

6 . 土のうは指定の場所に用意してあ るか。 また予備の袋はあるか。

7 . 休日 ・夜間などの手薄なときに 、OWS 壁沿いを掘削していな

いか。

8  テe ィープウェルは正常に運転しているか。

9  ディープウェルの停電時用発電機は 、点検 ・盤備 をしたか。切

替要領は知 っているか。

10 . 休日 ・夜間などに異常があった場合、緊急対策要領 をよく理解

しているか。

町、
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(a) 側圧

'8日

6 7  8  9  10 11 

;1< 6 次

一 一
3 次 5 次 キ ソコン

トーーーーーー--< トーーーーーーー---<

12  

図 - 2 土留壁の側圧と変位

35.  

4日 50 

2次掘削完了

* " ' 斜切梁

- 3次掘削完7

旦1工

4次掘削完了

(b) 変位
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• r緊急時当直者の行動J

1  外周ティープウェルを直ちに運転する 。

2  緊急速絡系統図により、まず 0 0 ・0 0 0および0 0 0 0のO

名に連絡する 。場合によ っては 、その指示によ って埋設物企業体( 緊

急連絡先一覧参照 ) へ連絡する 。

3  可能なものから、応急対策を実施する 。

なお、掘削の進捗に伴 って連続土留壁の表面が露出してくるたび

に、表面の状態 ( まめいた ・介在物 ・ひびわれなど ) 、 継手部の状

態 ( くいちがい ・マ ッ トケーキ ・粘土の介在など ) を点検し、特度

の ifilJ 定を行ったが、結果はきわめて満足すべきものであ った。 また、

地下工事は何らの問題を生じることもなく、無事完了することがで

きた 。

図一 1 に敷地内の代表的なボーリング柱状図を示し、連続土留壁

に取り付けた土圧計 ・間隙水圧計および鉄筋応力計の位置、ならび

に層別沈下計の埋設深さを併せて示す。 また 、図 - 2 に掘削各段階

における側圧の illi J定値と、傾斜計 ( ifllJ 定管を連続土留壁に埋設) か

ら得られた連続土留壁の最大後み曲線を示す。側圧の測定値は、当

初仮定 した理論計算値と 比較的よく一致している 。掘削初期の段階

で、連続土留壁の頂音JIが約12mm内側に倒れたデータとな っているが、

これはパイル コラム築造時の械情1) ( ベノト工法) の影響によるもの

34  

D W停止( 第2被圧水) 同( 第 !被圧水)

一一一一一一- NO. I  

- ＮＮＮＢＮＭ苛 ←一 ｾｏＮ 2  

最終 421 ' m'( コ可)

10 11 12 57 1  

であると考えられる 。パイル コラムは次項サ庖工H の図一 1 に示す

ように、連続土留壁から l スパン ( 約 6 - 7  m) 以上離し、掘削率

も小さくする ( ベノト掘削面積÷ 掘削全面積= 4 .3 %) など 、この

影響を極力抑えるように配慮したつもりであるが、この程度の影響

は、通常避けられないもののようである 。 また、 lili 統土留壁の筏み

に対しては、管理目標値を設定していたが、結果はほぼ予想値以内

て・あ った。

図 - 3 に層別沈下計の計測結果を示す。層別沈下計は 2 期工事に

おける 1 期工事部分との接続のための資料を得る目的で、敷地内 2

個所に埋設したものである 。この図は G L - 52mの位置での値を不

動点と仮定して描いてあるが、図に示すように 地盤の上下方向の動

きは、掘削工事の進行 ・構造極体工事の進行 ・地下水位の状況など

と密接に関係していることがわかる 。この計訓IJ 結果は今後解析を進

めて、 2 期工事に反映させる ことにな っている 。

以上、主として監理サイドから見た地下工事について述べた 。そ

の他の事項については 、いずれ機会をみて発表したいと思 っている 。

段後に、施工を担当した大林組 ・鴻池組共同企業体の各位のご努

力に対して、厚〈感謝申し上げる次第である 。

( にしかわ こうのすけ 大 阪7市打附州R相郎附11仙1，

わかぱやし カか、づを 日挫設2訂1大阪本社大阪7市有庁f令守臣敗i理『宅z良
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権真台柱伏図

BI F床梁工事

( 中央部) lF床梁工事
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士可
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図 - 1

施 工 計 画

施工の世 ｪｾ 易度からみれば、雌しさの点では上位クラスに入るもの

との判断で、つぎの問題点を重視して施工計画を立てた。

(イ) 大| 荻村正田周辺の秋坊でかつ紋維な地! 冒と強烈な被圧水をもっ

た地盤を 2 0 m強掘削し、施工の安全性を確保しなければならないこ

l 主掘神i

へノト抗

仮住( 鉄骨)

Q WS  

SGL 
と。

(ロ) 東西は道路と遮断されており、敷地ーぱいに建家および地下

駐l . j J . 場への市路が構築されるため、進入路としては交通量の多い南

北の道路 ( 一方通行) だけとなり、また場内に余分の敷地がなく工

事事務所の設置場所さえない条件での仮設平面計画の難しさ 。

付 南北は堂島川 ・土佐府!)II に挟まれており近隣家屋の心配はな

いかわりに、J 1 i : lfII J には隣接して大阪府立図書館( 国の重要文化財)

があり、脳干干の問題と、当然ではあるが文化財の建物にいかなる ｊｪｦｾ

寺中を与えることも許されない環境にあること 。

(ニ) 市の公用乍の主E卓上易を敷地点1"IJ 1  F  L に仮建設し、地下本設

駐車場を早期lに仮オープンさせながら工事を進めること、それに{ 白ド

う安全性と来1ftlJ の工事が後 j庖工になる工程上の問題。

例 外装工 'J¥- は花岡石打ち込みプレキャストコンクリート版を梁

住壁の型枠として躯体コンクリートを打ち込む G P C - W工法て¥

その品質制度包: 耳II をいかにうまくやるか 。

(サ 市民が注目する工事であり、中之島公園 ・有名建築物に囲ま

れた美しい環境をそこなわない施工、さらに無事故でとくに第三者

障害を出さない万全の態勢づくり 。

などで・ある 。

図 - 2

逆打工法の特長として 1 F  L が、地上 ・地下同時施工のための重

要な作業基地として有効利用されるが、この完成時期が全工III に与

える J154別立大きいので、 1  F  L 床完了までの工程は急ピ γ チでi並行

させる方針をと った。この作業床ができてから (55年 3 月末 ) 地下

工事は本格的に進み、地上工 'J _ i . についても鉄骨工事 ・鉄筋工事 ・51

枠工事 ・G P C - W工 'J¥- と下から上に進行させた 。最盛期における

仮設平面計画は 図ー 3 に、断面計画は 図 - 4 に示す通りである 。

地上| 渚の施工手11頃としては中央コア部分 ( A 工区 ) を先行 し、南

北部分 ( B C工区) を後から追っかけていく工程をとった。南北部

分はデッキプレート敷きのコンクリートスラブを外周廻りがJ 1  m残

して打設し、鉄骨梁の i l i . が発生し ない段階で 2階分下の外装 G P C

版を取り付け、続いてい11I11J に51枠を組み立てコンクリー卜を打設し

ていくという l 階分の割面体完了までに数工程を必要としたため、工

恒設計画

地 下 工 事

前述の地盤条件下で地下工事を安全にかつ| 浪られた工WJ で完成さ

せるには、工法として、必然的に逆打工法の採用となった。述統土

留壁は ows 大林組ソレタンシュ工法で施工し、逆打ちの仮支柱

としては大口径ベノ卜杭とパイルコラムを採用した。その配置は 図

ー 1 に示す通りである 。

地下躯休の進め方としては、地下を中央音11 と周辺苦11に区分し、 J届

削の能率 ・安全性 ・労働誌の平司Jl 化を計り、 5 工区に工区分けしサ

イクルワークができるようにした 。 また、中央部地下 l 階の! l I 遺体 l立

地下 H 皆床梁のコ ンク リートを先行後/ 1 阪打ちとし、品質の目立保 ・経

済性 ・スピード化をねらい成果があった ( 図- 2  ) 。

第二被圧if!? 水層の水圧による盤ぶくれ防止には 11本の深井戸を設

置して減圧し、持| 水は堂島川に放 iたした e

述絞壁の動き、周辺地盤の挙動については 、慎重な計 iWげま裂を行

い、市当局、 B ，建設計の指導のもと、管理目標以内の結果を得るこ

位管理に苦労した 。

また、莫大な P C版の搬入は現場に仮置きスペースがないので、

35 主E築と社会/ 1982年 6 月号

とができ、過去に例をみない好成紛を収めることができたと自負し

ている 。



図- 3 仮設計画平面図( 地上階)

( 8エ区)
( C工区)

鉄筋型枠コンクリート作難階

vB4FL 

図- 4 仮設計画断面図
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4節鉄骨

鉄筋書目枠コンクリート作蝶階

3節鉄骨

S GL  

前日調整した必要ピース数を夜明けに到活さ

せ、交通品のＺｴｲ ｬ える午前 ＸＱ 侍までに桁 ｾｉｬ しを

完了させるという過密スケジュールが長期間

続いた 。工事用機械はもちろん計画段階に防

丞ピース数 ・機械能力 ・タイムスタディ・工

程等あらゆる要素をもとに電算処迎し、必要

台数を算出し、最小限にとどめた 。主要工事

機械としては、鉄骨工事用に 180 W タワーク

レーン 2恭を、一般資材用および P C版取付

用としてそれぞれロングリフト 2 基、移動式

ジブクレーン U- 6 0 を3 基、また、スラプ! 銅

ロを設け、テルハ 3 基を設置した 。 さらに、

本設エレベーターの早期完成により作業員、

小物資材の運搬を効率的にした 。

話が前後するが、前述の問題点のーっとし

てあげているように、敷地内に全〈余分なス

ペースがないため、計画段階で最もネ ックと

なったのは工事事務所の設澄場所であ った。

約 900 m' を必要とする総合事務所を附近で求

めることは不可能で・あり、離れた場所では工

事管理に支障をきたすことから、苦肉の策と

して東側の仮設立体駐車場の上に 2 階主主ての

プレハプ事務所を設置することで解決した 。

これにより、府立図書館からも現場が目隠し

となり、府立図書館から要求されていた ｲｾ 先

住環境を守るため45ホーン以上の騒音は困る J

との申し入れにも応えられ一石二鳥の効果と

なった 。 しかし、これも竣工 6 ヵ月前に解体

し他に移動しなければ工事にさしっかえるた

め、仕上工事のピーク時に工程の足を引 っぱ

る大きな負担となった 。

工 事 工 程

昭和54年 5 月より本敷地内の旧建物の解体

工事に若手した 。大部分が公用車の駐車場と

して使用されているため工事は一度にできず、

駐車場の移動確保を続けながら工事区域を分

割して解体工事・連続土留壁の工事を進めた 。

東側の連続土留壁が完了してその上に跨がる

ようにして仮設立体駐車場を完成したのが 8

月の下旬であったが、それから全敷地が一つ

のものになり本格的な工事の進捗が可能とな

った 。lili 統土留壁 ・ベノト杭 ・パイルコラム

. 深井戸の設置工事は本格的な地下工司Zが始

まるまでの重要な布石であり、十分な工艇が

必要なのであるが54年度内に完了すべ〈毎日

を戦場のような過密スケジュールの中で品質

粘度、安全施工に慎重な施工を進めた結果、

予定工期を短縮することができた 。

工程課題の中で最も苦労したのは、前述の

ょっに地下 2 ・3 階の駐車場をオープンしな

がら最終完成までの施工方法と工程であった 。

地下車路と防災を含む設備工事の完成を伴う

駐車場の完成時期の検討は着工と同時に開始
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を

し、市当局 、 日建設計、関

係諸官庁の指導のもとに結

論を得 、厳しい工程管理を

行いながら目的を達成する

ことができた。 地上地下階

とも 、工程計画通りほぼ進

捗したが、敷地の関係 、外

装仕上げの関係で資材揚重

を建家内スラブ中抜き関 口

に頼らざるを f与な〈、その

閉塞時期が最上 | 渚にある議

場関係の仕上げ変更等がか

らんで遅れがちとなり苦し

い工程になったが、今にし

て回想すれば出来上がった

作 品 をみるとき感無量で、あ

る。

全体工程表は 図 - 5 に示

す通りである 。

100 年の計のもとに設計

された市庁舎 、大阪のシン

ボル的 な建築を施工するに

当たり、品質精度の雌{呆は

日々の検収の積み重ねで管

理に努力した 。 なかでも、

外装 G P C 製品の品質と取

り付け精度の向上に、ハイ

グレードの議場の仕上げに

は細心 の注意で施工に当た

った。

労務安全面では J V  . 協

力業者および設備会社一体

となって取り組み、毎朝 B

H寺から全貝出席による朝礼

を実施し 、職長会を 中心 と

した自主的な安全対策を展

開させ、延べ労働者数21万

人、重大災害もなく無事工

事を終了することがて、きた。

これも市当局、日建設計 、

工事関係者の ご支援の賜と

末筆ながら感謝の意を表す

次第であります。

品 質 ・ 労 務安 全

トー
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大阪市庁舎 ( 第 llUI ) 新築工事

大林組 ・鴻池組共同企業体所長

/ 大林組

なかふじ おさむ

大阪市庁舎( 第 J lUI ) 新築工<j J -

大林組鴻池組共同企業体刷所

長/ 渇池組



大阪市斤舎( 第 1 期)

外装設計・構法

千葉春海/ 大泉研ニ

大正、昭和の、激動の半世紀以上の寿命を全うして姿を消すこと

となった旧庁舎は、その間に、大きな外装修理は行っていないと思

われる。今後は、社会的にも技術的にもより安定した時代に入ると

考えれば、新庁舎においては、 100年の耐用命数を考え、より高度な

性能を確保しつつ、予想される災害に対しては、技術の発達が可能

にし、社会の高度化が要求する確実な安全性が満たされる必要が

ある。

材表面の耐久性という意味では、石材とブロンズ材は最も伝統的

で安定したメンテナンスフリーの材料である。石貼りは大スパン構

造の変形への対応のため、ブロンズサ ッシュは水密耐久性確保のた

め、シリコーン材等の新材料や新工法を採用した 。

G P C - W工法( 花倒石打込み P C版鑓体打込み工法)

彫りの深い、ややクラシ ックな表現を貼石で形造るため、 小 きい

石苦手l も多〈、 S R C造下地への通常の湿式または乾式の石貼りによ

る1 . 2 万げの現場施工は、他に一般工法で l 万m'の石工事があり、

工期や熟練工の数の問題で困難と考えられた 。

また 18. 9mスパンの S R C のベアリングウオールで柱間隔が狭い

ので、 コンクリート打設後、工場製作の石打込み P C版をファスナ

ーで躯体に取り付ける方法では、 S R C構造体と P C 聞に取り付け

用の間隙が必要なため、意匠的に柱 ・梁が太くなり過ぎるきらいが

あった 。

そこで、石打込み P C を鉄骨に取り付けたあと、それを型枠とし

て躯体コンクリートを打込むことで取り付け間隙を 零にす るという、

高層建築物では恐らく初めての方式に踏み切り、理論と実験により、

安全性、施工性等を確認する方針を取ることにした 。

このような方式では、 P C版とその表面の石材は、石の下地への

固着度が高いほど、打込み石材として常に問題になる温度差や P C

の乾燥収縮による応力や変形、コンクリート打設時の大きい側圧、

上部コンクリートを順次打設することによる死荷重の逓増による応

力や変形の替積を受け、その後は構造体の乾燥収縮やクリープ、長

周期の温度変化等を原因とするものも加ｾされてくる 。 また 地 震に

よる 躯体の変形が直接伝わり、外表面は変形が最大になる 。これら

の場合、弾性率の高い石材が最も大きい力を受けることになるので、

石材にクラ ック、剥離等の障害をおこす恐れが多い。

このため石裏面には厚み0. 75- 1. 0rnrnのー液型シリコーン R T V

を塗布しその上に碇着用の珪砂を散布し、硬化後 P C 版に打込むこ

とにより半ば弾性的に接合する方法を採 った。 また併用するステン

レス製の引金物にもある程度の変形を許容しつつ石が暴れぬ程度に

拘束し、 P C版や構造体の変位が石にできる限り及ばぬようにした 。

なお、 シ リコ ーン層は、目 地切れやクラ ックにより石裂での凍結や

エフロレッセンスをおこす水の浸入を防ぐ役目を持 っている。さら

に P C版を鉄骨へ取り付けるファスナーも変位可能にしてあり、こ

38 建築と社会/ 円82年 6 月号

れらにより定常的な微変形に対応させるとともに、地震H寺は G P C

と躯体コンクリートの聞に明断とりをおこすことにより、全体とし

て重ねた板パネ状の変形になるようにした。

これらの設計は、多くの予備試験、石哀材の微動繰返し 試験、熱

ショック試験、実大打込み試験、実大笑速度変形試験および解析な

どにより、その性能が確認された 。私どもの検討では、実施工上の

制約もあり、 実施 したデ ィテールでは 1/400 で脱落なしの終局性能

は十分満足するが、 1/500- 1/600以上の柱見込面のみは面内 S 字変

形での表面曲率の緩和が少なく、石のクラ ックは発生の可能性があ

る。しかしながら、今後の経過ゃあるいは地震が本当の答えを出す

ことになろう 。

なお G P C 聞の白地は、コンクリートの洩れ止め兼用のクロロプ

レン 二次ガスケット と、外表面のシリコーンシーラントの二重シー

ルされた空間で、外部に通気し、 G P C の変形を許容するとともに、

コンクリ ートの余剰水や浸入水の排出通路とな っている。

石目地も含めてシールはシリコーン二液型て¥機水汚染が心配さ

れたが、石質や水切りテ・ィ テール等によっては必ずしも発生するも

のでなく、程度の問題と考えて、あくまでその卓絶する耐久性を優

先した。

等圧方式ブロンズサッシュ

ブロンズ ( 9 - 1 丹銅) もその素材の耐久性としては安定したも

のであるが、性質は重くて比強度が低〈、押出成形はアルミより困

難でごく単純な形の小型材しかわが国では得られていない 。 またス

テンレス鋼やアルミのように構造的強度のある溶接接合も期待でき

ず、板曲げ加工のみの加工性では高性能なものを作り得る条件に欠

けるとい ってよい。

したがって従来は、仕口や耐力や平坦度のため補強材が必要であ

り、通常は強度材である鋼裏打板の上に飾りに丹銅板を巻いてある

ような工法をとっている 。 しかも銅材と鋼材の接触は、仕口やシー

ル欠陥からの浸入水や結露水による鋼の激しい電食を誘発し、鋼の

発錆膨張で、強度の低い銅材が破損する事故も多い。 またシーリン

グ材の施工も要注意である 。

今回の事務室の標準窓は依め殺しの出窓の両側にカウンターバラ

ンスの上げ下げ通風窓を持つもので 、障子の一部、飾り tl[l 縁等に単

純な押出型材を用いたほかはすべて板曲材で構成したが、仕口は水

管目的のみの不活性カ" ス溶接を行うとともに、補強以外の裏打ち材

はできるだけ減らして、丹銅材に接する補強材はすべて S U  S  304 

実験風景



し、あわせて接合部の通気乾燥を計った。

開閉窓のエアータイト材はすべて高 51裂耐性シリ コーンゴムであ

り、低温 ・高温での弾性および耐クリープ性の非常に高いものを 、

各種の誤差や許容変形率を検討して用いており、非常に長期の気w

. 水密性能を確保できるものと々えている 。

以上のような方法により、速い将来シールその他に障害が発生し

ても、さらに長期間実用上の水禽耐久性を保つことを目標と L てい

る。

襟準出窓ユニ ッ トの水密試験では、初期において最高風圧210kgf

/ m人 放水 4 - Ｘｾ Ｏ ｭ Ｇ ・ ｭｩ ｮ Ｈ 風述 ＶＰｭ Ｏ ｳ 、室戸台風級、 ｃ =  1. 0  ) で

漏水せず、さらにすべての内外シールを阿波 0 .5 mmで. 20%切断する

というきびしい条件で、最高 105kgf/ m' ( 風速43m/s、 C = 1. 0) で

わずかの侵入水、 210同f / rげでもほぼ同様の状態という、等圧機械

ならではの成果を得た上、本番製品への改良の検討を行うことがで

きた 。 ( C は風力係数)

結露排水は室内ファンコイルドレインパンへ処理している。ファ

スナーは全体の熱膨張収縮、層間変位への対応を考虜し、 1/ 600 -

1/400 の面内変位によっても大きな被害はないことを確認している。

窓の上げ下げ力も 3kgf 程度で非常に経〈、騒音もない。繰返し

開閉テストを 3000回ではあるが行って、締付機構等の耐久性を改善

した 。

また屋上パラペ ッ ト天はアルミ鋳物材て¥弗化ビニ 1) デン塗料の

焼付仕上げであり、 25年程度の耐候 ・耐食 ・耐チョーキング性を保

つものと期待している 。

なおら大頁に、窓まわりの断面 ・平面の詳細l図をぬげるので、あわ

せてご参照いただきたい。

( ちぱはるみ 日 処 故 以 阪 本 間 他 査 1

おおいずみ けんじ 日挫設計大阪本社設計監理部j
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GP C- W  

ブロンズ

ブロンズ引抜材

グレイ パール水磨仕上

G P C - W 

イーイ 断面詳細( 縮尺 1/ 20)

荷重受フ ァス ナー

中央部 l 対

イ 「

窓台グレイ パール水磨仕上 |  

イ 司 ト 」
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ファンコイルユニ ッ ト

スチール 1. 6 t アクリル焼付

岩綿吸音板

システム天井
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目| 抜材

フロンス

タ 川ール J P 仕 上 口 J
グレイパール J P仕 上

ブロンズ引抜材

G P C - W 

窓まわり平函詳細( 縮尺1/ 20)

スチール 1.6 t  

アクリルt尭イ寸

スチール 1.6 t  

アクリル焼付

口一口 断面詳細( 縮尺 1/ 20)

グレイノ f ール

J  P 仕 上

グレイノ ｾ Ｍｊ レ

水磨仕よ



j レ

A 部詳細図

B 部詳細図

C 部詳細図

F 部詳細図

G 部詳細図

( 縮尺泌)

〆

チ- )レ 1. 6 t  

アクリ J レ焼付

l ι t スチーJレ

アフリル焼付
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金属を通して

空間を創造する。

大阪市庁舎

ｬ ｾ ，円周回Ｇ園周問調周庫医事面軍軍冒腫回目 ｪ

.国国市圏国市園町町町町町町町町町町町

田岡田田岡田岡田岡田岡田1111岡田町田
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・・・・・・・・・・・・・・・・E

1白limE

建築の内外空間に有用で美しし、金属製品を造りつづけて

60有余年〈田島〉は、その長い伝統をふまえた価値ある技術

t 人間精神の復活を金属に託して来ました。ここに培われた

〈田島〉の技術と精神はいま、日本と世界の新しL、建築の場

に役立ちたし、と望んでいま丸

主主田富 )11員 三 製 作 賄

大阪本底 干541 大阪市東区平野町2-1Q(平和ピル)

電話 06-203-4151 ( 代)

本 社 〒 100 東京都千代田区永田町2- 14-3(赤坂東急ピル)

電話 03-58卜6291 (代)



病院には病院用引戸

軽い、静岬こレールがなしずF 皐r ;F 百 z h F

アキュドアは、くろがねが特に病院用として開発した理想的な吊下

げ式のスライタfンクマドア( 引戸)で、「九 床にレールがないので、忠者

さんや車椅子などでの出入りもスムーズ、掃除もしやすく 清潔を保て

ます。間口幅が広く、 ストレッチャも肴諮婦さんが付き添ったままラク

ラク通れます。また、特殊なスライドレールの使用で軽く聞き、大型

ハンド] レの採用で肘や体で聞くことができます。 しかも 自閉装置

によ って、いちし、ち閉める必要がなく半聞きがありません。 ドアの

開聞は非常に静かで、、開り切る時にはブレーキがかかり 振動音を

立てることもないので、患者さんの安眠を妨げません。また、病院

経営面から見ても 、アキュドア L: J : 大幅にスペース効率がよく、 上部

レールの耐久性は抜群で、メンテナンスコストも少なくてすみます。

さらに 、 忠 者ー さ ん がドアで 、手 をはさんだ，Ｎｾ ， 聞いたドアに衝突して

ケガをする心配がない安全設計も、アキュドアの大きなメリッ卜で、す。

医療設備や技術の急速な発達に伴って、その施設のあり方が問

われている今、アキュドアが高い評価をうけ、建築の平面プランを

変えるまでに成長しました。

. アキュト・アには、「病院用」、「診療室用」、「手術室用」、rx線室用」、

「身障者トイレ用」、「事務室用」などがありまも

総合インテリ戸家具メーカー

匿名 ｾｴｴｦｲ ・
総説会社ｾｾｬｉ ｩｬｬ 工作踊

. お間合わせは本社 大阪市西区新町 l丁目4寄26号( 凶γ 橋中央ヒワν) 〒550 T E L 06( 538)l 012代 東京 東京都港区芝5丁目29- 20(三田ピ'w) 〒108 T E L 03(455)2171 代 佳 材 部
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間仕切りの機能乞徹底的に科学しました。

大阪市庁舎納入例

ガスケット ガラス 補強

笠木{ 鋼極)

シーリンヅ材

- プランナーウォーJ レI 型( 写真上) の繕造図
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必要に応じて室数をふやす、スペースを広

げるなど様々なニ ー ズに幅広〈対応する

「間仕切りJ =プランナーウォ- } レ。組み立て、

移設も短期間で完了… … 。バオ、 J レは全面

石官ボードで、裏打ちされ、すやれた遮音

性が静かな環境をつくります。 しかも現代の

要詰にこたえて耐火タイプも揃えています。

コクヨなら、全国的な組織で、施工体制

も万全、安心しておまかせいただけます。

遮音性にすぐれた間仕切り一 一 一

コヲヨ練武会社

本 社 大 阪 統 指 本 部 〒537 大阪市東成区大今里南6丁目 1番 l号

宮 (06)976-1221 (大代)

東京統括本部ーショ- . t - ーム〒 108東京都港区港南1丁目8醤35号

宮 (03) 450- 5111 (大代}

支 庖/仙台・関東・名古屋 ー京都・中四国九州

お問い合わせは制士総股用品事業部へ



主バ[ ] F  
今まで、のカー ペッ トではものたりない、

もっとハイセ ンスなフロアを演出したい

- あなたへ 。

ヨーロッパで、人気のクロスオーバーパターン

をお楽しみ下さし 1 0

. B .C .F. ナ イロン 100% 6 ，5 0 0円1m' . エメロ ー ドに関するお問い合わせば右の東リ営業所へどうぞ。

札 幌

仙 台

信 越

大 宮

千 葉

東 京

償 浜

名 古屋

京 都

大 阪

神 戸

広 島

高 松

福 岡

会 (011 ) 271- 2561

2 ω222) 94- 3505 

2 ω252) 41ー 1596

含 (0486) 43- 2135 

2 ω472) 42- 5419  

f t (03) 503- 3021 

2 ω45)  252- 2621  

f t (052) 733- 3471  

含 (075) 314- 6222 

含 (侃) 943ー 1641

f t ( 078) 392 - 1821  

8 ω82) 228- 3361  

n (0878)  33- 4410  

宮 (092) 411 - 9076
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。株式会社小野工業所

本 社東京都斗¥f J ] 医石原 4 丁目 12格 l 号 T E し 03( 624) 2261

大阪営業所大阪市淀川区阿 中山 3 T Fl 20番9号 T E L  06( 304) 0654 

1時 間 営 業 所 的 岡 市 南 町 12 得 22 号 T E L 0542( 86) 0105 
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美しし、フロアを演出しますユ

ファッショナフルに、機能的に。タイルカーベッドシーザータ

シーザーは、 国産初のタイルカーペットです。

そのすゃれた特長のかずかずは・. . . . .

・不快な臭いがありません。

・寸法安定性がす< - れてL' .I:す。

・静電防止対策も万全です。

・防炎認定を受けてL' .I:す。

・耐久性、吸音性にも' M' んでいます。

・雰囲気に合わせて、フロアテe ザインが演出できます0

・簡単に施工、敷替えができます。

・メンテナンスが容易です。

・省エオJ レギー効果は抜群です。

ｼ 出Ｚｾ

.  ，‘・

Ｇｆ 七三 ｾ￟ ＮＮ･Ｚ 宙胃理ｾ四国・

ゆ たＢＮイン ｲＩ アライフ ｴ､ｴＱ すｾｉｴ需のプラ ｊ ド

住江織物株式会社

大阪支庖 ・大阪市街区南船場3-11-20 TEL06(251)OO81 

本社・ 大阪市南区南船唱3-1ト20 T E L( 渇 (251)∞81 支底・ 東京

営業所 ・札幌/ 仙台/ 静向/ 新潟/ 金沢/ 名古屋/ 岡山/ 広島/ 福岡

連結所・盛岡/ 大宮/ 千葉/繍浜/ 京都/ 神戸/訟山



タカシマヤでは、園内はも

とより 海外までその優れた

技術によりホテル・オフィ

ス・庖舗・住宅・船舶・車絹・

航空機などのインテリアの

企画・段計・施工など承って

おります。

怠島屋

装 飾 部

電 話 大 阪 (06) 632- 3191

外 商 部

電 伝 大 阪 ( 06) 631 ー 1101 議 場 家 具

イ

ン

テ

リ

ア

の

す

べ

て

に

活

躍

す

る

タ

カ

シ

マ

ヤ

の

設

計

• 
装

飾

独創的なシステムで省力化を実現する

一一搬送設備一一

経 営 の 合 理 化 、 生 産 性 の 向 上 の た め の 省 力 化 は 高 度 な 機 械 化 を 推 進 し 、各 種 の コ ン ベ ヤ ー シ ス テ ム が

開 発 さ れ て お り ま す。

省 エ ネ ル ギ ー を 指向す る 現 代 社 会 に お い て は 、 生 産 ラ イ ン や 流 通 機 構 の 分 野 で処 理 作 業 の 無 人化 が 進

み リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ル に よ る 搬 送 設 備 な ど が 幅 広 く 活 躍 し て い ま す。 エ レ ク ト ロ ニ ク ス を 導 入 し た コ

ン ベ ヤ ー シ ス テ ム や 独 創 的 な 自 動 仕 分 装 世 を は じ め と す る 当 社 の 一 連 の シ ス テ ム ( 特 許66件 を 取 得 ) は

画 期 的 な 施 工 と あ い ま って 各 方 面 か ら 多 大 な 好 評 を 得 て お り ま す 。

当社は今後もより- ) 曹の研究開発と施工技術の革新に努力しシステムに対するあらゆるニーズにお応

え し て ま い り ま す 。

空 気 調 和1

給排水衛生

搬送機設備

設 計 施 工

環境革新を総合して考える

。第一エ業株式会社

本 社 * 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 3 丁目 3 番 1 号 (03) 211 - 8511番( 代表)

大阪支庖 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 6 番 14 号 ( 06) 364- 6661番( 代表)
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“ 時代の表現"

私達のデザインポリシーです ⑧釘5鷲

大阪・東京・名古屋・京都・神戸・福岡・仙台

宮 ( 06) 2  5  2  - 0  6  4  I  ( 03)  2  7  I  - 36 2  6  

DESI GN &  ENGI NEERI NG 

DI VI SI ON 

防火・防煙シャッター

その他各種シャッター

オーバーヘッドドアー

各種防災・避難用装置

a 、 東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

‘ＮＮｾ 大阪市東区両替町卜 ＱＲ 日本生命谷町ピル ｮ ＨＹ ＴＳ ＩＶＵＷ Ｑ

ｾ附 ｖ 東京都港区六本木 ＶＭ 3 第 一地 所 麻 布 ビ ル 合 (479) 2911

横浜 ・ 水戸 ・ 仙台 ・ 静岡 ・ 名古屋 ・ 富山 ・ 京ｾｾ . 神 戸 ・岡山 ・広島 ・高松 ・福岡他全国主要都市



営業種目

造作、建具、家具工事

化粧不燃板工事

可 動 間 仕 切

NAI S  WA L L  

ガラス繊維強化発泡石膏建材

P A R T L E X  

L ONL E X  

インテリア 企画 ・設計 ・施工

、哩当選言ｾ墨尾翼

圃ー- J J J r h  vJ - I  

ー=司
.  

内外木材工業株式会社

本 社 及 び 本 社 工 場 大阪府大東市谷川 2 丁目 7 番 1 号 室宝 ( 0720) 72- 2161(fI::)

本 社 営 業 部 大阪市東区高麗橋詰町 7 番地の 1 f i ( 06)  941- 5454附

東京支底及び東京工場 崎玉県入間郡大井町 亀久保1150 f i (0492)61-3611附

東 京 支 庖 営 業 部 東京都千代田区神田 1丁目 14番8号 含 ( 03) 292- 3841附

自動ドアは現代生活に欠くことのできないものとなっています。弊社では昭和31年、

純電気式自 動ドア ホアラビアングを開発、メンテナ ンスフリ ーのシンプルなメカと 、

静かな開閉で、当時不可能とされていた海外への輸出を可能にしました。今 日、圏

内はもとより、欧米各国へも数万台の実績をもち、世界のドアを開閉しています。

議う1五三; 自動ド?アヨピアニJ

[  ;ニ;ニミニ;;z:;zjZ;;L:LL二4付怜咋嶋峨{タ崎慌惜帰慌1器器慌粧鍛: 主佐担臨i2誌諮;i完:三i

:圏E i  ! 株 式 曾 社

H ロK U Y I口同AFJ諸問 31'L管区指呂志誌 弘 知JLR
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構 造 が 変 っ て も一

世=ロf ド聞取

の 信 頼 は 変 ら な い

営 業 品 目

・ ピニロイド防水工事

・アコシート F方ノド

・D N防水工 事

. 二三星プラス タイル貼工事

一一一 アスフ アル ト防水に取り組んで60年

ごうL守??tr W 三 星 産 業 株 式 会 社
1'...7 大 阪 出 張 所 〒550 大阪市西区点目I総 l ー 10- 17 大ぷヒル内・三 星 プ ラスオール製造 ・販 売 W ＢＧ ｲＢ ～ｾ ｊ ｋ ＧＢ＠ ' u.， v  ＢＢ ＢＧ～ＧｉＧｾ ｾ＠ ＧｪＧ ｾｊＢ ＧＢ＠ ｾ＠ " v  TEL(<<i )9721 

・三星シ ーリング材製造 ・販 売 V  本社 ・東京(292) 1961 ( 代 ) 札 帆 (721) 60J l ( 代 ) 仙 台 (62) 5201 ( 代 )

'  名古屋 (931) 4574(代 ) 領 問 (781) 3361 ( 代 )

属

針

金製 建
且

く〉軽量 ドアー- ホテル、住宅用に

く〉重量 ドアー- 防火、防音、断熱用に

く〉スライデイン外マー - 医療施設用に

く〉マ グ ニ 8 - 耐震用に

く〉ヱジョイント - 型鋼カーテンウォ

ール用に

。

⑧ 理 研 鋼 機 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大阪市東区淡路町4丁目 54番地( 興和淡心ビル)

本社東京都港区西麻布4- 15- 21( 第六興和ビル)

支庖東京、名古屋、 仙台、福岡
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9 5  

ポートアイランドスポーツ

センターの構造( その 1)  

- 構造設計一

三 宗 司 郎

1 . 大スパン構造物への取り組み姿勢

〈大スパン構造物は、構造力学が優先していい

のか〉 現代建築のデザインは、多元的価値観ゆ

えに、種々の流れが生じ、それらの社会的意味合

いに押され、ともすれば、手段としての架初手法

としても停滞気味と思われる 。今、 「兵の創造住

とは何か」を再び問い返す必要ーがあるのではない

か。 多くの在実な大空間構造物( 作品群) の中で、

たとえば、代々木屋内競技場は際立 って優れた存

在と言える 。 イメージの確かさ、椛造と意匠の融

合した美しさ、吊構造としてのダイナミ ックさな

ど、この作品は、数多くの示唆に富む内容を持 っ

ている 。「まずイメージありき」は徹底されるべき

であろう 。 それは、最終の形態以前の原型( こと

ばとでも言えよう) の問題である 。 スパンに比例

する大空間 コストとの戦いで、作品の創造性のな

さについて、予算のせいにすることは戒められる

べきであるし、また、 “ いわゆるデザイン" が良け

れば榊造的にはどうでも良いという考え方は成り

立たないと思う 。

( 大スパン構造物における創造性の方向〉 建

築意匠に術造が従属することは、自然な取り組み

とは言えない。意匠 ・構 造 - 設備、それぞれの考

え方はE いに整合性を持つという“ 柿成の兵" の

くをｾ

PRI NCI PLE  

DE S I GN DI A GR A M 

追求が必要と思う 。構造は決して裏方ではなく 、

構造それ自身の視党的認識を強〈押し出す必要も

ある 。 デザイナー的片寄った発忽で、変わ った形

が単純に創造性につながるとは考えられない。創

造住は、ある意味で、歴史の流れの中で原理を再

認識することから始まると思われる 。 たとえば、

組積造等の迫持精造、平行弦トラス、ラーメン、

シェル、吊構造、テンション椛造、空気膜機造、

というように 、技 術開発は進んでいるが、技術の

最先端を歩む姿勢は、必ずしも純粋に新しい構造

形式のみならず、過去に使いふるされたと思われ 問

る、たとえば、迫持精造のようなものを洗練させ

る努力ではないだろうか。 そして、可能性として

は、いくつかの椛造形式の原理を兼ね備えた境界

領域のようなハイブリ ッ ド志向も新機軸として期

待されよう 。創造性は、合理性に裏打ちされた 、

節度ある表現的態度によ って生まれてくると思わ

れる 。

1 I . イメージと架構形式の決定

〈埋立地盤の沈下問題の解決〉 プレロードと

サンドドレーンを施し、圧密it 下の促進を図り、

計算上、 10年後の洪積粘土層沈下盆が10 .7cm、不

同沈下量が平均で 1. 0cmとなった。 大屋根は、多

少不同沈下が生じても影響が少ないように、基本

的に 4 点独立支承とし 、プール部はベタ基礎で直

接土層へ支持させ、また、スタンド部も独立させ、

全体を三つの精造部分に分けている 。杭は、先端

拡底コールタール塗布ノンネガ杭を用いている 。

大屋恨架織は当然保れへの対応を十分できる扱い

としている 。

〈シャープなイメー ジの具現化における架橋パ

ターン〉 相設する こ つのピラミ y ドにより、ダ

イナミ ックなシャープさを表現しようとしたが、

そこで最も留意: したことは、カの流れが素直に理

解できる形態にするということと、迫持ち形式で

あり吊構造的( 大ピラミ y ドが小ピラミ y ドを吊

り上げる) 扱いをするスペースフレームとしたこ

とである 。 当初、いわゆる立体トラスで各面を構

成しようとしていたが、無数のピンジョイントに

よる圧縮と引張が入れかわる可能性を考慮し、力

は単純に流すのが最も合理的と考え、 1016 員のメ

インフレームにより、全体の大屋根の形を精成し

ている 。 また、 4 点支承位へ、視覚的にも力が流

れているように感じる大屋恨形態としている 。

〈大屋根骨組みの決定〉 力の流れを明快にす

c  

AB. CD' A G.A E ' BG.BF  I  

f : j5 - 1 .016 x l  
C H.C E .DH.DF ' GE .HE  1  

GH :  ｪＵ ｾＳＵＰ Ｍ ＷＰＰ ー ＷＰＰＭＳＵＰ X  I  

B  

E F . F G.F H :  j5 - 350 x l  I は板1' 1. を示す。

〈工期短縮のための手段〉 工期が短いため、

まず地上で大屋恨を仕上げまで行い、リフトア y

プし、後は、天候に影響されずに 内部の施工を行

えるよう考慮した 。 リフトアップは、架構 全体を

架けるもの( 屋根) と支えるもの( 往) を明確に

区分した結果可能となったのであり、鉛直荷重に

よるスラストを内部処理した架怖を下部精に述結

させることができ、設計施工両面において成功し

たと思 っている 。

ill . 意匠と構造のヴォキャブラリー

(内部空間と外部空間のアイデンティティー 〉

形態全体はメインフレーム 1016 1> で構成し、 外部

と内部は表情を変えるが、 同 じフレーム認識がで

きるように考慮している 。 ポーシェの価値を利用

しで、内外空間を全く巽なるものにするのも一つ

の手段であるが、大空間においては、内外それぞ

れの空間の心理的構造的同一性( アイデンティテ

ィー) を大切な項目として捉えた。

(ヲ| 張材と圧縮材) 引張材は引張材らしく、

圧縮材は圧縮材らしく表現をし、それぞれ3501>，

1016戸とし、視党的に 明快に識日IJ 可能にしている 。

るために、 1016戸( 圧縮材) 、 350 1> ( 引張材) のメ 中央のフライングしている圧縮材は、 3501>- 7 0 0員

イ ンフレームと各三角形面を椛成するサプフレー - 3 5 01 > というように、圧縮材らしく、両端を絞 っ

ムを区分して扱 っている 。携みの扱いについては 、 でいる 。

最大架構鉛直後み 194"Ym、 三 角形板の中央部での 〈ピンの扱い) 101仰 の ジ ョイントは鋳鋼ジ

曲 げ変形を含めての挽み 266弘であるが、あえて、 ョイントで有機的にスムーズに力が流れる形態に

キャンパーを採用することなく、仕上材の処理で し、引張材は一 軸性のピンジョイン卜として扱い、

対応している 。地震と風洞実験を行った風の影響 4 点支承往は、リフトアップに用いた 700員の芯位

は小 さく、温度応力は無視できる程度であ った。 をユニバーサルジョイントとし、鋳鋼で約200員ま

とくに風の動的効果については、本構造が鉄骨造 で絞 っている 。

三角形板の迫持機構による比較的リジッドな構造

であるため十分安全であると判断した 。大屋恨の

各面の角度の決定は、視覚的メリハリとともに面

外座屈を防ぐという考え方が一致したため、ある

必然性をも って決定できた。

参考資料

① カラム No. 80. 1981. 4. P P. 65- 74 

②n縫 7 ーキテ ヲチ ュ7 No.  111 .  1980.6.  PP. 44- 46 

③述書きl岨世i No.  153 .  1981. 6. P P. 95- 98 

( みつ むね しろ う 株式会社昭和設計企画部部長)

建築と社会/ 1982年 6 月号 51 
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配管の外面防食( その 2 )  

溝 口 厚 雄

( その 1 ) では下記のl ) ' ( について紹介しているのでご参照いた

だきたい.

・配管腐食事故と対策

・腐食のメカニズム

.  外菌防食管の種類と特徴

今 日に い た るま で 、 外商 |功 食 管 の 主 流 は ア

ス フ ア ル ト塗 寝 袋 管 な ど 、 い わ ゆ る 漉育質主主

硫 装 、 塗 装 、 め っ き 、 防食 テ ー プ 巻 き 等 で あ

った。 これ ら は い ず れ も 荷扱 いや 布 設( 配管)

時 に 矧 傷 し ピ ン ホ ー ル が 発 生 したり、 ま た 塗

忍i装管てーは切 断 や ね じ切 り 等 の配 管 加 工 に 際

して 防 食材 層 を1{<1J ぎ と ら な い と 施 工 で き な く

配 管後 そ の 部 分 を 補 修 す る な ど の 煩 わ し さ が

あ り、 業 界 か ら 改 良 が 望 ま れ た 。

近 年 プ ラ ス チ ッ ク の 発 達 に と も な い 、 防 食

管 へ の応 用 も 進 み 、 プ ラ ス チ ッ ク ! 坊食管 の シ

ェ ア ー は 逐 次増 大 し て い る 。 表 - 4 に 外面 防

食 管 の 種 類 と 特 徴 を 示 し た 。

.  プラスチック防食管

防 食 管 に 使 用 さ れ る プ ラ ス チ γ ク は 、 硬 質

塩 化 ビ ニ ル 、 ポ リエ チ レ ン ( 変 性 を 含 む ) 、 エ

ポキシ、 ナ イ ロ ン 、 フ ェ ノ ー ル ・・・ ・ ・・ ー等 々

数 え き れ な い が 、耐 食 性 、 強 度 、生 産 性 ( コ ス

ト ) 等 商 品化 要 件 を 満 た す も の は 限 定 さ れ る 。

お よ そ 国 内 で 生 産 さ れ る プ ラ ス チ ッ ク 防 食 管

は ポ リエ チ レ ン 系 と 硬 質 塩化 ビ ニ ル 系 に 分 類

され、 い ず れ も t1jl 出 機 に よ り ダ イ レ ク ト に 被

額 す る 方 法 が 有 望 と さ れ て い る 。

- 硬質塩化ビニル被覆防食管

汎 用 プ ラ ス チ ッ ク の 中 で 硬 質 塩化 ビニ ルは、

強 度 、耐 薬品性 、 加 工 性 、 価 格 等 あ ら ゆ る 点

で舟バランスのとれた樹脂で、 水 道 配 管 資 材 と

し て 飛 践 的 に 伸 び た 。 表 - 5 に ポ リエ チ レ ン

と の 性 能比 較を示す。

防 食 管 へ 応 用 し た 場 合 、 |坊 食材 層 皮 膜 の 機

械 的 強度 が 大 き い の で 、 た と え ば 切 断 、 ね じ

切 り 時 の パ イ プ パ イ ス 固 定 や ノ ぞイ プ レ ン チ に

よ る 配 管 時 に お い て も 、 皮 膜 損 傷 は 表 層 に 留

ま るの で ピ ン ホ ー ル 等 の 欠 陥 は 発 生 し な い 。

した が っ て ね じ 接 合 に よ る 配 管 作 業 に お い て

は 、 従 来 の 鋼 管 の 方 法 が そ の ま ま 適用 で き る

52 

表 - 4 外菌防食管の種類と特徴

分 ｾｩ 経} j lJ 被 税 方 法 適Ｈ用 ｾｪｪ サ食イ厚ズ(さm))  特 徴

表商処理後、誘導力H熱加熱炉などで鋼管を約240' Cに加熱 - 金属との接; l 'j
静.

エポキシ 700- 1600 

装

粉体検装

し、次いて.'m¥屯スプレーでエポキシパウダーを塗装する。

( 0. 2- 0. 4)  

性が大きい。

塗装後 1- 2分経過( 硬化反応促進) させ冷却する。 - 大量生産が可能。

め

つ

通n- の亜鉛めっき )'(→(20乾0-燥2印→℃i喜) 融(47亜O"C鉛)  
6  - 500 - 司Z食に弱い。

き
亜 鉛 め っ き

問責洗→フラ ック ス佼 ｩＩＧＨＮＮＮＮＮ Ｎ ｾｾＮＮＮＮＮ￬ ￩ＧｉｍＡＡｉｅｩｦ［ ｦ 哲→水冷 (4∞~側gl町) - 防食の信傾性が低い.

表面処理後、アスフア ルトプライマーを塗布。乾燥後鋼 - 水道用埋設管

管を回転させながら 170- 230' Cに加熱溶融したアス 7 7 として笑級大。

アスフアルト ノレトを哲ーに注IJII し、さらに溶融アスフアルトを含佼させ 100- 32bo • ｾｪｪ 食皮膜が弱

漉腎質

塗 再i 装 た繊維質稼{ 装材をスパイラ J レに巻きつけ、管端仕上げ後 ( 3. 0- 6 .0) 〈取り扱い時

ホワイトウオ ッy ュを塗装する。塗恕i装方式は l 副また に{ おやピンホ

は 2 回検装。 l 重巻、 2 重巻などがある 。 ールが生じゃ

塗

すい。

覆

表問処理後コールター J レプライ 7 ーを 主主布 e 乾燥後、 il i: - 配管施工時に

装
コールタール

物質微粉入リタールピ ッチエナメルを 210- 250' Cに加熱
防食材層を 4省HJ 

7存融して回転する鋼管に主主力Hし、さらに浴融エナメ ルを 600- 3200 ぎとり、自己

エナメル

含色止させたヘ ッシャンク ロス等を巻きつけ、管端仕上げ ( 3. 0- 6. 0)  接続後補修す

塗 務i 装

後ホワイトウォ ' / / " ュをお監装する 。塗被装方式は前記ア る。

スフア J レト冷離装に同じ。

この方法は配管・布設後に配管現場でl坊食するもので、管 - 配管布設後の

防食テープ 表面の iJl Jや汚れを除去したのち、 I孟ピまたはポリエチレ 15 - 1500 防食力11工であ

s)j 
巻 き ンの i功食テープをスノぐイラノレにラ y プしながら巻きつけ

( 0. 5- 1. 0) 
リ、とくに土

食
てゆく 。 中埋設の場合

ア

接手昔日に欠陥

7  

この方法も i坊食テープ同様 、配管布設現場で防食する 。 が生じやすい。

巻
ベトラテープ

ナイロン等の不織布にペトロラタムを主成分とした粘稲

15 - 1500 

斉IJ 入りテープ( ペトラテープ) をスノマイラルにラ ップしな
き

巻 き
がら巻きつけてゆく 。 さらに、その上から| 坊食テープで

( 1. 0- 3. 0)  

保護するいわゆる箆防食工法もある。

プラスト法などで表而処理後、管体を 300' C近くまで宛

450- 1200 

- 防食1m工は工

ポ 粉 体 融 活 法 i品し、次いで粉末ポリエチレンを鋼管外国に散布して熱 場でできるの

により i寄倣させる。

(1 . 8- 3. 0)  

で品質が一定 l
ヱL

チ

表面処離を施した鋼包ーに )JII 熱浴融した按稲荷IJ を0 .1 - 0 5

し量産て' きる判

レ

- 皮映の防食性

ノ

mm主主和した後 、中低圧または高圧ポリエチレンを j lllW機

20- 2000 

官Eはよいが強

被蒋{

j ljl 
出 法 てサ比和 ｾ ￬ 容倣。クロスヘ ッ ドダイまたは ｔ ダイによリ直後 i支は今一つで

またはスパイラル状に巻きつけ被覆し、絞いて 同様の1J
(1. 2- 2. 5)  

配管時にn通

法で包装用ポ リエチレンを被覆する 。 することもある。

表面処理II を施した鋼管にゴム系または合成樹脂系按務斉11 - 工場生産で品

をきｾｾ主。乾燥後、ｬ￭ｩｉＡ質嵐化ビニＯレ樹脂を ｪ Ｔ ｊ 出機です比斜Ａ協同虫
15- 200 

質安定。

)111  出 法 し、クロスヘッドダイにて直核被寂する 。原告・として鋼 - 防食皮絞め強

管の代わりに嵐ピライニング鋼管を使用し、内外面被雅{

(1 .6 - 2 .5) 

度、性能ともよ

をすることもできる 。 〈、切断やパイ

プレンチによる

表而処理を施した鋼管にゴム系または合成附)m系接ff 斉IJ 締め 付けの際

Jレ

を主主布乾燥後、別途 )l j lW機にて成形した熱収納性硬質t孟 にもピンホール

被覆 ｾ ｬｬＮ＠ 縮 法 ピ管に抑入。続いて 150' C - 230' Cの加熱炉へ投入し、熱

15- 200 

の発生はない.

収紡することにより被離し冷却する 。原1 : 1 = に広ピライニ
(1 .6 - 2 .5)  

- 専用の防食継手が

ング鋼管を使用し、内外商被穏をすることもできる。 市販されている.

表- 5 硬賞者E化ピニ J レと高密度ポリエチレンの特性

、、- 、、、- - - 、
単 位

硬質 高密度
ー、- 、、、、、、- - - - 、

単 位

硬質 高密度

塩化ピニル ポリエチレン 塩化ピニル ポリエチレン

]. ';H1JA強さ kg .(  Ic町 500- 550 218- 390 11 体fi 't国有抵抗 ohm.cm 
>  10

16 

> 10
16 

2 仰 ぴ %  50- 100 50- 1000 12  絶(段縁階強上さ刻法) KV Imm 375- 750 440- 600 

3 圧縮強さ
kg .(  IC1rr 560- 950 200- 253 

4 . IUJl H虫さ kg .(  Ic町

170 -

7. 0 

1150 

5  衝( ア聖イ書強

ゾ y トノッチ)

kg.f ・佃i'" 2. 2- 80 2. 7- 110 

6. 硬さ ショアー D 70- 90 60- 70 

7. 熱伝導I立 w耳 咽 t 3. 0- 7. 0 11. 0 - 12. 4 

8 .比 熱
eavt.gr 

0. 2-

0. 55 

0 .28 

9. 線膨張係数 cm/cm.t  7.0 - 10. 0 11. 0- 13. 0 

10. 耐熱性( 述絞) ℃ 65- 80 121  

と い う メ リ ットがあり、 他 の プ ラ ス チ ッ ク 防

食管= にはない特徴といえる。

さ ら に ね じ 継 手 ( ね じ 込 み 式 可 鍛 鋳 鉄 製 管

継 手 ) の 外 面 に 同 質の硬由貿塩化 ビ ニ ル を 被 覆

した |坊 食 継 手 も す で に 市 販 さ れ 、 さ ら に 原 管

と し て 水 道 用 硬 質 塩 ビ ラ イ ニ ン グ 鋼 管 を 使 用

し て 内 外 商 を 硬 質 塩化 ビニルて' 被縦したもの

誘(6電率
13 .  ＨＧＶￒ ｾ ｈＧ［Ｉ＠ 3. 2- 3. 6 2. 3- 2 .35 

14 誘(6電OH正z接)  

0. 007 

0. 0005 

0. 02 

15 アーク低抗 sec 60- 80 14 0 - 190 

16. 吸(1水/8準m 厚24hr)

0. 07 

く0. 01

0. 4 

弱酸 。 。

17. 面tl'l女性 強問責

。~ム ×  

弱アルカ 1)

18 .耐アルカ 1) 性強アルカリ 。。 。。

19 燃焼温度 ℃ 自消性 1. 0- 1. 04 

も 開 発 さ れ て い る 。

こ れ ら を 用 途 に 応 じ て 選 択 す れ ば パ イ プ ラ

イ ン 全 体 を 恒 久 的 に し か も 低廉 に 防 食 で き る

の で 、 硬 質 塩化 ビ ニ ル に よ る 防 食 が 最 も 進 ん

だ 方 法 で あ る と 考 え ら れ る 。 ( お わ り )

( みぞぐち あつお 三菱樹脂株式会社製造郷 1部

パイプ技術サービスグループ)
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拡底ぐい工法

- T F P工法一

柴 田 泰 孝

1. まえがき

近年、土木・建築構造物の大型化・高層化にと

もない、大口径 ・大深度・大支持力の基礎ぐいが

要求されている 。 しかも社会的な問題である振動

騒音の公害についての対処が可能で、かつ経済的

に施工できることへの要求がますます高くな って

きた。

この要望に応えるために、従来のリパース機と

は全く異な った水中 ポンプ内蔵型l で、くい の底面

を拡げることのできる画期的なリパース掘削機が

開発された 。財団法人日本建築センターの評定を

受け、東洋式拡底リパースサーキュレーションド

リルぐい ( T OY O F R E E  DI AME T E R  PI L E工

法) として開発以来、すでに、数多くの実績を残

してきた。

2 .  T F P工法の特長

本工法は、泥水の逆循環によ って掘削土砂の排

出を行うリパース工法で、直 ぐい 、お よび拡底ぐ

いの築造を目的とした低振動・低騒音の場所打ち

コンクリー卜ぐい工法である 。

リパース工法の大口径・大深度掘削が可能であ

り、また、くい先端を拡大することによ って支持

力の増大、したがって工期の短縮、工費の節減が

可能となる 。

性能特長としては、以下のものがあげられる 。

(1) 自在径のくいの路工が可能

油圧駆動の特殊な拡翼ピ y トによ って拡底掘削

はもちろん、設計条件に合わせて、くいの上部を

拡げた拡頭ぐいの施工が可能であり、合理的・経

済的なくいの施工ができる 。

』品tJ

TFP機

σT0610型)

鉱底ピ y 卜¥、、

T F P工法施工順序

(2)高い掘削能力

従来のリパース工法が地上サク ションポンプ方

式であるのに対して、本工法では水中ポンプ方式

( デリベリータイプ) であるため、揚泥能力がき

わめて高〈、 70mを越えるような大深度も能率よ

く掘削することができる 。 また、掘削回転トルク

およびピ ッ ト推力 ( 本体自重) も大きいため、 N

I底50以上の締ま った砂層 土丹精・砂れき層の掘

削にも大きな威力を発律することができる 。

(3) 自動制御装置による

拡底形状の確認、

地上部における制御

盤の簡単な操作のみで

車曲目、および拡底部の

正確な掘削が行われ、

施工記録および拡底部

の掘削形状が掘削と同

時に記録紙に捕かれる

ので、確実な施工管理

が行える 。

(4) 高い垂直精度

偲削機本体重1誌が大

きいことと、さらに回

臨噛

鋸り起こした鉱底 ぐい

掘削機 ( TT0811型) 本体 T F P工法く い寸法図

転反カを地上部にとっており、ピットのみが回転

し本体 ・排土パイプは向転しないため、非常に高

い垂直精度が得られる 。

(5刷工法と併用掘自IJ

通常、場所打ちコンクリートくい 3 工法と 言わ

れる 。

・ベノト( オールケーシング) 工法

. アースドリル工法

・リパースサーキュレーションドリル工法

によって納部掘削し、本機によ って拡底部掘削の

み行う併用掘削工法が可能で、、敷地 ・地盤条件お

よび設計要望に適応した工法が採用できる 。

3 . 評定事項

本工法は昭和53年 9 月25 日( 財) 日本建築センタ

ーの評定 ( BCJ - F151) を得た 。

( l ) TFP工法ぐいの許容支持力度( 最大値)

長 期 ・250t /m' 短 期 : 500 t/m'  

この最大値は、標準貫入試験の N 値が50以七の

良質な支持層( たとえば東京れき層 天満砂れき

層に相当する地盤) 支持させた場合とする 。 また、

くい拡底部の有効径は公称径より 10cm ( 拡底部周

縁より 5 cm) を差しヲ| いた値とする 。 なお許容耐

力は上部構造および地盤条件に応じた支持力なら

びに沈下公の検討を行 った上で、決定するものと

する 。

(2) コンクリート強度

使用するコ ンクリートは 、設計基準強度 F c =180

- 320kg/cnl 、水セメ ント 比5 5 %以下、スラ ンプ19

cm士1.5cmの普通コンクリートとし、許容応力度を

次表のごとく定める 。

(kg/c.t) 

長

一

自

一

つ

F

4
n
一

ふ

U

-

一

叶

兆

一

p

i
v

-

-

v

王

一

♂

引

i

-

1

-

4

i

 

ml 

せ ん 断

( 3) TFP工法ぐいの施工寸法

T F P機型式 | 納部直径 ( d )

加叫

拡底部直径 ( D )

1，200- 4，100 

1，300- 4，200 

1. 200- 3. 800 

900- 2. 700 

T T l 016 

TT0811 

TT0610 

TT0305 

1，200- 4，100 

1， 300- 4， 200 

1，200- 3，800 

900- 2，700 

注) ・拡! 底角度 8は12・以下とする 。

- 立上 η部hは、 300間以上とする。

• D 孟1. 79d +100とする。

( しばた やすたか 東洋基礎工業株式会社関西支I苫)
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ツ

抜
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建築家に聞く

内井昭蔵・長谷川尭

.. . 1982年、新春放談・・・

一 一健康な建築を語る内井昭蔵に、

不健康な建築について考える

長 谷 川 和f 迫る 一 一

レ ポ ー ト

重厚でいかにも健康的な内弁昭蔵氏、そして長

身で顎髭をたくわえられた長谷川発氏。 138名の

多数の来聴者を前に、両氏による精力的な講演お

よぴ対談が行われた 。

まず内井 ・長谷川両氏がおのおの 20分程度講演

され、その後対談、最後に内井氏のスライド、と

いう形で進み、熱気につつまれたものとな った。

内弁氏の言われる健康な建築の粂イ牛とは、

1  . 丈夫な建築であること 。

2  長持ちする建築であること 。

3. 生み出す能力を待つ建築であること 。

4. なじみやすい建築であること 。

の 4 点であ った。つまり、 Ui ' l l 造的に強〈、また

内部の機能的変化に追随する 。2 .普の建築がそう

であ ったように使い込むほど良くなる 。3 .怖が絡

みつきやす く、思い出を付加できるもの、また機

能を生み出す、つまりいかような用途にも使える

空間を持つ。4. 生活機能に対するな じみと自然環

境に対するなじみがあるが、生活機能に対するな

じみやすさとは、 at home な空間で、 human scal e 

で、自然なテクスチャーであるということ 。 自然

環境に対するそれは、最近の建築に兄落とされが

ちな気候風土という婆紫を考慮しているというこ

と。

以上 4 つの粂件は、それぞれ絡み合う条件であ

ろうし、ひとつの条件が欠けても健康な建築とは

言えないであろう 。氏が言われる健康な建築とそ

の条件は、あたりまえのことである 。建築は、消

耗品と してではな く、長 く残 る文化 として取り被

うべ きであり、そうなるような建築を造らなけれ

ばならない。 そういう建築が{ 健康な建築であろう 。

氏は言われる 。 r このあたりまえの概念を逸脱

した設計がなされていることが、建築家の職能の

確立という点から見ると問題である」。建築をつく

る者として、社会的責任を再認織する必要がある

だろう 。

|動物の巣と比較して |

長谷川氏は、動物の巣と比較しながら現代の建

ディメンションが軽視されてはいないだろうかと 。

そして、人間の建築が動物の巣と比較して良く

なったか どうか疑問であり、そうでない方向へ向

かっているのではないかと現代の建築の方向に鋭

〈答告される 。

匝亙E

両氏とも現代の建築の現状に対して、それぞれ

違 った立場からの筈告をされた 。 そして現代の建

築が不健康にな った原因を{ 聞の側面から見る 。

内井氏は 言われる 。 r今の建築の原因のひとつ

は、自分の物を造ろうという意識のある人が少な

くな ってきたことである 。施主、設計する側、施

工する側それぞれに閉じ問題がある 。 いい建築を

つくるためには、ある意味では施主教育とい った

ようなことが建築家の必要な職能の範囲にな って

きているのではないか」。

これに対して長谷川氏は 言われる 。 r 日本の社

会は組織的なものに個が埋没してゆく現状だが、

いつまでもそうではなく、{ 悶を尊重する時代が来

るのではないか。建築もそうな って来れば、おも

しろくなる」。

つまり健康な建築をつくるためには個が重要な

要因であり、建築家はとくに努力が必要であると

いうことであろう 。

|設計の原動力 |

さで、個の問題として、建築に対する創造の原

動力とは何なのか。長谷川氏は言われる 。 r ライ

トに見るように、建築家自身が内に欠けたる物( 不

健康な物) を意議して、それを埋めるためにする

作業が創造力である」と 。 また、その創造力を表

現するために、内にエネルギーを蓄積し補充しつ

づけることが必要であると 。常に作品に不充実感

を持つこと、不満を持ちつづけること、そしてそ

れを埋めようとすることが必要で、あるということ

で、あろう 。

*  

対談後、内弁氏より、内井氏の作品、ライト 、

カーン、 ジェファーソンの作品およびソ速の教会

等のスライドを見ながらの説明があ った。

「健康な建築を語る内弁昭蔵に不健康な建築を

左・長谷川発氏右・内弁昭蔵氏

まちなみの形成

寺尾
'"昆
再呈

内井氏の 言われる「健康な建築」の条件には私

も同感であり、これにあえてつけ加えるとすれば、

周辺のまちなみとなじみ、なおかつ周辺の建築物

や景観の形成をリードしていくものであることだ

と思う 。

ところで、 一般的に、金をかければ良い建築が

造れるのは確かだ。 しかし、たとえば一定の標準

コストや庶民の手の届く価格で「健康な建築」が

つくれるか。 また、機能性のほかに装飾的、流行

的な要素の必要な商業建築についても、限られた

予算の中で「健康な建築」ならしめることができ

るか。 これらは、設計者の創意工夫と誠実さはも

ちろん、施主や建物使用者の建築物に対する価値

感と愛着のもち方にも大きく依存していると言え

ょう 。

内井氏の作品は、奇抜なところは少なく、確か

に、時を経ても「風化による美しさ」や、 「使い

こむ」ことにより良さの出る建築が多く、また、

周辺の自然環境やまちなみにも 、よく溶け込んで

いると思う 。

しかし、内井氏の作品のような建物はごく少数

派であり、世の中の建築物の大半は、経端に奇を

てらったものや、鉄骨製、コンクリート製の直方

体の箱、モルタル塗の木造家屋などであろう 。 こ

れらは、まちなみの形成要素としての配慮などほ

とんど払われず、個々ぱらぱら好き勝手に建てら

れていると言える 。

これからの建築は、とくに市街地内においては、

美しいまちなみの形成の立場から、 一定の秩序を

保ちながら、個々の美しきも生み出すような建築

物として建てられるべきであると思う 。

内井氏をはじめ有名な建築家の作品は、記念碑

的大建築が多いが、これらを少数派建築とすれば、

「あ っと言 う問l に建ち、あ っと言う聞に話題される

短命な」大多数の建築を、いかにすれば、それら

の少数派建築と同じように「健康な建築」に変え

ていくことができるのか、現代のわれわれの課題

築を、“ 3 つの D( Def ense，Di ment i on， Detai l ) "  考える長谷川売が迫る」という物物しいテーマだ として考えていきたい。
(大阪市都市: g 備局)

を判断基準として語られた。動物の巣は、外部に ったが、両氏のお考えが、同じようなものであり、

対して D山 si ve であり 目立たないようさり 論戦とはならなか った。 し札ながら、両氏がそ 健康な建築

げない。 その反面内部はなめらかで無駄がなく、 れぞれの立場で日頃考えられ、また言われもして

すばらしいという 。 しかしながら、人間の建築は いる内容をまとめた形で聴くことができ、意義深

太 田 貞 輿

アウトラインの良し悪しだけが言われ、外に対し い講演会とな った。

て目立つものが追求され、内部のデイテイルとか レポＭｾ ・庄野利博 Ｈ 安井 建築殺計事務所Ｉ 「新春放談」というタイトルから抱くある種の
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期待とは途 った意味で意義深い鴻j寅内容にな った。

「健康な建築」については内弁氏の最近の作品紹

介のコメン卜に舎かれており、興味を持 っていた

ところでもあり、長谷川氏が、内井氏のいう「健

康な建築」にどのような見解を示しておられるの

か。 ・・・・ー といったところがキムのf高点であった 。

建築は消耗品ではなく、文化の一端を担うもの

であり、いわばあたりまえの概念「健康な建築」

を再認識していくべきだという内井氏の指摘は、

対談後のミーティングで氏が諮られた「建築雑誌

に渇載されている住宅で長〈住める住宅は数える

ほどでしょう」という言葉に集約されていたよう

に忠われる 。長谷川氏の箸2'=からは感情、情念: と

い っ た も の の こ も っ た 作 品 に 焦 点 を あ て ら れ 、

氏の独自の建築史を椛築された方だと私は受・け取

って いたので、内井氏とはかなり返 った 観点で建

築を語られるのではないかとの私の予想は少々外

会場風景

れ、{ 固を主張できるような建築こそが健康な建築

であろうし、そのような述築こそが社会的資任を

もった建築であろうというかなり共通項を持った

考え方を示された 。両氏の 言われる 「健康な述築」

に対して、現在の状況( とりわけ似の関わ ってい

る建築の範囲においても) は考えさせられるとこ

ろの多い指摘であった 。対談後のスライドは会場

準備のスライド係を担当していた関係でほとんど

記憶に残っていないが、I *J井氏の紹介されたジェ

ファーソンの一連の建築およびソ) ! 1 ! の建築は興味

深く f手見させてもらった 。

対談および対談後のミーティ ングを通 じ、内井

氏の人柄、誠実さ、綴しみとい ったものが、氏の

作品および「健康な建築」の概念に結びついてい

るのだなということが強〈印象として残った企画

であった 。 (小河建築殺計事務所)

真の保守主義

天野 直樹

「自分の道徳的および知的な不完全性を知るこ

とによって進歩主おから“ 兵の保守主義" へ転換

できます。現代において、保守主義の立場を守る

ことは大変に困難です。 人H日が不完全ならば長い

年月つちか つてきた伝統を重んじなければならな

いわけです。現代社会が“ 新しき" を求めてヒス

テ' ) "1 クに動くことへの歯止めは、人間の変わら

ざる本性にいかに気づき得るか、にあります J f 私

が保守主義というと反動主義だロマン主義だとい

ったらく 印を押されかねません。 だが弘がいいた

いのは、過去をそのままに再現するというのでは

なく、現在手元にある資源や情報や組織のうちか

ら良好とみなされるものだけを残していき、そし

て新たな変化や革新にはできるだけ似虫に対処し

て、ある望ましい過去のパターンに似せて現在を 、

少しずつ、組み立て直してみたらということなの

で、す」 。

以上は社会経済学を専攻されている阿部道東大

助教綬の文章( 朝日新聞ー現代をどうとらえるか)

より引用したものである 。過円、P - J JI'UP ，蔵、長谷

川発両氏の対談を聞く機会を持 ったが、両氏の考

えの中から共通のものをとりI J ' ，すとしたら、前述

の“ 真の保守主義" ではなかろうか。

現在の自己、もしくは 1I 己の可能性に対して、

ある見極めをつけでいるかどうかでわれわれのな

議 、行為の方向性が大きく二分されるように忠わ

れる 。 すなわち、世界に対してのわれわれ n身の

正確な定位によってはじめて、物に対する本米の

理解が始まるのではなかろうか。

日 時 昭 和57年 2月 6 日比}

開会 13 :30- 閉会17:00

大阪府立文化情報セ ンヲ ー

{竹中工務! i 51量計部)

会 場

続 師 内弁昭蔵氏 (内井昭蔵建築設計事務所代表取締役)

長谷川寛氏(武蔵野美術大学助教授・ 逮築評論家)

参加人数 138名

企 画 日本建築協会若い会員の集い小委員会

内 定 市 内 ヨ1J..Io' w7X

あらゆる防水のニースεを満たす複合防水

特 長

① 常 温 硬 化 型 ア ス フ ア ル ト 冷 工 法

塗 膜lま無溶剤硬化型で塗布後、すぐシ ー トの敷込か可 能 です。

② 抜 群 の 信 頼 性

塗膜防水 とシート 防水の長所を兼備した 3. 5mm厚 の 複合防 水

工 法 です。

① 完 壁 な 耐 亀 裂 性

防水層は 特殊な二層情造の為、耐亀裂性に優れ ている 。

④ ア ス フ ア ル ト 防 水 の 補 修 に憲 適

鐘 紡 合 成 化 学 株 式 会 社

本 社 / 防 水事 業部

東 京 支 !i5 

名 古 屋 支 底

⑥ 541 大 阪 市 南 区 島 之 内 1 丁 目 20番 19号

( 丸聖書石 i由ピ J レ7 階)

T E L 大 阪 06 (245)  8  2  4  1  ( 代表)

ｾ ＱＴＱ 東京都品 川 区西五反田 Ｗ 丁目 Ｒ Ｒ 番 ＱＷ 号

T E L 東 京 03 (494)  2  7  4  1  ( 代表)

ｾ ＴＵＰ 名古屋市中村区名駅 Ｔ 丁目 ＱＷ 番 ＱＹ 号

T EL 名古屋 052( 581) 1  

( 鏡紡ピル 3 階)

2  7  1  ( 代表)
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日本建築協会

月間の動き

昭和57年 4 月分

理 事
，企‘

2玄

22日 411キー 511寺 於会館11会室

出席者 福田会長、足立、市川副会長ほか 18名

議事 (1) 副会長・理事、会務分掌の件

(2)理事会定例開催日時決定の件

(3)前年度より引継事項承認の件

(4)昭和57年度常設委員会委員委l版の件

(5)関係同体への役員推薦の件

(6 )後緩名儀使用{ 衣頒承認の件

(7 世家本前会長に記念品贈呈 に関す る{牛

(8)会員倍加l に関する件

(9 )入退会者示認の件

(10) 報告事項

編 集 委 員

7 月号編集幹事会

A .  

" z < 

6 日 4 時- 6 時 於会館集会室

出席者 大野幹事ほか 7 名

議事 7 月号 「音とホール建築」特集の企画

作品作風小委員会

8 日 311キ- 411寺 於会館 3 階会J控室

出席者 小野副委員長ほか 9 名

議事( 1 ) 担当委只について

(2)新建築調査表選定

(3)定例1m! 在日 11寺の決定

委員会

8  B  411キ- 61l寺ニド 於会館集会室

出席者 福国会長 、償山 ・三輪新旧委μ 長ほか

42名

議事 ( 1 ) 自己紹介

(2)会長のあいさつ

(3 )編集委口長の選出とあいさつ

(4 )各小委民会副委員長 ・各分科会幹事の互

選とあいさつ

(5 )編集委t J . 会の構成と編集についての説明

(6)5 1き継ぎ事項 ( 4 月号一 7 月号)

(7)8 月号情造特集について

(8 )本年度編集のあり方および収支目標につ

いて

構造分科会

15臼 4 時- 711キ 於会館集会室

出席 者 観 音 幹 事 ほ か 5 名

議事 ( 1J r f . 1 ' i 造の頁」の企画と具体化

(2)8 月号柿進特集の企画

広告企画小委員会

19日 411寺- 5 時半 於会館集会室

出席 者 渡辺副委員長ほか 7 名

議事 (1)4 月号「近畿の地主主と地質」特集広告収入

報告

(2 )  5 月号「都市対観J 特集報告

(3)6 月号「大阪市庁舎( 第 1 J羽) J 特集広告企

直l

56 建築 と社会/ 1982年6 月号

凶作品作風関係報符

(5)57年度特別企画

(6 )特別企画「設計者のプロフィール」編集途

中経過報告

(7 )その他

「設計者のプロフィール」幹事会

22日 411キ- 611寺 於会館 3 階会議室

出席者 加緩カ氏 ( 京加工繊大) ほか編集委 U3

名

議事 特別企画「設計者のプロフイール」の登場者

選定の最終検討

8 月号編集幹事会

26日 411寺- 611寺半 於会館集会室

出席者 板43二特別幹事、観音幹事ほか 3 名

議事 「大スパン構造」特集の企画

事 業 委

若い会員の集L 、小委員会

員

A .  

" z < 

6 日 6 時- 9 時半 於会館集会室

出席者 山形副委員長ほか15名

議事 (1) 57年度小委u会担当副委員長及び幹事の

選出

(2) 本年度第 1 回、第 2 回分科会の報告

(3) 本年度の年間企画について

(4 )その{ 也

広報小委員会

7 日 6 時- 811寺半 於 太J初

出席者 原兄副委ぬ長ほか15名

議事( 1 ) I 旦当副委員長及び幹事の選出

(2)P R  . 研修両分科会担当委以の編成

(3 )前年度事業報告及び本年度の企画につい

て

(4) その他

見学会小委員会

8 日 611寺- 711寺30分 於会館 3 階会議室

出席者 t 出国IJ 委只長ほか 6 名

議事( 1 ) 小委員会担当副委員長及び幹事の選出

(2)前回の事業委員会の報告

(3)3 月の見学会実施報告

(4) 4 月- 5 月の企画について

(5)6 月以降の企画について

(6)そのほか

若い会員の集い「建築家 に聞く 」講師打合会

10日 4 時- 611寺 於大阪グランドホテル

出席者 向精講師、山形副委員長ほか 5 名

議事 「建築家に聞く」の企画について

若い会員の集い第 2 因企画打合

19日 6 時半 - 10時 於会館 3 階会議室

出 席 者 池 杉 ・桑田 ・日IJ 所各委員

議事( l ) r建築家に 聞 く」の会告原稿の検討

(2)その他

委員会

20日 6 時- 811キ15分 於会館集会室

出席者 鶴田 ・西村 ・上出 ・原兄各副委員長、

奥村勇 . ｾｴ 岡 ・ 寺尾各幹事

議事 ( ＱＩＱｉｾ［ｦ ＰＵＷ 年度正 副委員長及び幹事の選出

(2 )各小委員会の事業報告及び本年度の事業

企画について

ほほの他

若い会員の集い企画分科会

26日 611寺、|三- 10時10分 於会館3階会議室

出席者 寺尾幹事、奥田 ・樽本両委只

議事 「建築家以外に聞く」の企画について

広報研修分科会

27日 611寺- 8 11寺 於会館 3 階会議室

出席者 原兄副委日長、奥村進幹事ほか 1 名

殺事本年度の研修企画について

建 材 委 員

委員会

.6‘  

" z < 

15日 4 時 - 611寺半 於会館集会室

出 席 者 牧 田 . 111本正副委員長ほか10名

材料説明 ラムダ( セメント中空押出成形材) ー

昭和也工建材

議事( 1 ) 正副委只長のI i i . l !

(2 )今後のメインテーマ ・新建材紹介コーナ

(3)その{ 也

教 育 委 員

委員会

.6‘  

" z < 

19日 6 時- 911寺 於会館集会室

出席者 多胡委只長ほか 9 名

議事ＨＱ Ｉｉｉｾ 和 ＵＷ 年度正 ・ 副委員長及び幹事の選出

(2 )小委員会の委員編成について

(3 )本年度の事業企画について

(4 )そのf也

工高生教育小委員会

27日 311寺 - 511寺 於会館 3 階会議室

出 席 者 崎 山 副 委 員 長 ほ か 2 名

議事( 1 昭和57年度 ・第28同工高生デザインコン

クールについて

(2)その他

出 版 委 員

委員会

A .  

Z玄

20日 411寺- 6 時 於会館集会室

出席者 小林委員長ほか 8 名、学芸出版社

議事( 1 ) 委員長 ・副委員長互選

(2)建築技術選役経過報告

(3 )今後の計画

(4 )定例日 - 小委員会の件

住 宅 委 員

幹事会

，企h

" z < 

22日 6 時- 811寺 於会館 3 階会議室

出席者岩本、奥村、高回、山下各氏

議事 (1) f 主宅委員会今後のあり方について

(2)昭和57年度の住宅委貝についで

建 築 ク ラ ブ

朝食会

9 日 811キ半 - 101侍於大阪グランドホテル

出席者 80名

当日は、日本刀の基礎知識について大阪市立博

物館学芸課長の森口隆次氏のお話を伺 った。

建 築 業 務 基 準 委 員 会

20日 211寺- 411寺 於東京建築士会会議室

出席者 関係団体各委u

議事 業務基準について

4 月 の 入 会 者 (敬称目的

〔団体会員 l 社〕

ハイ ウ オ ー ル11柑

〔個人会員 5 名〕

伊 東 史 郎 郡山他見男 海 田 廉 路

長 尾 時 紀 花牟神敏I年

- 訂正とおわび

本誌 3 月号r医療施設J 特集病院作品倉敷中央病院の工事業者( l 9 P

掲制) の うち、 “市川商庖" は布川高庖の誤りでした。慎んで訂正

し、おわび申しあ げます



地玉三，芝

l!:j JB:i どこコ

総合天井システム法問委.

耐震・耐火そして軽量化を跨る総合天井システム、リライン工法い、A L T S工法、は当社担自の

照明灯ユニットおよびフフルミ製T パーを建物のモジュールに配列し、天井仕上げ材と一体化し

たシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの股備ゾーンとの組み合せ、さらに

間仕切、ブラインド BOX忽どの取り付けも可能! こした多機能を跨っております。 CPAT. 6件)

奥村重兵衛株式会社

本 社 大 阪 市 北 区 西 天満 5 丁 目 3 番 ア 号 干530 ・8き(06) 312- 4131聞

東 京 東 京 都 港 区 新 婦4丁 目Z奮 篤29蘇 ピ ル 〒105 電 話(03) 437- 3361附

福 岡 福 岡 市 樽 多 区 住 吉 2 T El 16番 汐 号 〒812 ・信( 092) 291- 045鎖倒

名 古 屋 名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 丁 目 守 番6 号 干451 電 信( 052) 522- 543側。

仙 台 仙 台 市 本 町2丁 目1番 8号 第 1広 瀬 ピ ル 〒9ω 電 信( 0222) 65- 656&州

沖 縄 沖 縄 県 那 覇 市 豊 J l I1 1  9 醤 飽 〒900 ・ 鱈( 0988) 53- 685α 仰

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市中央区北長狭通4丁目 2番4号( 英和ピル)

電話 神戸 ( 331) 0881- 3  

支 l音 大阪市北区西天満2丁 目6番8号( 堂ピル5階)

電話 大阪( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市東灘区御影石町 4 丁目( 電話811- 3610)

テトカッパー防水

• 防 水 専 業 の 研 究 ・経験から生れたすくない資源のパーフェクトな防水層です.

こ の 防 水 層 は ( 一 層 防水) 地工するだけで、防水は完量産です.

極度変化に伸びがなく、柔軟性に岱み、耐酸、耐薬品性に{ 憂れ、腐蝕しません.

コーパ ータイト 新 工 法

カッパー防水帯 オ ク ロ ン 防 水 都 プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

祭器

奥山化工業株式含紅
本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8 - 4- 9 電信 03 (571)  2703 

大阪事務所大阪市淀川区東三国6ー 1- 41 電話 06 (391)  1081- 2  

埼玉営業所 鳩玉県桶川市東1- 6- 10 電 信 仰87( 74) 2845- 6

厚木出張所 神崇川県厚木市企図字富畑259 電話 0462 ( 21)  6092 

名古屋出張所 名古屋市南区若草町33 電磁 052 (811)  3660 

九 州 出 張 所 佐 賀 県 鰭 富 町 電話 0952 ( 47)  2945 

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 樵 式 会 社

本社: 大阪市東区両待町1- 12 日 生 ビ ル 告 ( 943) 6571代 表

東京・横浜 ・盛 岡 ・仙 台 ・水戸 ・静岡・岡崎・名古屋・富山 ・大津・京都・神戸・広島 ・高松・福岡他全国主要都市

5 7  



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空気調和・給排水・衛生・防災設備 設 計・施 工

db25朝日三業社

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 1- 25- 7  電話 (434) 6171 (大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58- 59 電話 (302) 2  2  7  1  (代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 釧 路 ・函 館 ・ 盛 岡 ・ 横 浜 ・ 静 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸

震災羽汚禁処毒設計地工

争 駒 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 i書15 号 電 話 大阪 372局7151( 代 )

京都市東山 医大和大路 正 面 上 ル 電 話 京 都5611号4944 ( 代)

MI 戸 市 11
1
央区卜 111 r通 h - 2 - 8 払¥i; fll l P341 町 S 8  9  2  

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

. " 大阪電気暖房株式会社

本 底 大阪市内 r，z， [ / ; 掘 1 r 日10番17 号 〒550 司t，1，f; (44 1  18231  

本 社 lf( ｊ ｾＺ＠ Ilf l中央医銀座 2 r FI 2 番17 ｾ［Ｎー 〒 ＱＰＴ 屯， Ｑ ，ｦ［ ＨＵＳＵＩ 5251  

支 社 大阪・ 東京・名古原

支 庖 札 似 仙 台 育 そ 沢 ・ 広 島 婦 問

営禦所斬 潟大 ｦ 哩・ 岡山・ 高松 ｲ ｩ ｾ 本

出張所 帯広. ，tf 森ー秋凹 盛阿 ・前橋 ・千葉・ 償浜・ 静岡

ｾｉｕＧ 稲井 ・ 盟 国 京都 ・神戸 . it!'.IU 鹿児島 ー那街

海外支庖 シ ン ガ ポ ー ル

. 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和敏備 ・その他管工事一切の設計・ 8匝工

⑮ 斎 久 Z 業 株 式 会 社

本 社東京郵千代図区大手町 Ｒｾ Ｍ Ｒ ( 日本ピル)

電話 03- (270) ー7411附

大 阪 支 社 大 阪 市 北 区 中 之 島4- 2- 38 電話 06- (443) 5041側

支 庖 札 幌 ・ 岡 山

営 集 所 仙 台 ・ 千 繁 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・ 高 松 ・ 広 島 ・ 網 岡

出 張 所 禍 弁 ・倉般・ 苫小牧

空 気 調 和 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 設 備

厨 房

三 機 工 業

取締役社長

埋 Ｇｊｾ 支 ｊ ，Ａｩ長

ム

環 境 衛 生 施 設

荷 役 運 織 機 械

化 学 鉱 山 機 械

25 大 阪 支 庖

玉 置 純 治 虫11

杉 浦 敏 郎

大阪市来 IR北浜 2 r n 2  2  Iff.t也 1'I! ，1，f; 大阪 (202) 代 .&3071

本 山 ，!.J.[ J;r. ｮ 比谷・ ｾ￭￢ ピル

支 出 名古 ｬ 五九州北海道中 Ｑ｝Ｉ ・ｬｦＨ ｾｴ .  ｾロｾ

t1fJ. 1民 所 +白浜・阿国商事阿 ・盟111 .  ｬｾｬｬｬｴ＠ . 金沢 ー新潟

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ 三建設備工業ヰ結審枇

大 阪 支l吉 大 阪 市 北 医 紅 悔 田T 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  (代 )

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 僑 蝋 殻 町 1- 35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札帆 ・広 島 ・ 福 岡 金 沢 ・新 潟 ・横 浜

58 

。掠式会社三晃空調

取 締 役 社 長 粛 藤 博

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13認・20号 電 話 06- 363- 1371 

東 京 本 底 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ J レ 電 話 03- 344ー 1911

大 阪 本 庖 大 阪 市北 区西天満 3 丁目 13番20号 電 話 06- 363ー 1371

支 庖 仙 台 市 中 央 2 丁 目 10 番 12 号 電 話0222- 61- 3002

名古屋市中村区名駅南2丁目14番19号 包括052- 581- 8571

広 島 市 中 区 紙 屋 町 l 了目 2 番22号 電 話0822- 47- 4535

福岡市中央区大名 2 丁目 4 番22号 包 括092- 761- 3795

出 張 所 械 浜 ・ 福 井 京 都 神 戸 ・ 松 江 ・高松 ・下関 ・沖縄

c l eanOi r  
丸

。袈君主業TFZ京舎fさ

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 濠 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

E哩， よりよき環境へ技術で挑む一一一一

句P 株 式 会 社 精 研

、. . ， 本 社 大阪市南区瓦屋町2丁目 11 111=16号( オートセノターピ j レ2附)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

メノチナンス泌 大 阪 1行 大 淀 IJ < : 投崎 4 丁 目 5 /lI: 21  l}ー

郵便貯 l }531 ;;lU，f ; 大阪 (06) 374- 2  4  5  5  If， 

東 京 支 底 東京都千代田灰九段南 2丁目 H 書5号 ( 九段ピル8階〕

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

高昂は字気です。¥' r -

a・.. 熱 と 空 気 の エ ン ジ ニ ア ， _

F  大気扇土

〉ーし/ 撒聞説詰問

空 気 調 和 ノ〆、¥ 搬 j三機設備

給排水衛生 『 ζ 7二7 設 計 施 工

第ー・エ索株式会私

大阪支庖

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社

設計・施工

ガス設備・ガス住宅設備 大阪ガス住設機器特約庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大阪市北区西天満 5 - 11-12 電話 06- 313- 1846

1 &品 主際 大阪市北区西天満 5 - 11-12  電話b 6 - 313 - 1846

z t A 2 甥 枚方市甲斐国東町 9 番 3 号 電話0720- 49- 2128

設 備 書 巨 大阪市北[. i t西天満 5 - 11-12 電話 06 - 313 - 1846 



日麦 ・冷 房 ・空気温湿度調整装 置

6歩
田高

設 計 施 工

釜拘
品.a.c.

- 誉回

大阪支 l高 大 阪 市 北 区 芝 閏 l 丁目 4-8 ( 北阪急ビル 9 ｾ皆 Ｉ

司E 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代表 )

本 社東京都千代田区神図駿河台 4 丁目 2 ｾ陸地

r - 町闘DAIR::コ
空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・除塵設備

東 洋 煎 工 . 織 式 会 経 大 阪 安 値

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 - 1  - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

2幹事士 東京総中央区京僑 2 丁目 9 T  E  L  (  562)  1  3  5  1  

支 唐 名 古 担1 ・ 福 岡

空調・衛生・防災設備 設計並施工

⑥日本管工業株式会社

本ヰ土及京都支庖 点 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 の 1

電話 (681 ) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 (69] ) 1045 

大 阪 支 1苫 大 阪 市 北lメ 天 満 [-; ' -20 m，)f;( 06 ) お2- : ! GO[1代)

三 重 支 1苫 州 市 栄 町 2 ー [ 1  [  1(!.l [ ; ( OG92) 26- 36UX代)

四 日 市営 業 所 内 11 ，Ii  ，fi 何 本ー広 岡r m，I，r;(oG93) 日 ー 74: ! l I代)

滋 賀 営 業 所 大 沖 市 打 H'. 浜 口 一 1G  m ，1[; (0775)  22 - 97:181( 0 

名 古屋 営 機 所 γＧＱＱＱｩ ｬＭ｜ ｬ 山中村ｼメｉ｛ ｉｊ ｊｩ｜Ｚト ｾＳ Ｇ Ｑ Ｑ￬，七月 刊 氾) 452- 370It(勺

@ 醤 暖 房m

d1=電曹司. . . .

Ｍ・ ｅ ・ＮＮＮ司 ｾＱｾ ｯｉｉＺ｡ｾＮ

③同五銭草橋持

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

c1l 

営業種目

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 工 事 ・ 設 計 ・ 施 工

おお西原衛生工業所大阪庖 平山王業様式念総

大阪市大淀区中海 6 丁目 8 番 4 号 電館大阪 ( 458) 3531香

支底・ 営業所 福岡・京都・天理・川西

住 4J 1i - Af!i;!? エ ン ジ ニ ア 必 J %の I t: I  1;， f  i干犯11己11

大阪市西区江戸堀1丁目 22番7号

t ! 06- 441 - 1994 ・443- 0331

第[ [ 1] 版空気調和・衛生工学便覧|

I 巻- 基礎篇

第 1 編 基 磁 第 2 編 総 合 計 画

第 3 編 汎 用 機 器 お よ び 電 気 設 備

第 4 鋼 材 料 と 施 工 付 録 法 規 ・ 規 格

E 巻- 空気調和篇

第 5 編 空 気 調 和 計 画 ・ 設 計

第 6 編 空 気 調 和 機 器

第 7 編 空 気 調 和 応 用

田巻- 給排水・衛生篇

N巻- 資料篇

第 8 編 給 排 水 ・ 衛 生 計 画

第 9 編 給 排 水 ・ 衛 生 機 器

第 10編 給 排 水 ・ 衛 生 特 殊 設 備

第 11 編 給 排 水 ・ 衛 生 応 用

第 12編 上 下 水 道

価格 セy ト価格 ( I + I I + 田巻) 分 冊 価 格 ( I， II ，m各 巻 共 ) N 巻 資料 篇 は 1 冊

送料

空術学会員価・ ・- 37000 円

定 価 ・・ ・4 4 0 0 0 円

空衛学会員 価・・・ 1 3 0 0 0 円

定 価・ ー1 6 0 0 0 円

空衛学会員 倒 " ' 5 0 0 0 円

定 価 … 7 000 円

申込 現金書留または本学会指定の振込用紙にでセ y ト数明記の上，代金・送料をご確認のうえ，最寄りの郵便局ま

方法 たは銀行へお払込み下さ い。

訳 空気調和・衛生工学会 話L252TEf Z J ーム立山)JJ 話な誤認;222
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社

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

官 自 信 恒 ｾ＠ . LA.  - L主 A  

陽電，ヌl ， 1: 宋; : t ¥，雲

代表取締役 山 本 博 三

本 社 大阪市北区中之島3-2-4 朝日ピル T E L 大阪06 (385) 1361 ( 代)

本社営業所 吹田市垂ホ町 3 - 34 - 6  T E L 大阪06 (385) 1361 ( 代)

京都営業所 京館市右京区西京極高野町 21 T E L 京都075(311)1185(代)

東京営業所 東京節中央区 ｾＶＭＶＭＷ 朝円ピル T E L 東京03 (574) 0  6  6  5  

福伺出張所 福岡市中央区薬院 1 - 1 4 - 8 T E L 領岡092(771) 6  1  6  8  

電 気 位 備 の 頁

朝

電 気 ・ 言 十 装 工 事 設 計 施 工

栗 原 工 業 械 式 会 紅6逮

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T E L 0 6- 313- I I OI

支 広 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 踊 ・ 京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原栗取締役社長

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸大阪支社長

大阪市東区高周僑五丁目 二八番地 電話大阪 ( 202)0325- 9 番

本 社 東 京 総 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・仙 台 ・ 丸 / 内 名 古 屋 ・ 福 岡

営業所・出張所 全国主要都 市20令所

電 気 工 事 設 計 施 工

且
，、

代表取締 iQ 坪 弁 大

大阪市北医西天満 2 丁目 6 - 8 ( 堂ピル 7 陪 )

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 2 0 番 5 号

電 話 (671 ) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 根 原 ・ 堺 ・ 偏 山

社一ー
一

株 式 会 社

本土

1さ

本

支

出 張 所

電 気 工 事 設 計 施 工

令 富 士 電 業 株 式 会 社

社

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 間 エ 司E段 針 箱 エ

ゐ

中 実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 5 3 8 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・ 福 岡

田
取締役社長

H  

fli 

本

支

ネ土本

底ｾ＠

営業所神 戸営 業所

電気・計装・空調工事設計施工

山 本 永

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 l 番 3 号

T E L  06- 364- 3056 ( 代)

東 京 ・神戸・広島 ・岡 山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 幌 ・ 苦 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

宗者ｾ . 高砂 ・三原・徳山・松山・新属浜・福岡 - 沖縄

ｴＷｾトＮｾ工 ＺＧ［］Ｎｊ 二戸 ｊ レヲ論武 Ｘｦｴ

、昼ニ

l C  取締役社長

A  
社

社

支 1苫

事 業 所

本

郎

J t:  

大 阪 市 福 島 区 福 島 7 - 2 2 - 8  

T E L  (  06) 452- 1151( 大代 )

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

四

正

林

活代

本土

事業所

本

Board&Sl ate 

@問

安時

フ タ パ 需 3阪

Standard 

宝 電 機 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 堂 ビル 3 階 )

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都港区新僑 2 - 1  5  ( ニュー新僑ビ ル 7 暗)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代)

堺・千葉・字都宮Ｎｾ本

総合設備工事 〈股針・施行〉

建 築 ・電 気 ・ア ン テ ナ ・送電線・プラント .! t 裟 ・空 調 ・土 木

⑧ 太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

取締役会長

取締役社長

漏 水 沼 入 創 建 防 止

耐震耐! 弘司

安定韓宝豆

ナニワ媛匂12ii

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

匝

市

撞

週

区

元

町

}

丁

目

七

問

ニ

電

話

制

五

O

六

五

奉 仕 感 謝 の 庖

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支J吉

タイル工事施工

:= 11] 浮寝 s 高 怠⑪ 

大 阪 市 西 区 西 本 町 1 ー 13- 33( 靭本町パス{ 事前 )

電 話 大 阪 06( 532)代 0461 ・550

天 理 営 業 所 天 辺 市 丹 波 市 町 新 町 50

社

ョー 大阪市東区高腿僑 2 丁目 9 野 村 ビル5階 電 話 大 阪 (202) 4905
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営業品目 プール・水処理用各種フィルター

ボイラー・熱交換器・サウナ設備

⑨漁式全社 ｉｾ 11. 指 書

本社 干543 大阪市天王寺区寺田町2丁目 2番12号 T E L(772l5307

東京 〒162 東京都新宿 区市ヶ谷台町 8 番地 T E L(353) 9595 

特殊壁装材製造販売 和室に最適

一一一一・緊楽壁紙・ホクシノン (無機質壁紙)

ｾＱ ＱｬＨ株Ｉ踊 Ｐ ヨコＡｊ ｄ ＺＲ

水切れバッグン・超緩勾配瓦

新時代を担う平板粘土瓦の決定版

特 口 直哉 的 で貴重 な段 葺 き調 の深 い 味 わい

口抜群の超 緩 勾 配 瓦 ( 2 寸 5 分 勾 配 可能)

長 口施工 は著 しく 簡 易

口葺上げ安定 ・軽 量 の 耐 寒 瓦 で価 格 は割 安

( 実 用 新 案 登 録 第11 捌 6号¥

向 上 登 録 第1187357号ノ

瓦

瓦

瓦

薬

'

薬

粕

L

紬

純

ぶ

日

青

い

い

A
v
-
-

品

種

す

瓦

瓦

の

ま

締

薬

色

り

亀

粕

特

承

先

色

他

文

焼

黒

の

註

素

銀

そ

ご

a
v
-
-

大 仏 瓦 窯 元 ・ 各 種 和 洋 瓦 工 事 ・ 大 仏 タ イ ル ・ 特 殊 陶 板

製 造 発 売 元

建3

a 邑 _ . . .  本 社 所 在 地 京都市東山区今熊野大仏池田町 9の9 T E L (075) 541一3344

株式会社翠ｾ，ＮＮ 東京 営 業 所 東京都新宿区西早稲田 Ｓ 丁目 ＲＳ の Ｘ T E L (閃) 202ー 7801

，、“."....- ( 早稲田セントラルピル 1 F)  

E  工 場 京都泉湧寺 ・岐阜・諮南

電気・空調・衛生など各種殴備分野のla事が 1冊の雑憶に/

建 築 竺 月 刊

置図画+ 圏直+ 圃圃+ 圃圃+ 圃圏直

~ 充 実 し た 実 務 家 の た め の 内 容 ~

圃視点・随筆 業界，学会， 社会，文化 について，学識経験

者の見解を発表

・新建築・新設備 注目すべき建物の建築と設備を紹介

・ 特 集 業界，社会のニーズにこたえる諸テーマをと

らえて，必要知識を紹介

. 講 座 建築，建築設備，機器，材料に関連し実務上

必要とする基礎知識を連載

・特別講座 業界，社会のニーズにこたえ，時代的テー

マに関し実務上必要とする知識を連載

. ニュース 圏内・ 海外 ニュース，機器 ・文献ニュース

・会社だより，研究所だより その他

|  綾誌民判・ 1∞頁・定価1鵬 円一一 申 込 次 第 見 本 送 付 |  

社団法人建築設備綜合協会 協会正会員募集中 ・年会費12，000円一申込は事務局まで

東京都中央区銀座3- 2- 19建築会館2階出版部 (03) 561 - 7181 事務局 (03) 561-1765(銀行振込先 ・三菱銀行京僑支底普通預金0055- 082)
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111 f i 固

い町、

ε 5 邑寓 E  

Zベ議!:

- NO。予

本 音11

大阪支庄

支 庖

JI¥野田工クスパン

ヲヌ. . ，. y 孟〆

膨 張 材

防鋪淘l

Jl l 野田セメント掠式苦言語士

東京都江東区豊洲 1- 1- 7  T E L  531- 4111 

大阪市北区梅田 1 - 8  - 17 T E L  341- 8331 

キU幌・仙台・東京 ・名古屋 ・大阪 ・高松 ・広島 ・福岡

命

、民ノ

各種障害撤去・砂喋層穿孔撤去・玉石層穿孔撤去

・岩盤層穿孔撤去・鉄筋、鉄骨コンク

リート穿孔撤去・杭引抜き及び撤去

株 式 会 社 菱 備 基 礎

豊 中 市 宝 山 田T22 番44 号 干560 電 話 (06)841ー 7121- 3  

豊中市利倉東1丁目 16番5号 〒561 電 話 (06) 863- 0207 ( 代)

本社

工場

製造元 日曽マスヲーピJ&' ヲ三弐稼式会量

販売元 凋t モ.J" Ｑ ＮＮＱコｉｦＮＮｾ豊富雇主務自民事、 ｴ 重言最主

本 社 / 東 京 郎 港 区 六 本 木 3 - 1 6 - 2 6 ・03- 弱 2-8811

大阪H 業 所 / 大 阪 市 東 区 北 浜 3 ー 7 ・06-202-3294

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗 布 防 水 シート防水 ・モ Jレタ Jレ防ぷ

・樹脂注入接着工法 外 傾 樹 脂 注 入 按 答 補 修 じ 本

・ 亀 裂 補 修 工 事 作 樋 術 脈 注 入 ・充 塊 ・ コ ー キ ン グ

・ シ ー リ ン グ 工 事 シリコン・チオコール・ウレ タン ・アクリル

・吹 付 工 事 アクリル ・リシン ・弾性タイル ・その他

。建 設 業 許 可 大 阪 府 知 事 杵 "f ( 般ー53) ｾＵ Ｑ ＲＲＵ 刀・

。 日本シーリング工事業協会々員

大阪市北区末広町 3 - 2  1  IJ . JI.λ 比三1: . ' r . 4o ' "四1- τ 主主

札制I也， i斤削開I ピJ レ2泊1S  岬 沼rl ＮＮ，Ｎ τＫ 守ヨｾＮｲて Ｗ Ｔｊ ｊｉ
T E L  06( 315)0701 ¥" - ・ γ • マ... #-r・・，，-同. r # ・

。ｾｾＭ鴨代の断熱用シｾ
ラ子) Vペ

ジ Ｇ［ＮＧｊＪｾ

目立バイチ11ーシート P

自 豆 電 線 株 式 曾 批 判 期都干代田臥捌汀白1叡号( 刊困ピ/11)

ネ土

手ゐ，n C S A 菅二..，n l!:I;二..，.. 

セキサンパイル ( S M.A C.P C. R C)  

カネライトフォーム ALC. 鋼 材

建 築 材 料 一 式

宗 産 業 株 式

代表取締役 j賓 岡 浩

社 〒629- 31 京 都府 竹 野 郡 網 野 町 ド網肝

T  E  L  ( 07727) 2- 2  2  2  0  ( 代)

〒624 舞 鶴 市 福 米 1 6  0 - 1  

T  E  L  ( 0773)  76- 0133( 代 )

ム

宮浜

本

舞踊ＮＺ［ｾＮ業所

逆打部の充填モルタルに

デンカC S Aファミリー製品

・子二J OCSA… … … … … … … … … … コンクリー卜のひびわれ防止に

( 膨張性混和材)

.:;:，二J O弓ヌヨニJ … … … … … … … … 鉄骨ベース、

( グラウト用無収縮材)

ＮＷＮ Ｑ二 ｊｏ 司 ｆ ョーデ吻 ｉｊｾＮ …………・…コンクリー卜躯体の漏水補修に
( 止水 ・補修用急硬セメント )

.:;:，二J OES. … … … … … … … … … ・・… 地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬材)

・寄与011000 ・… … ・・… … … … … コンクリー卜パイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和材) ハイモメン卜製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

ム

宮株浦金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社
社式業産

4 4 3 - 6 1 8 1  T E L 大 阪 ( 0 6  )  

式

3 3 2 - 6 8 6 1  

2 7 2 - 8 5 0 1  

T E L 大 阪 ( 0  6  )  

T E L 東 京 ( 0 3  )  

社/ 本コト

株

-
-圃・・・

社
ム

冨式株産洋 物光 キ土
..d‘ 

-z;; 

8 3 - 2 3 8 1  
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今、家づくり街づくりに、

「省エネ効果を高める」外壁

ヘーペ比ヨ- f h

大量に使われているヘーベル。

(軽量気泡コンフリー トパネル)

ご 存 知 で す か 。こ れ が 超 高 層 ビ ル か ら 庖 舗 ・

事 務 所 ・ 住 宅 ま で 、 あ ら ゆ る 用 途 の 建 築 に

へ ー ベ ル が 用 い ら れ る 理 由 で す 。

・冷 暖 房 役を節減す る 、 省 エ ネ ル ギ ー 建 築 を つ く る こ と が

できる。

・火 災 に 対 し て 安 全 な 建 築 を つ く る こ と が で き る 。

・地 漢 に強い悠築をつくることができる。

へーベルライトは、パネル全面に補強

三」F F 122Tt: ;313; i 日

・短 期間 で好みに合った、美しい建築をつくることができる 0

・隣 後 建 築 物 ・ ぱ い に 建 で ら れ 、 敷 地 の 有 効 利 用 が で き る 。

- 建 築 中 、 悶 悶 へ の 迷 惑 が 少 な く て す む。

司自盃ｾ 牛 Jレとして注目を! I ¥めています

. 断 熱 性 が 高 い

- 乾 式 工 法 で か つ 断 熱 性 が よ い た め 、 結 露 に よ る ジメジメ

や カ ピ の 発 生 の な い 健 康 的 な 建 築 を つ く る こ と が で き る 。

. 火 に 強 い

・ ヒ ピ 割 れ し に く い

・重厚なタト観をつくる

・ 工 期 が 短 い

ヘーベルライトは、すぐれた特性を複合的に発揮する、

軽量気泡コンクリート外壁材です。

• ｩｬｬＱｴｾ があり、近代感覚に満ちた建築物をつくることが

できる。

安全・快適な建築づくりに

貢献する

日本工翼線格 (Jl Sl 製品

建設x臣認定耐火1:' 遣部材省エネルギー協力製品

旭 住 民 主 建 制 織 式 会 事 主 ヘーペJL

⑧ ( 株 ) 新 興 子 材 王 業 所

、・ールノ 〒 550 大 阪 市 西 区 南 布 団 I T 4  - 3 2ー 11 n  (06)  538- 2951 ( 代)

明 石 支 庖 〒 673 明石市西新町 2 ー12- 14 ft078( 922) 0007( 代)

高微営業所干 569 高槻市富田町 2 - 1  - 29 f t0726 (96) 2889 

中国営業所〒742 柳井市宮本浜( 柳井総合卸セン空ー内)

合 08202(2)  5211 

好 評 発 売 中 / 全 国 書l吉 18 日 一 斉 発 売 /

(聾失敗の実例にまなぶ) 同編集部編
築按術品玄も。。

建 設 省 建 築 研 究 所 監 修

ＭＲ ・ ｩｾ 画商事殴珊・ 1111111111111111111111111111111111111111111111111111 

(言最新場所打ぐい工法) 北町箸

静岡県における

建 築 物 等 の 地 震 対 策+ ーーー神谷康之

設計者と現場マンのためのわかる溶接

ー・ーーーーー. !将 t尺鰍 9Yも.

• psct. 5:去による

(1竺
接

本) 井上博善量全

卸E
事 務 所 ビ ル の 設 計 と 施 工 一一一一一一一一渡辺邦夫%、

8  5 ・149頁 定 価3，000円・送料300円|

l ・神戸らしい都市景観形成( 中)

納まりやすく施工しやすい配筋の指導書

配 筋 措 本)井上得共
(  肋 祝 牛 ) 北小路宏著

8 5 ・162頁

建築技術者のためのわかる設備

(建F
築 目 其

備

き土

語E

定価3，200円・送料300円

本) 井上↑特

I 給排水衛生設備篇

月 刊 「建 築 技 術 」 連 載 で お な じ み の ， わ か り 易 い 鋭 明 文。Z宣言十者や現

場 マ ン に ， 建 築 技 術 者 と し て こ れ だ け は 知 っ て お き た い93項目につい

て，自筆の繍図と写真を量豊富に使用しながら鋭き進め た 新 入 社 員 の 教

育 と 中 堅 社 員 の 知 識 の 艶 理 に 愚 適 の 書。

8 5 ・180頁 定 価3. 200円・送料300円

一伝統的建造物群保存一 一一一一一一一一一一一八尾 明

・ 超 音 波 探 傷 法 に よ る

簡 易 型 「溶 接 検 査 器」の 開 発 一一一一一大 約 正 昭

' ・地盤と震害 (5 ) 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一大崎 順彦

- 研 究 施 設 の 計 画 と 設 計

2. 研究所の配誼計画一一一一一一一一一一一一 栗原嘉一郎It-

・ 建 築 技 術 者 の た め の わ か る 電 気 (2) 一一一井上 博

・ 構 造 計 算 デ ー タ シ ー ト ( 85) …一一一柿 建設計研究所

・建築経済統計図表 ・フォトニュース ・トピ y ヲス ・建築家の良織

・税者コーナー ・海外のお腿 ・建材の動向 その他

直t妥購続ご希望の場合年間予約金 ￥ 叶 2 ，0 0 0 ( 送料共)

回 建 築 技 術
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民4312ォ: Tl IJ I シヲ J l J 9J l

錆 び な い ノ

わ れ な い ノ

燃 え な い ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( S P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( S T  L )  

・ オ リ エ ン タ ル サ ン セ ラ ム ( S  S  )  

、
波 板 規 格 S 小 波 ・S 大波・ V 波・ ボ ッ ク ス 波・ W ジ ャ ンボ波・ V デ ッ キ

s v ジ ャ ン ボ 波 ・其 の 他

用 途 平 板 ・ 波 桓 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター ・ムーパー・エキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御請 求 下 さ い

運勢市 ' J I !J 9J l J 9J l 製造縄式会誼

大 阪 本 社 〒660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 2 6 松 本 ピ J レ 電 話 大 阪 ( 06) 412ー 5131( 代 )

営 業 本 部 〒660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 44 電 話 大 阪 ( 06) 488- 1081( 代)

支 庖 及 工 治 大 阪 ・九州| ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 東 条 ・ 刈 谷

姫 路 ( 東 洋 建 材 工 業. 株 )

東 京 本 社 及 工 場 〒335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 蕨 ( 0484) 42- 3115( 代 )

支 庖 及 エ 渇 東 北

現場の信頼に応える

弓r l " l6， 議吉弘

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

緩着剤

措 置E 守 ー
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一
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セ

一

セ

一

セ

セ メ ン ト 耐 寒 ・防 凍 用

コ ン ク リ ー 卜 型 枠 脱 型 周

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗布混和型モルタル密着用

非 加 硫 ゴ ム シ ー ト 防 水 用

ウ レ タ ン 弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

セメント. 起泡・軽量 ・裏込用 % 2: 1- 1-

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 用 z ; 宅: :1-叫盤

一一 セメント混和・助材綜合メーカー -

ＦＮｾ，ＮＱＺ｜株式｟ . .  圃 田 区1.....- 空 4

ＭｾＪＺＭ会社ＮＮＮＮＮＮＮ園唱・｟｟ｾＮＮｌ

亘ｾ 東 京 都品 川 区 二葉 1ー 18- 8 f t 03 (787) 1131附

東 北 支 庖 福島県福島市下野寺字返原3 - 2 ft 0245 (91) 1131( (1:) 

関東営業所 茨械県土浦市下高津 4 - 8  - 35 ft 0298 (23)  1131(内

盛岡営業所 岩 手 県 盛 岡 市 月 ケ 丘 3 - 39 含 0196(41) 1331(内

大 阪 大阪市東成区東中本 2 一17- 26 ft 06(974)  113Hltl 
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地 区

北 海 道

東 北

関 東

最大の敵。

貴重な資源“ 水" も 建物にと って最大の

敵となることもあります。

日本アスは多年の経験 と実績を生かして

完全防水に取り 組むプロ集団です。

会 社 名

日 本 防 水 総 業 株 式 会 社

日 本 防 水 総 業 側 旭 川 出 張 所

日 本 防 水 総 業 側 釧 路 出 張 所

日 新 建 エ 側 札 幌 出 張 所

大 和 工 業 側 苫 小 牧 出 張 所

大 和 防 水 工 業 株 式 会 社

ト フ ジ 工 業 株 式 会 社

開 発 株 式 会 社

北 原 態 材 エ 柴 附 仙 台 出 張 所

協 和 建 材 工 業側 仙 台 支 庖

日 新 建 エ附 仙 台 支 底

日 新 建 エ 附 青 森 出 張 所

日 新 建 エ 側 郡 山 出 張 所

葵 工 業 株 式 会 社

伊 路 建 材 株 式 会 社

い わ き 建 材 工 業 株 式 会 社

春 日 工 業 株 式 会 社

金 岡 工 業 株 式 会 社

北 原 建 材 工 業 株 式 会 社

木 下 工 業 株 式 会 社

所 在 地

札 悦市

il!l川 市

ｾｉｉ 路 市

本LI晃司7

首i/ J、q文il i

札 帆 市

本LI見可T

秋 凹 市

仙 台 市

多賀 域 市

電 話

T  E  L OI  1  ( 231  )751  H t  

T  E  L OI 66( 47)  1050  

T  E  LOI 54 ( 23) 2056  

T  E  L OII (512) 808H t  

T  E  L OI44( 34) 3358 

T  E  L Ol l (641 )  1717  

T  E  L 0I1 ( 822) 0331  

T  E  L OI 88( 24) 2233 

T  E  L 0222( 96) 6768f t  

T  E  L 02236( 6) 11 36 

T  E  L0222( 73)  1921代

T  E  L OI77( 22) 3155 

T  E  L 0249( 23)  1677 

T  E  L 03( 632) 3385- 9 

T  E  L 03( 842) 1431イt

T  E  L 03( 389) 4561代

T  E  L03( 802) 387Ht  

T  E  L03( 363) 434 1代

T  E  L03( 307)  166H t  

T  E  L 03( 634  ) 0821代

地 区

東 海

近 品盟

会 社 名

三 井 工 操 株 式 会 社

三 億 建 材 工 機 株 式 会 社

合資会社，青谷商底沼鴻支庖

大 池 建 ヱ 株 式 会 社

軍 喜 防 水 工 撲 株 式 会 社

辰 巳 防 水 工 業 有 限 会 社

中 央 建 材 工 柴 株 式 会 社

東 京 建 材 工 業 株 式 会 社

東 海 物 産 株 式 会 社

日 本 建 材 鋼 業 株 式 会 社

宮 崎 建 材 株 式 会 社

池 田 涯 青 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 神 原 商 庖

国 際 工 事 株 式会社

清 水 興 業 株 式会社

旬 新 エ 材 株 式 会 社

日 新 建 工側 大 阪 出 張 所

日 本綜 合 防 水附 大 阪 支1苫

ヒ カ リ 工 業 株 式 会 社

フ タ パ 興 操 株 式会 社

所 在 地

静 岡 市

ｾｦ ，崎市

沼 津市

名 古 屋市

名 古 屋市

名 古 屋市

名 古 屋市

名 古 屋市

名 古 屋市

名古 昼市

名古 庄市

大 阪 市

電 話

T  E  L 0542( 85) 9151- 2 

T  E  L 0532( 45) 8211代

T  E  L 0559( 21) 9610  

T  E  L 0 52( 211) 1885イt

T  E  L 0 52( 991  )0111イt

T  E  L 0 52( 501 ) 1401イt

T  E  L 052( 761) 6181イt

T  E  L 0 52( 411 ) 6621  

T  E  L 0 52( 721) 2211 イt

T  E  L 052( 571 ) 5541千t

T  E  L 0 52( 331)  1531寸t

T  E  L 0 6( 699 ) 5757- 9 

T  E  L 0 6(909)  1433 ・ (908) 1282

T  E  L 06( 211 ) 6385- 6  

T  E  L 0 6( 372) 0250- 3 

T  E  L 0 6(541 ) 3785- 6  

T  E  L 0 6( 326) 3845四 6

T  E  L 0 6( 361 ) 0471- 5  

T  E  L 0 6( 395)  1051f t  

T  E  L 0 6( 385)  278H t  

協 立 工 業 株 式 会 社

大 東 ス レ ー ト 株 式 会 社

株 式会 社 東 京 シ ン グ ル

東 京 涯 膏 株 式 会 社

仙 台 市

町 森 市

町i 山 市

江 東 区

台 東 区

中 野 区

荒 川 区

tfr l百IR

lll¥1布 市

民 間区

港 区

足 立 区

制ｕＮ ｾｉ 互

荒 川 区

足 立 区

渋 谷 区

渋 谷 区

北 区

T  E  L 03( 432) 3517  .  ( 433) 8485 

T  E  L 03( 883) 3131ft  

有 限会 社 丸 務 商 庖

久 下 商 庖

苛ロ 司I

大 阪 市

大 阪 市

大 阪 市

大 阪 市

大 阪 市

大 阪 市

吹 田 市

大 阪 市

I王者11，11

京高Ilrl j

神 戸 市

神 戸 市

和 歌 山 市

大 阪市

附 山市

大 竹 市

広 品 市

T  E  L 06( 351 )  2150代

T  E  L 075( 311 )2044- 5  

信 越

北 陸

東 海

協 力車且合員

日 新 建 工 株 式 会 社

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社

日 本 防 水 総 業側 東 京 営 業 所

野 口 工 材 株 式 会 社

場 図 工 業 株 式 会 社

宮 士 エ 材 株 式 会 社

政 涯 背 興 喋 椋 式 会 社

フ タ パ 興 柴側 東 京 営 梨 所

古 川 株 式 会 社

北 僚 涯 膏 工 業 株 式 会 社

大 和 工 業 株 式会 社

;!lI: 青 建 材 株 式 会 社

有 限会 社神守主主材社

金 港 涯 青 株 式 会 社

不 ニ 防 水 エ 繋 株 式会 社

北 l京 建 材 工 業側 千 葉 営 業 所

三 和 工 業 株 式 会 社

石 田 建 材 工 業 株 式会 社

石 田 建 材 工 業側 大 宮 支 Jli

石 田 建 材 工 業側 宇都 宮 出 張 所

涯 青 建 材附 宇 都 宮 出 張 所

株 式会 社 奈 良 屋

鹿 住 防 水 工 業 株 式 会 社

株 式会社 仙 嶺

株 式会 社 折 橋 政 次 郎 商1吉

一 公 工 業 株 式 会 社

{附折 橋 高l苫 金 沢 営 業 所

マ J レセ化建株式 会 社

石 橋 建 材 株 式 会 社

協 和 建 材 工 業 株 式会 社

北 海 道 クレ ミス 工 業 株式 会社

株 式 会社 ソ ロ防 水 北 海 道

株 式 会 社 防 水 セ ン ター

株 式会社 互 建防 水 工 業

株 式会 社 畠 輿 建設

関 東 株 式会 社 大 ニ 商会

日 涯 工 業 株 式 会 社

合 資会 社 中 西 商会

糖 信 涯 膏 株 式 会 社

マ サ J レ工業株式会 社

- 建 設 省東 計 第240号 認可

製 造 元 日 新 工 業 株 式 会 社

千 代l 旺l 区

江 東 区

中堅T区

港 区

台 東 区

江 東 区

淀 川 区

千 代 田 区

慣 例 賀 市

縦 浜 市

横 浜 市

千 葉 市

"1l l1m 

ｴ ｬ ｪｬｬｦｾｲ ｬ Ｑ＠

大 宮 市

ιド(，11下I 可I

ＺＺｪＺＺ 布団 ＮｴＺｾ Ifj 

水 戸 市

上 越 市

松 本 市

inj 悶 市

問 問 市

金 沢 市

金 沢 市

柄拘守rfi

げ'171<市

札 帆 市

ヰLI .見市

ヰLI.見市

1WJZr!r 

砂 川 市

荒 川 区

巾 I n市

t反事情区

船 f島市

江 東 区

T  E  L 03( 994  ) 3861  

T  E  L03( 803) 348 1代

T  E  L 03( 870) 623H t  

T  E  L03( 403) 017 J f t  

T  E  L03(  464)  3588f t  

T  E  L03( 903) 41 51- 2 

T  E  L03( 263) 486If t  

T  E  L03( 634) 0163f t  

T  E  L 03( 367)  161  1  

T  E  L03( 59 1  ) 249 If .t  

r  E  L 03( 834 ) 415Ht  

T  E  L 03( 643) 3963代

T  E  L 03( 802) 4751代

T  E  L 03( 861  ) 2706- 8  

r  E  L 0468( 22) 4288 

T  E  L 045( 421  ) 6521- 2  

T  E  L 045( 231) 4461  

r  E  L 0472( 22) 3161代

T  E  L 0473( 57) 5153f t  

T  E  L 0273( 27) 3302イt

T  E  L 0486( 51)  1251代

r  E  L 0286( 24 )41 91 

T  E  L0286( 22 ) 9737 

T  E  L 0292( 4 1  )5141代

T  E  L 0255( 24) 3402 

T  E  L 0263( 58) 3188t t  

T  E  L 0766( 22) 0999 

T  E  L0766( 23) 0391  

T  E  L0762( 47 )41 39 

T  E  L0762( 42) 5 151  

T  E  L0776( 23) 0775 ・0885

T  E  L 0 543( 45) 222H t  

T  E  L OII ( 882) 1232f t  

T  E  L Ol l ( 751)  1  736f .t  

T  E  L OII ( 683) 5616代

T  E  L OI55( 25) 5776f t  

T  E  L 01255( 4 ) 1  166f t  

T  E  L 03( 803) 2651- 2  

T  E  L 0552( 32) 5477 

T  E  L03( 961)  192H t  

T  E  L 0474( 38) 45 11 

T  E  L03( 643) 59I Ht  

中 国

四 国

北 九 州

南 九 州

中 部

九 州

東 洋 建 材 株 式会 社

中 村 涯 膏 工 業 株 式会 社

棚 田 建 材 有 限 会 社

有 限会 社 ミサ キ 商会

マ ル フ ジ工 事畦 株 式 会 社

束 中 国 防 水 工 機 株 式会 社

株 式 会 社三 洋 技 挫

三 和 防 水 ヱ 柴 株 式 会 社

豊 永 建 材 株 式 会 社

大 和 工 諜 側 広 島 出 張 所

株 式 会 社 巴 商 会

和 光 工 換 株 式会 社

大 三 工 業 株 式 会 社

徳 島 大 三 エ 蝶 株 式 会 社

株 式会 社 マ J レ マ ス 河 野 商1苫

側 マ J レ マ ス 河 野 商 底 松 山 支 庖

株 式 会 社 山 本 商会

大 三 エ 柴側 高 知 支 底

安 牒 工 事 株 式 会 社

加 茂 装 備 株 式会 社

草 野 工 諜 有 限会 社

日 建 エ 材 株 式会 社

株 式 会 社 工 材 社

株 式会 社 三 宮 工 材

安 聴 工 事 株 式会 社

山 崎 工 梨 株 式会 社

株 式 会 社 大 ニ 商会

日 新 興 撒 株式 会 社

株 式 会社 北 原 建 材 商会

上 原 建 殺 エ 柴 社

伊 膝 防 水 工 襲 有限 会社

株 式会 社 岩 昇

小 野 建 材 株式 会社

長 登工君臨株式会 社

日 精 エ 柴 株 式会 社

株 式会 社 名 神 防 水

名 涯 エ 鍵 株 式会 社

合 資 会社 明 光建 材

北 陸 涯 膏 工 業 株 式会 社

吉 田防 水 l苫

株 式 会社 沖 縄義 英工 業

11; 1斗市

広 品 市

宇 都 市

松 江 市

町 松市

徳 川 市

今 治 市

松 山 市

松 山 市

間拘1m

稲 岡 市

組 問 市

ｾｴＱ し チ Ｑ ＢＧＧＧ
h百岡市

北 九州 市

大 分 市

長 崎県

i ヒブL ナI-I"j
宮 崎 市

延 岡 市

J血児 山 市

計l' 割自民L

T  E  L 075(  672 ) 5351- 5 

T  E  L 078( 341 )5884 .  1223 

T  E  L 078( 841 ) 35511t  

T  E  L 0734( 22) 3922 

T  E  L 0720( 57) 3293 

T  E  L 0862( 72 ) 1221代

T  E  L 08275( 2) 5155イt

T  E  L 0822( 83) 3366千t

T  E  L 0822( 61  ) 637l f t  

T  E  L 0822( 64 ) 2761  

T  E  L 0836( 21  ) 0760  

T  E  L 0852( 38)  1321  

T  E  L 0878( 51  )6811イt

T  E  L 0886( 31  )4161代

T  E  L 0898( 32) 5000f t  

T  E  L 0899( 22  )2121  

T  E  L 0899( 31  ) 6261寸t

T  E  L0888( 45) 4800イt

T  E  L092( 561  )7012千t

T  E  L092( 561  ) 6250  

T  E  L 093( 922 ) 7631寸t

T  E  L 092( 741 )66651.t 

T  E  L093( 371  ) 1468代

T  E  L 0975( 36) 2326- 7 

T  E  L 09588( 2) 2200 

r  E  L 0 93( 941 )5441  

T  E  L 0985( 47) 6155代

T  E  L 0982( 33 )2455- 9  

T  E  L 0992( 23) 9395- 6 

T  E  L  09889(  2  ) 2368 

名 古 屋 市 T  E  L 052( 503) 1172代

一日市 T  E  L 0586( 24  ) 0505 .  1678 

岐 ｬｾｾ 市 ｔ E  L 0582( 31  )7158 

名 古 屋 市 T  E  L 052( 751  ) 8141 

金 沢 市 T  E  L 0762( 49 ) 4593 

岐 阜 市 T  E  L0582( 71  ) 7459 

名 古 屋 市 T  E  L 052( 721  ) 5381代

名台座i I i T E L 052( 524 ) 1411 

日山県 T  E  L 0765( 22) 4523 

岐 阜 県 T  E  L  05732(  5  ) 3297 

ｪ 中 細 目リ ｉ ｾ T  E  L0988( 87) 3847  

日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

本 部

関 東 支 部

中 部 支 部

関 西 支 部

九 州 支 部

北 海 道 支 部

東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 3 - 4

東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 3 - 4

名 古 屋 市 千 種 区 千 種 通 り 2- 19 ( 岐 阜 正 ピ ル )

大 阪 市 西 区 新 町 1 - 1  2  - 2  

福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 1 - 2 4 - 1 0

札 幌 市 中 央 区 南3条 西 13- 3 1 9( 柴 田 ヒ' ル 4 F  )  

f i (  8 7 0  ) 5051 - 2  

日 新 工 業 内 包 ( 882) 24 2 4 ( 代表)

日 新 工 業 内 包 ( 7 41 ) 6257 ( 代表)

日 新 工 業 内 f i ( 533) 3 191 ( 代表)

日 新 工 業 内 f i ( 4 5 1)1 0 9 5 ( 代 表 )

日 新 工 業 内 公 ( 28 1) 6328 ( 代表)
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【“ ヒューマンな床材" 】

ヲシシ ｡｣ｾ 日 ｐ

床を倉リる

TL¥J l mL¥ 

日 ヨ言言 ｲ￯￮Ｕ ｦ 宥イヒヨ こ ｩｦ 朱 王 宝 εｾ 不土
* くわしくは資料をお求めください.

東京/ 干 101 東京都千代田区岩本町3-1 1-1 3f i ( 03) 866- 61 01 ( 代)

大阪/ 干550大阪市西区京町沼 1- 10- 5 f i ( 06) 44ト5951 ( 代)

03379 - 6  雑誌


